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は
じ
め
に

　

和
泉
国
泉
郡
南
王
子
村
は
、
か
わ
た
身
分
の
庄
屋
が
支
配
す
る
一
存
立
の
か
わ

た
村
で
あ
り
、
膨
大
な
庄
屋
家
文
書
（
『
奥
田
家
文
書
』
・
『
大
阪
府
南
王
子
村
文

書
』
）
が
残
存
す
る
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
三
田
智
子
氏
（
以
下
、
著
者
）
が
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
提
出
し
た
博

士
論
文
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
成
果
で
あ
り
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
詳
細

に
分
析
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
一
　
本
書
の
概
要

　

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
示
し
た
い
。

　

序
章

　

第
一
章　

泉
州
泉
郡
平
野
部
地
域
に
お
け
る
近
世
村
の
成
立　

　

第
二
章　

南
王
子
村
の
確
立

　

補
論
1　

王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
の
延
宝
検
地
帳
の
検
討

　

第
三
章　

一
八
世
紀
中
期
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造

　

第
四
章　

泉
州
南
王
子
村
に
お
け
る
村
落
構
造
の
変
化

　

第
五
章　

南
王
子
村
の
村
入
用
と
西
教
寺
「
俗
親
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
一
八
世
紀
後
期
か
ら
一
九
世
紀
へ
の
展
望
│

　

第
六
章　

南
王
子
村
の
草
場
と
得
意
場
（
旦
那
場
）
│
一
九
世
紀
を
中
心
に
│

　

補
論
2　

南
王
子
村
に
お
け
る
人
口
増
加
と
出
作
・
小
作

　

終
章

　

つ
ぎ
に
、
本
書
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

序
章
で
は
、
本
書
の
問
題
意
識
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七

〇
年
代
、
南
王
子
村
研
究
は
部
落
史
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
基
礎
的
事
実

の
解
明
が
進
ん
だ
一
方
で
、
南
王
子
村
は
差
別
を
受
け
る
側
、
地
域
社
会
は
差
別

を
行
う
側
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対
し
、
著

者
は
、
塚
田
孝
氏
が
提
示
し
た
身
分
的
周
縁
論
、
お
よ
び
町
田
哲
氏
に
よ
る
村
落

の
内
部
構
造
分
析
の
手
法
に
学
び
、
村
落
運
営
・
村
政
・
諸
生
業
を
介
し
た
村
人

の
関
係
な
ど
、
村
内
の
諸
要
素
と
そ
の
矛
盾
を
有
機
的
に
連
関
さ
せ
る
こ
と
で
南

王
子
村
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の

を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
著
者
は

差
別
│
被
差
別
と
い
う
部
落
史
的
視
点
か
ら
の
脱
却
を
試
み
た
。

　

つ
づ
け
て
、
第
一
章
、
第
二
章
お
よ
び
補
論
１
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
。
こ
れ
ら
の
章
は
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
と
し
て
成
立
す
る
過
程

を
解
明
し
た
一
連
の
章
で
あ
る
た
め
、
内
容
を
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。
こ
こ
で

は
、
次
の
三
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
第
一
に
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
検
地
を
題
材
に
、
畿
内
か
わ
た
村
の

成
立
過
程
に
関
す
る
通
説
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。
後
述
す
る
が
、
従
来
、
検
地

以
前
の
か
わ
た
の
存
在
形
態
つ
い
て
は
、
か
わ
た
が
居
住
し
て
い
た
地
域
を
含
め

「
郷
」
の
単
位
で
検
地
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
わ
た
は
生
活
面
や
行
政

面
な
ど
で
一
つ
の
村
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
「
郷
」
に
属
す
る
か
わ

た
で
あ
っ
た
と
見
通
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者
は
、
泉
郡
平
野
部
地
域

に
お
け
る
検
地
の
実
施
過
程
を
検
討
し
、
検
地
の
単
位
と
な
っ
て
い
た
「
郷
」

は
、
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
単
位
（
行
政
単
位
）
で
あ
り
、
「
郷
」
が

す
べ
て
郷
村
的
結
合
を
指
し
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
「
郷
」
が
集
落
と
村
領
の
形
成
を
規
定
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

論
証
し
た
。

　

第
二
に
、
南
王
子
村
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
出
作
」
の
問
題
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。
出
作
と
は
、
百
姓
が
居
村
外
に
田
畑
を
所
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
泉
郡
の
平
野
部
で
は
、
郷
を
単
位
に
検
地
を
行
っ
た
た
め
、
土

地
の
み
で
戸
口
は
な
い
無
人
の
領
域
が
出
作
と
し
て
把
握
さ
れ
、
年
貢
収
納
は
屋

敷
地
が
あ
る
村
の
庄
屋
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
捌
き
庄
屋
体
制
と

呼
ぶ
。
そ
の
後
も
捌
き
庄
屋
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
正
保
郷
帳
作
成
を
機

に
、
所
持
実
態
に
応
じ
た
状
態
に
戻
す
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
上
泉
郷
出

作
王
子
村
」
と
把
握
さ
れ
た
出
作
村
が
切
り
分
け
ら
れ
、
「
王
子
（
か
わ
た
）
村
」

と
な
り
、
王
子
村
内
に
居
住
す
る
か
わ
た
の
代
表
者
が
年
貢
納
入
の
責
任
を
負
う

村
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
第
二
の
点
と
併
せ
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
村
と
な
っ
た

過
程
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
、
こ
れ
ま
で
代
官
支
配
が
異

な
っ
て
い
た
王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
が
同
領
と
な
っ
た
。
同
領
内
に
王
子
村

が
二
つ
存
在
す
る
と
不
都
合
に
な
る
た
め
、
王
子
（
か
わ
た
）
村
は
南
王
子
村
と
村

名
が
変
更
さ
れ
た
。
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
、
惣
ノ
池
を
め
ぐ
り
、
か
わ
た
か
ら

王
子
（
か
わ
た
）
村
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
に
発
展
し
た
こ
と
を
理
由
に
、

翌
年
、
か
わ
た
が
王
子
村
の
除
地
か
ら
南
王
子
村
の
村
領
へ
移
転
し
た
。
そ
し

て
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
惣
ノ
池
の
樋
元
支
配
権
が
幕
府
の
裁
許
に
よ
り

認
め
ら
れ
、
南
王
子
村
は
再
生
産
可
能
な
一
つ
の
村
と
し
て
完
成
し
た
。

　

つ
づ
く
第
三
章
で
は
、
十
八
世
紀
中
期
に
お
け
る
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
、

村
方
騒
動
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
対
立
構
造
と
い

う
視
点
だ
け
で
な
く
、
村
内
の
「
家
」
に
着
目
し
、
検
討
を
行
っ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
「
家
」
の
あ
り
方
が
非
常
に
特
殊
で
あ
り
、
一
般
に
言
わ
れ
て

い
る
家
名
・
家
職
・
家
産
が
相
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
「
家
」
は
成
立
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
南
王
子
村
に
属
す
る
「
家
」
の
不
安
定
さ
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
か
わ
た
村
で
あ
る
が
ゆ
え
の
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
王
子
村
で
は
人
口

に
比
し
て
村
高
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
常
に
何
ら
か
の
経
済
的
基
盤
を
持

つ
必
要
が
あ
り
、
王
子
村
に
出
作
地
を
所
持
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

宗
門
人
別
帳
に
「
無
高
」
と
記
さ
れ
て
い
る
者
た
ち
で
も
、
出
作
地
を
購
入
し
て

安
定
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
層
と
、
日
々
な
ん
と
か
暮
ら
し
て
い
る
最

下
層
に
二
分
化
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
「
家
」
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
起
き
た
村
方

騒
動
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
従
来
、
村
方
騒
動
の
対
立
構
図
は
、
高
持
対
小
前
・

無
高
と
思
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
「
家
」
と
い
う
視
点
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ

り
、
実
際
に
は
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋
次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構

図
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
は
連
帯

し
て
「
家
」
を
守
り
、
村
高
の
三
分
の
一
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
利

右
衛
門
家
は
一
軒
・
一
軒
の
家
で
見
る
よ
り
も
、
実
態
的
に
は
よ
り
強
い
村
政
上

の
立
場
を
保
持
し
て
い
た
。

　

第
四
章
で
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
南
王
子
村
の
村
落
構
造
に
つ
い
て
、

村
落
内
の
秩
序
を
検
討
す
る
こ
と
で
解
明
し
た
。

　

南
王
子
村
村
内
の
家
数
の
増
加
や
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
起
き
た
千
原
騒

動
に
よ
り
、
村
が
莫
大
な
借
銀
を
負
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
天
明
四
年

に
申
し
渡
さ
れ
た
「
申
渡
事
」
は
、
組
頭
、
借
地
人
・
借
家
人
、
地
主
・
家
主
を

村
政
上
に
位
置
づ
け
る
取
り
決
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
決
め
に
よ
り
高
持
の
組

頭
が
設
定
さ
れ
、
村
政
に
組
頭
を
関
与
さ
せ
る
体
制
に
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
は
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
り
、
草
場
な
ど

の
斃
牛
馬
処
理
に
関
す
る
側
面
は
村
制
上
完
全
に
捨
象
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

天
明
四
年
以
降
、
南
王
子
村
で
は
、
村
高
の
論
理
が
本
源
的
な
か
わ
た
の
論
理
を

優
越
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の

変
質
で
も
あ
り
、
か
わ
た
村
と
し
て
の
究
極
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

　

第
五
章
で
は
、
一
九
世
紀
段
階
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
、
具
体
的
に
は
庄
屋

利
右
衛
門
家
台
頭
の
背
景
を
考
察
す
る
た
め
に
、
十
八
世
紀
中
後
期
に
お
け
る

村
・
村
入
用
・
寺
・
利
右
衛
門
家
の
関
係
と
そ
の
変
化
を
検
討
し
た
。
第
三
章
で

分
析
し
た
寛
延
二
年
の
村
方
騒
動
で
は
、
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋

次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構
図
が
あ
っ
た
が
、
騒
動
後
、
対
立
構
造
が
「
捌
」
と
い

う
形
で
固
定
化
さ
れ
、
両
捌
間
の
日
常
的
な
接
触
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
。
寛
政
十

二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
は
、
両
者
に
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
、
新
た
な
有
力
者
も
登
場

し
、
村
政
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
た
が
、
「
捌
」
が
存
続
し
た
こ
と
に
よ

り
、
村
入
用
は
複
雑
な
割
賦
・
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
両
方
の

「
捌
」
に
高
を
所
持
し
て
い
る
村
人
に
と
っ
て
は
不
透
明
性
が
高
か
っ
た
。

　

ま
た
、
同
章
で
は
、
西
教
寺
と
村
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
解
明
し
た
。
十
八
世

紀
後
期
の
西
教
寺
は
、
本
寺
で
あ
る
福
専
寺
の
弱
体
化
の
た
め
、
住
持
を
安
定
し

て
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
住
持
の
請
人
で
あ
る

「
俗
親
」
を
村
内
に
置
き
、
利
右
衛
門
家
の
者
が
「
俗
親
」
に
な
っ
た
。
利
右
衛

門
家
が
西
教
寺
の
維
持
に
尽
力
し
た
こ
と
で
、
一
九
世
紀
前
期
に
は
利
右
衛
門
家

が
村
政
の
中
心
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
村
に
よ
る
西
教
寺

へ
の
関
与
・
管
理
が
強
ま
っ
た
と
す
る
。

  

第
六
章
で
は
、
十
九
世
紀
を
中
心
と
し
て
、
南
王
子
村
内
部
に
お
け
る
草
場
や
得

意
場
（
旦
那
場
）
の
権
利
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
か

わ
た
村
内
部
に
お
い
て
、
草
場
や
旦
那
場
の
権
利
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
の
か
、
②
南
王
子
村
の
得
意
場
の
再
検
討
、
③
獣
類
買
仲
間
の
取
り
決
め

と
老
牛
屠
殺
問
題
の
三
点
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
、
草
場
は
斃
牛
馬
を
無
償
で
得
る
範
囲
で
あ
り
、
草
場
株

所
有
者
は
村
内
で
「
番
郷
」
と
い
う
集
団
を
形
成
し
た
。
集
団
の
代
表
は
惣
代
と

呼
ば
れ
、
十
九
世
紀
以
降
は
、
ほ
ぼ
特
定
の
四
〜
七
人
程
度
が
惣
代
・
帳
元
（
草
場

株
帳
の
管
理
）
を
担
っ
た
。
惣
代
は
村
の
庄
屋
・
年
寄
と
一
切
重
な
ら
ず
、
村
役
人

の
直
接
的
な
管
理
は
番
郷
内
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
庄
屋
・
年
寄
に
つ
い
て

は
、
草
場
株
所
有
を
制
限
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
番
郷
の
中
心
メ
ン
バ
ー

は
村
制
に
お
け
る
組
頭
で
あ
り
、
一
般
の
株
所
有
者
も
半
数
は
高
持
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
得
意
場
は
日
常
的
な
出
入
り
関
係
で
あ
り
、
村
内
の
無
高
者
が
草
場
の

範
囲
を
割
持
に
し
て
い
た
。
も
と
も
と
得
意
場
は
、
村
全
体
に
よ
る
「
惣
請
」
で

あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
中
期
ま
で
に
個
人
が
出
入
す
る
関
係
が
築
か
れ
た
。
得
意

場
の
村
と
場
の
権
利
を
所
有
す
る
者
と
の
関
係
は
、
第
一
義
的
に
定
期
的
な
出
入

り
に
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
得
意
場
の
村
人
や
村
役
人
か
ら
借
銀
す
る
よ
う
な

関
係
も
構
築
さ
れ
た
。
得
意
場
所
有
者
の
集
団
は
村
内
に
は
存
在
せ
ず
、
他
の
か

わ
た
村
と
の
交
渉
は
南
王
子
村
の
村
役
人
が
あ
た
り
、
村
役
人
に
よ
る
得
意
場
へ

の
緩
や
か
な
管
理
・
監
督
が
行
わ
れ
て
い
た
。
得
意
場
の
所
有
者
は
三
名
を
の
ぞ

き
無
高
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
②
に
つ
い
て
、
十
八
世
紀
以
降
、
雪
踏
稼
ぎ
が
新
た
な
生
業
と
し
て
登

場
し
た
こ
と
で
、
村
内
で
雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
者
た
ち
は
草
場
域
を
独
占
的
な
営
業

の
場
と
し
て
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
南
王
子
村
自
体
も
草
場
の
利
益
を
維

持
す
る
た
め
に
、
他
村
か
ら
の
雪
踏
稼
ぎ
の
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
得
意
場
は
次
第
に
「
稼
場
」
と
し
て
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
権

利
を
持
つ
場
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
実
態
は
、
幕
末
に
至
っ
て
も

得
意
場
の
中
心
的
な
性
格
は
出
入
り
関
係
に
あ
り
、
得
意
場
を
持
た
な
い
村
人
が

雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
場
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と
論
じ
た
。

　

最
後
に
③
に
つ
い
て
、
従
来
、
南
王
子
村
で
は
、
草
場
の
権
益
を
所
有
し
て
い

た
全
員
が
草
場
か
ら
得
ら
れ
た
皮
革
を
加
工
し
、
売
却
し
て
利
益
を
得
て
い
た
。

だ
が
次
第
に
、
特
定
の
者
が
加
工
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
草
場
株
所
有
者

の
な
か
で
死
牛
の
売
買
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
適
正
な
値
付
け
の
た
め
に
獣

類
買
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
獣
類
買
仲
間
は
、
番
郷
惣
代
を
務
め
る
者
か
ら
博
労

の
よ
う
な
ア
ウ
ト
ロ
ー
的
性
格
を
持
つ
者
ま
で
を
含
ん
で
お
り
、
牛
や
皮
革
の
流

通
は
村
内
で
複
雑
化
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
老
牛
屠
殺
の
取
締
は
困
難
を
極
め

て
い
た
。

　

補
論
2
で
は
、
な
ぜ
、
か
わ
た
村
が
都
市
的
な
場
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の

か
、
人
口
増
加
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
、
百
姓
村
の
よ
う
な
家
数
の
制
限
が
基
本
的
に
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
村
内
で
は
人
口
が
増
加
し
、
経
済
的
基
盤
を
外
へ
求
め
る
必
要
が
生

じ
た
。
南
王
子
村
の
人
々
は
、
人
口
が
停
滞
し
て
い
た
周
辺
地
域
の
土
地
を
購
入

し
、
出
作
地
と
し
て
所
持
し
た
り
、
十
九
世
紀
以
降
急
激
に
盛
ん
に
な
っ
た
雪
踏

産
業
な
ど
、
皮
革
や
牛
に
関
わ
る
様
々
な
生
業
を
持
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
南
王
子
村
に
経
済
的
基
盤

が
先
に
あ
り
人
口
が
増
え
た
の
で
は
な
く
、
人
口
が
増
加
し
た
結
果
、
村
人
が
生

計
を
立
て
る
た
め
に
出
作
を
所
持
し
た
り
、
諸
生
業
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
と
主
張
し
た
。

　

終
章
で
は
、
本
書
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
、
南
王
子
村
に
お
け
る
地

縁
的
な
編
成
原
理
と
身
分
的
編
成
原
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
が
、
著
者
は
、
畿
内
か
わ
た
村
の
内
部
構
造
に
お
け
る

二
系
統
の
編
成
原
理
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
畿
内
の
各
か
わ
た
村

に
つ
い
て
、
二
系
統
の
編
成
原
理
の
あ
り
方
以
外
に
も
行
政
的
把
握
、
様
々
な
条

件
面
か
ら
の
動
態
的
な
把
握
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
論
じ
た
。

　
　
二
　
本
書
の
意
義

　

本
章
で
は
、
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

研
究
史
上
、
本
書
が
持
つ
最
も
大
き
な
意
義
は
、
朝
尾
直
弘
氏
に
よ
る
近
世
畿

内
の
か
わ
た
身
分
の
存
立
基
盤
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を

丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
で
批
判
的
に
継
承
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
書
評
に
必
要
な
範
囲
で
朝
尾
氏
の
研
究
を
紹
介
す
る
。
朝
尾
氏
は
、

河
内
国
更
池
村
を
題
材
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
が
、
①
地
縁
的
な
編
成
＝
か
わ

た
村
、
②
身
分
編
成
＝
「
頭
村
」
支
配
と
い
う
二
系
統
の
編
成
原
理
の
も
と
に
存

立
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
た
。

　

ま
ず
、
①
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
。
朝
尾
氏
は
、
文
禄
三
年
の
検

地
の
際
に
作
成
さ
れ
た
更
池
村
の
検
地
帳
の
題
名
が
、
「
河
内
国
丹
北
郡
布
忍
郷

内
更
池
村
御
検
地
帳
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
検
地
以
前
は
更
池
村
を
含
む
布
忍

郡
の
六
ヵ
村
が
一
つ
の
村
（
郷
）
と
な
り
、
生
活
面
で
も
行
政
面
で
も
一
つ
の
ま
と

ま
っ
た
自
治
的
組
織
を
構
成
し
て
い
た
と
見
通
し
た
。
検
地
後
、
旧
来
の
地
域
的

編
成
は
解
体
さ
れ
、
居
住
集
落
の
屋
敷
お
よ
び
零
細
耕
地
へ
の
緊
縛
、
そ
れ
に
と

も
な
い
居
住
集
落
の
属
す
る
村
庄
屋
系
列
へ
編
成
替
え
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、
②
の
「
頭
村
」
支
配
の
成
立
に
つ
い
て
。
近
世
成
立
以
前
、
大
坂
周

辺
は
か
わ
た
の
領
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
領
は
、
行
政
区
分
と
は
異
な

る
、
独
立
し
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
領
域
の
中
で
、
か
わ
た
は
斃
牛
馬
処
理
や
神

事
雑
役
な
ど
キ
ヨ
メ
の
性
質
に
連
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
郡

内
で
は
「
郡
中
惣
皮
田
」
の
よ
う
な
組
織
も
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
行
刑
の
「
役
」
負
担
を
通
じ
て
、
幕
府
は
か
わ
た

を
編
成
し
た
。
渡
辺
村
な
ど
行
刑
役
を
実
際
に
負
担
す
る
村
に
つ
い
て
は
役
負
担

の
体
系
に
直
接
組
み
込
ん
だ
が
、
下
級
雑
務
の
負
担
に
つ
い
て
は
か
わ
た
身
分
の

仲
間
式
法
に
依
存
し
た
。
幕
府
は
か
わ
た
の
集
団
を
、
「
惣
」
的
な
編
成
の
一
端

（
実
際
に
行
刑
役
を
負
担
し
て
い
た
村
）
を
、
領
主
が
「
役
」
＝
除
地
の
体
系
に
組
み

込
む
こ
と
に
よ
り
「
惣
」
全
体
を
支
配
す
る
「
頭
村
」
に
よ
る
編
成
を
行
っ
た
。

　

朝
尾
氏
の
研
究
に
対
し
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
意
義
を
呈
し
て
い
る
。
第
一
章

に
お
い
て
、
文
禄
三
年
に
行
わ
れ
た
検
地
は
「
郷
」
単
位
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
「
郷
」
は
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
行
政
単
位
で
あ
っ
た
と
実
証

し
、
朝
尾
氏
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
の
見
通
し
に
対
し
て
再
考
を
迫
っ
た
。
そ

し
て
、
終
章
に
お
い
て
も
、
朝
尾
氏
が
提
示
し
た
か
わ
た
身
分
の
二
つ
の
存
立
基

盤
に
つ
い
て
、
そ
の
二
つ
の
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
行
政
的
把
握
や
様
々
な
条

件
面
か
ら
、
よ
り
動
態
的
に
か
わ
た
村
を
把
握
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　

朝
尾
氏
が
、
か
わ
た
の
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
著
者
は
か
わ
た
村
を
一
つ
の
「
村
」
と
し
て
捉
え
、
村
の
内
部
構
造
を

詳
細
に
解
明
し
、
村
の
多
様
な
要
素
を
摘
出
し
、
そ
れ
ら
を
連
関
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
か
わ
た
村
の
特
質
を
捉
え
た
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
畿
内
か
わ
た
村
研
究

を
新
た
な
段
階
へ
と
引
き
上
げ
た
こ
と
が
、
本
書
の
最
も
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
第
二
の
意
義
と
し
て
、
畑
中
敏
之
氏
の
研
究
成
果
を
乗
り
越
え
る
こ

と
に
よ
り
、
南
王
子
村
の
実
態
が
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
挙

げ
た
い
。
畑
中
氏
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
南
王
子
村
研
究
を
牽
引
し
た
研
究

者
で
あ
り
、
か
つ
畿
内
の
か
わ
た
村
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
業
績
を
残
し
て
い

る
。
本
書
に
関
わ
る
畑
中
氏
の
研
究
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、

畿
内
か
わ
た
村
に
つ
い
て
三
つ
の
類
型
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ⅰ
型
は
村
高
の

公
認
が
な
く
、
本
村
に
完
全
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
か
わ
た
村
、
Ⅱ
型
は
村
高
が
公

認
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
本
村
に
支
配
を
受
け
る
か
わ
た
村
、
Ⅲ
型
は
村

高
が
公
認
さ
れ
て
お
り
、
本
村
の
支
配
も
受
け
な
い
か
わ
た
村
で
あ
る
。
な
お
、

南
王
子
村
は
Ⅲ
型
に
属
す
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
雪
踏
と
い
う
「
モ
ノ
」
の
生

産
・
流
通
と
い
う
視
点
か
ら
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
解
明
し
、
身
分
制
の
本

質
に
迫
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

畑
中
氏
の
研
究
成
果
に
対
し
、
著
者
は
、
次
の
二
点
で
研
究
を
進
展
さ
せ
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、
畑
中
氏
が
提
示
し
た
畿
内
か
わ
た
村
の
類
型
は
、
本
村
と
か
わ

た
村
と
の
支
配
関
係
の
あ
り
方
か
ら
構
築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
な

ぜ
、
南
王
子
村
が
特
殊
な
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な
っ
た
の
か
な
ど
、
村
と
し
て

の
実
態
的
な
側
面
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

著
者
は
第
一
章
か
ら
補
論
1
に
か
け
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な

る
ま
で
の
過
程
を
実
証
的
に
解
明
し
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
著
者
の

研
究
が
、
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
か
わ
た

村
の
村
と
し
て
の
特
質
を
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
こ
と
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
畑
中
氏
は
南
王
子
村
に
お
け
る
雪
踏
の
生
産
・
流
通
な
ど
、
皮
革
加

工
の
側
面
に
強
く
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
そ
の
た
め
、
南
王
子
村
は
皮
革
加
工
の

村
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者

は
、
南
王
子
村
村
内
の
秩
序
（
村
政
・
村
制
）
レ
ベ
ル
で
は
、
高
所
持
の
原
理
が
重

要
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
、
同
村
が
百
姓
村
に
極
め
て
近
い
イ
メ
ー
ジ
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
と
え
ば
、
畑
中
氏
の
研
究
に
も
登
場
す
る
雪
踏
商

人
と
し
て
有
名
だ
っ
た
五
兵
衛
が
村
高
を
集
積
し
て
い
た
背
景
に
、
南
王
子
村
の

村
落
秩
序
が
高
所
持
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
点
は
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
（
第

四
章
二
四
九
頁
）
。
本
書
で
の
検
討
に
よ
り
、
五
兵
衛
の
雪
踏
商
人
と
し
て
の
側
面

だ
け
で
な
く
、
村
人
と
し
て
の
姿
も
明
ら
か
に
な
り
、
よ
り
五
兵
衛
の
実
態
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
意
義
と
し
て
、
本
書
が
被
差
別
民
の
研
究
史
に
対
し
て
新
た

な
知
見
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
三
章
で
検

討
し
た
南
王
子
村
の
「
家
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
か
わ
た
身
分
の

「
家
」
の
あ
り
方
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
ま

た
、
第
六
章
で
は
南
王
子
村
に
お
け
る
斃
牛
馬
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
作
業
に
よ
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
斃
牛
馬
処

理
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
南
王

子
村
で
は
、
草
場
株
の
所
有
者
集
団
で
あ
る
番
郷
、
番
郷
と
重
複
し
な
が
ら
も
、

死
牛
馬
の
入
札
・
値
付
な
ど
を
行
い
、
皮
革
の
加
工
・
流
通
に
専
門
化
し
つ
つ
あ

る
獣
類
買
仲
間
、
老
牛
馬
屠
殺
の
起
点
と
な
り
得
る
か
わ
た
博
労
の
存
在
な
ど
、

斃
牛
馬
処
理
を
め
ぐ
り
多
様
な
人
々
が
重
層
的
に
介
在
し
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ

と
が
で
き
た
。

　
　
三
　
本
書
の
疑
問
点
お
よ
び
要
望

　

本
章
で
は
、
本
書
に
対
す
る
疑
問
点
お
よ
び
要
望
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
史
料
が
少
な
い
時
代
で
は
あ
る
が
、
の
ち
に
南
王
子
村
に
居
住

す
る
か
わ
た
の
、
中
世
か
ら
南
王
子
村
へ
移
動
す
る
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
、
よ

り
踏
み
込
ん
で
、
具
体
的
に
論
じ
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
著
者
は
第
四
章
の
お
わ
り
に
で
、
天
明
四
年
の
「
申
渡
事
」
に
よ

り
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
が
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
、
そ

れ
は
「
本
源
的
に
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の
変
質
」
だ
と
指
摘
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
は
、
か
わ
た
集
団
が
も
と
も
と
草
場
所
持
に
基
礎
を
置

い
て
い
た
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
二
章
八
五
頁
で
は
、
慶
長
九
年

（
一
六
〇
四
）
段
階
で
の
か
わ
た
の
所
持
高
が
一
六
〇
石
か
ら
一
八
〇
石
あ
っ
た
と

い
う
事
実
も
指
摘
し
て
い
る
。
中
世
段
階
か
ら
南
王
子
村
が
成
立
す
る
ま
で
、
か

わ
た
集
団
は
地
域
で
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
実
態

を
よ
り
詳
細
に
知
り
た
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
朝
尾
氏
は
、
渡
辺
村
の
か
わ
た
は
実
際
に
断
罪
役
を
勤
め
、
屋
敷
地
は

除
地
に
な
っ
て
い
た
が
、
更
池
村
の
か
わ
た
は
百
姓
役
か
ら
は
免
除
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
屋
敷
は
除
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
行
刑
役
や
皮
役

な
ど
の
役
負
担
を
務
め
て
い
な
か
っ
た
王
子
村
の
か
わ
た
の
居
住
地
が
、
な
ぜ
除

地
と
な
っ
た
の
か
。
本
書
の
問
題
関
心
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
点
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
幕
府
が
畿
内
か
わ
た
村
を
ど
の
よ
う
に
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
が

よ
り
明
確
に
な
る
と
考
え
た
。

　

第
二
に
、
本
書
に
登
場
す
る
百
姓
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
を
、
著
者
が
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
論
じ
て
い
る
の
か
が
断
片
的
に
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど

ま
る
た
め
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
と
百
姓
身
分
の
「
家
」
、
か
わ
た
村
と
「
百

姓
村
」
と
の
比
較
が
で
き
ず
、
著
者
が
考
え
る
か
わ
た
の
「
家
」
や
か
わ
た
村
の

特
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
「
家
」
に
つ
い
て
、
第
三
章
一
三
八
頁
で
は
、
「
一
般
に
「
家
の

成
立
」
は
、
家
名
・
家
職
（
家
業
）
・
家
産
の
三
つ
が
セ
ッ
ト
で
跡
を
継
ぐ
息
子
に

相
続
さ
れ
る
体
制
が
整
う
一
七
世
紀
後
半
頃
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
」
と
言
及
し

て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
定
義
は
有
力
な
説
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
百
姓
身
分

の
「
家
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
現
在
も
議
論
の
最
中
に
あ
る
。

　

著
者
の
重
要
な
成
果
の
一
つ
は
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
を
一
軒
一
軒
丁
寧
に

分
析
し
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
解
明
し
た
こ
と
に
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
村
に
関
す
る
研
究
史
を
丁
寧
に
整
理
し
、

そ
の
上
で
著
者
が
考
え
る
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
明

確
に
提
示
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
か
わ
た
身
分
が
形
成
す
る
「
家
」
や
か
わ
た

村
と
ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
差
異
が
あ
る
の
か
を
比
較
し
、
そ
の
成
果
を
今
度
は

家
研
究
や
村
落
史
研
究
な
ど
に
対
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
畑
中
敏
之
氏
に
よ
る
南
王
子
村
研
究
と
の
適
切
な
接
合
に
つ

い
て
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
本
書
の
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
、
当

時
の
南
王
子
村
の
実
態
が
よ
り
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
前
章

で
挙
げ
た
。
だ
が
、
感
覚
的
な
意
見
に
な
る
が
、
本
書
で
は
南
王
子
村
の
百
姓
村

に
近
い
村
と
し
て
の
性
格
が
、
少
し
強
調
し
て
描
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
。

　

た
と
え
ば
、
第
三
章
一
八
四
頁
に
お
い
て
、
無
高
の
者
が
出
作
地
を
購
入
す
る

際
に
代
金
が
用
意
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
著
者
は
高
持
層
の
下
で
小
作
し
て
い

た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
皮
革
業
な
ど
、
か
わ
た
身
分
特
有
の
方

法
で
資
金
調
達
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に
感
じ
た
。
有

力
な
雪
踏
商
人
で
あ
っ
た
五
兵
衛
が
高
の
集
積
を
行
う
な
ど
多
様
な
側
面
が
あ
る

よ
う
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
は
複
合
的
な
生
業
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
多
面
的

な
部
分
を
統
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
や
か
わ
た
村

の
実
態
が
よ
り
確
か
に
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。　

　

今
後
、
著
者
が
十
九
世
紀
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
を
解
明
し
、
畑
中
氏
に
よ

る
南
王
子
村
の
研
究
を
批
判
的
に
検
証
し
、
適
切
に
接
合
す
る
こ
と
で
、
南
王
子

村
に
居
住
し
て
い
た
一
人
一
人
の
姿
や
村
の
全
体
像
が
鮮
明
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
評
者
の
関
心
に
基
づ
き
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
誤
読

や
的
外
れ
な
指
摘
も
あ
る
と
思
う
が
、
著
者
に
は
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。
本
書

が
取
り
上
げ
た
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
研
究
史
上
、
大
変
意
義
が
あ
る
も
の
で

あ
る
。
評
者
自
身
も
本
書
に
大
い
に
学
ん
で
い
き
た
い
。

【
註
】

（
１
）
朝
尾
直
弘
「
幕
藩
制
と
畿
内
の
「
か
わ
た
」
農
民
│
河
内
国
更
池
村
を
中
心
に
」

（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
一
六
〇
号
、
一
九
八
〇
年
、
の
ち
に
『
朝
尾
直
弘

著
作
集
第
七
巻　

身
分
制
社
会
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
。

（
２
）
畑
中
敏
之
『
近
世
村
落
社
会
の
身
分
構
造
』
（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九

〇
年
） 

（
３
）
畑
中
敏
之
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
か
も
が
わ
出
版
、
一

九
九
七
年
）
。

（
４
）
畑
中
敏
之
「
第
三
章　

身
分
を
越
え
る
と
き
│
雪
踏
を
め
ぐ
る
人
び
と
│
」

（
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
前
掲
註
3
）
）
に
五
兵
衛
家

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
雪
踏
職
人
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
戸
石
七
生
「
関
東
に
お
け
る
家
の
成
立
過
程
と
村
│
地
縁
的
・
職
業
的
身
分
共
同
体

と
家
」（
比
較
家
族
史
学
会
監
修
『
家
族
研
究
の
最
前
線
①
家
と
共
同
性
』
日
本
経
済

評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
八
五
頁
註
（
1
）
で
は
、
百
姓
身
分
の
家
の
成
立
過
程
に
つ

い
て
、
経
営
の
安
定
を
重
視
し
た
研
究
、
家
族
形
態
に
重
点
を
置
く
研
究
、
家
の
系
譜

の
連
続
性
を
重
視
し
た
研
究
な
ど
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
研
究
潮
流
が
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番

号
18
J
4
0
0
3
1
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）

─141─

【
書
評
】三

田 

智
子  

著

 
『
近
世
身
分
社
会
の
村
落
構
造
│
泉
州
南
王
子
村
を
中
心
に
』

高
　
垣
　 

亜
　
矢



　
　
　
は
じ
め
に

　

和
泉
国
泉
郡
南
王
子
村
は
、
か
わ
た
身
分
の
庄
屋
が
支
配
す
る
一
存
立
の
か
わ

た
村
で
あ
り
、
膨
大
な
庄
屋
家
文
書
（
『
奥
田
家
文
書
』
・
『
大
阪
府
南
王
子
村
文

書
』
）
が
残
存
す
る
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
三
田
智
子
氏
（
以
下
、
著
者
）
が
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
提
出
し
た
博

士
論
文
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
成
果
で
あ
り
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
詳
細

に
分
析
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
一
　
本
書
の
概
要

　

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
示
し
た
い
。

　

序
章

　

第
一
章　

泉
州
泉
郡
平
野
部
地
域
に
お
け
る
近
世
村
の
成
立　

　

第
二
章　

南
王
子
村
の
確
立

　

補
論
1　

王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
の
延
宝
検
地
帳
の
検
討

　

第
三
章　

一
八
世
紀
中
期
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造

　

第
四
章　

泉
州
南
王
子
村
に
お
け
る
村
落
構
造
の
変
化

　

第
五
章　

南
王
子
村
の
村
入
用
と
西
教
寺
「
俗
親
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
一
八
世
紀
後
期
か
ら
一
九
世
紀
へ
の
展
望
│

　

第
六
章　

南
王
子
村
の
草
場
と
得
意
場
（
旦
那
場
）
│
一
九
世
紀
を
中
心
に
│

　

補
論
2　

南
王
子
村
に
お
け
る
人
口
増
加
と
出
作
・
小
作

　

終
章

　

つ
ぎ
に
、
本
書
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

序
章
で
は
、
本
書
の
問
題
意
識
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七

〇
年
代
、
南
王
子
村
研
究
は
部
落
史
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
基
礎
的
事
実

の
解
明
が
進
ん
だ
一
方
で
、
南
王
子
村
は
差
別
を
受
け
る
側
、
地
域
社
会
は
差
別

を
行
う
側
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対
し
、
著

者
は
、
塚
田
孝
氏
が
提
示
し
た
身
分
的
周
縁
論
、
お
よ
び
町
田
哲
氏
に
よ
る
村
落

の
内
部
構
造
分
析
の
手
法
に
学
び
、
村
落
運
営
・
村
政
・
諸
生
業
を
介
し
た
村
人

の
関
係
な
ど
、
村
内
の
諸
要
素
と
そ
の
矛
盾
を
有
機
的
に
連
関
さ
せ
る
こ
と
で
南

王
子
村
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の

を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
著
者
は

差
別
│
被
差
別
と
い
う
部
落
史
的
視
点
か
ら
の
脱
却
を
試
み
た
。

　

つ
づ
け
て
、
第
一
章
、
第
二
章
お
よ
び
補
論
１
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
。
こ
れ
ら
の
章
は
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
と
し
て
成
立
す
る
過
程

を
解
明
し
た
一
連
の
章
で
あ
る
た
め
、
内
容
を
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。
こ
こ
で

は
、
次
の
三
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
第
一
に
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
検
地
を
題
材
に
、
畿
内
か
わ
た
村
の

成
立
過
程
に
関
す
る
通
説
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。
後
述
す
る
が
、
従
来
、
検
地

以
前
の
か
わ
た
の
存
在
形
態
つ
い
て
は
、
か
わ
た
が
居
住
し
て
い
た
地
域
を
含
め

「
郷
」
の
単
位
で
検
地
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
わ
た
は
生
活
面
や
行
政

面
な
ど
で
一
つ
の
村
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
「
郷
」
に
属
す
る
か
わ

た
で
あ
っ
た
と
見
通
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者
は
、
泉
郡
平
野
部
地
域

に
お
け
る
検
地
の
実
施
過
程
を
検
討
し
、
検
地
の
単
位
と
な
っ
て
い
た
「
郷
」

は
、
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
単
位
（
行
政
単
位
）
で
あ
り
、
「
郷
」
が

す
べ
て
郷
村
的
結
合
を
指
し
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
「
郷
」
が
集
落
と
村
領
の
形
成
を
規
定
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

論
証
し
た
。

　

第
二
に
、
南
王
子
村
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
出
作
」
の
問
題
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。
出
作
と
は
、
百
姓
が
居
村
外
に
田
畑
を
所
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
泉
郡
の
平
野
部
で
は
、
郷
を
単
位
に
検
地
を
行
っ
た
た
め
、
土

地
の
み
で
戸
口
は
な
い
無
人
の
領
域
が
出
作
と
し
て
把
握
さ
れ
、
年
貢
収
納
は
屋

敷
地
が
あ
る
村
の
庄
屋
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
捌
き
庄
屋
体
制
と

呼
ぶ
。
そ
の
後
も
捌
き
庄
屋
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
正
保
郷
帳
作
成
を
機

に
、
所
持
実
態
に
応
じ
た
状
態
に
戻
す
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
上
泉
郷
出

作
王
子
村
」
と
把
握
さ
れ
た
出
作
村
が
切
り
分
け
ら
れ
、
「
王
子
（
か
わ
た
）
村
」

と
な
り
、
王
子
村
内
に
居
住
す
る
か
わ
た
の
代
表
者
が
年
貢
納
入
の
責
任
を
負
う

村
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
第
二
の
点
と
併
せ
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
村
と
な
っ
た

過
程
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
、
こ
れ
ま
で
代
官
支
配
が
異

な
っ
て
い
た
王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
が
同
領
と
な
っ
た
。
同
領
内
に
王
子
村

が
二
つ
存
在
す
る
と
不
都
合
に
な
る
た
め
、
王
子
（
か
わ
た
）
村
は
南
王
子
村
と
村

名
が
変
更
さ
れ
た
。
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
、
惣
ノ
池
を
め
ぐ
り
、
か
わ
た
か
ら

王
子
（
か
わ
た
）
村
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
に
発
展
し
た
こ
と
を
理
由
に
、

翌
年
、
か
わ
た
が
王
子
村
の
除
地
か
ら
南
王
子
村
の
村
領
へ
移
転
し
た
。
そ
し

て
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
惣
ノ
池
の
樋
元
支
配
権
が
幕
府
の
裁
許
に
よ
り

認
め
ら
れ
、
南
王
子
村
は
再
生
産
可
能
な
一
つ
の
村
と
し
て
完
成
し
た
。

　

つ
づ
く
第
三
章
で
は
、
十
八
世
紀
中
期
に
お
け
る
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
、

村
方
騒
動
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
対
立
構
造
と
い

う
視
点
だ
け
で
な
く
、
村
内
の
「
家
」
に
着
目
し
、
検
討
を
行
っ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
「
家
」
の
あ
り
方
が
非
常
に
特
殊
で
あ
り
、
一
般
に
言
わ
れ
て

い
る
家
名
・
家
職
・
家
産
が
相
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
「
家
」
は
成
立
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
南
王
子
村
に
属
す
る
「
家
」
の
不
安
定
さ
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
か
わ
た
村
で
あ
る
が
ゆ
え
の
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
王
子
村
で
は
人
口

に
比
し
て
村
高
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
常
に
何
ら
か
の
経
済
的
基
盤
を
持

つ
必
要
が
あ
り
、
王
子
村
に
出
作
地
を
所
持
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

宗
門
人
別
帳
に
「
無
高
」
と
記
さ
れ
て
い
る
者
た
ち
で
も
、
出
作
地
を
購
入
し
て

安
定
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
層
と
、
日
々
な
ん
と
か
暮
ら
し
て
い
る
最

下
層
に
二
分
化
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
「
家
」
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
起
き
た
村
方

騒
動
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
従
来
、
村
方
騒
動
の
対
立
構
図
は
、
高
持
対
小
前
・

無
高
と
思
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
「
家
」
と
い
う
視
点
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ

り
、
実
際
に
は
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋
次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構

図
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
は
連
帯

し
て
「
家
」
を
守
り
、
村
高
の
三
分
の
一
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
利

右
衛
門
家
は
一
軒
・
一
軒
の
家
で
見
る
よ
り
も
、
実
態
的
に
は
よ
り
強
い
村
政
上

の
立
場
を
保
持
し
て
い
た
。

　

第
四
章
で
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
南
王
子
村
の
村
落
構
造
に
つ
い
て
、

村
落
内
の
秩
序
を
検
討
す
る
こ
と
で
解
明
し
た
。

　

南
王
子
村
村
内
の
家
数
の
増
加
や
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
起
き
た
千
原
騒

動
に
よ
り
、
村
が
莫
大
な
借
銀
を
負
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
天
明
四
年

に
申
し
渡
さ
れ
た
「
申
渡
事
」
は
、
組
頭
、
借
地
人
・
借
家
人
、
地
主
・
家
主
を

村
政
上
に
位
置
づ
け
る
取
り
決
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
決
め
に
よ
り
高
持
の
組

頭
が
設
定
さ
れ
、
村
政
に
組
頭
を
関
与
さ
せ
る
体
制
に
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
は
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
り
、
草
場
な
ど

の
斃
牛
馬
処
理
に
関
す
る
側
面
は
村
制
上
完
全
に
捨
象
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

天
明
四
年
以
降
、
南
王
子
村
で
は
、
村
高
の
論
理
が
本
源
的
な
か
わ
た
の
論
理
を

優
越
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の

変
質
で
も
あ
り
、
か
わ
た
村
と
し
て
の
究
極
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

　

第
五
章
で
は
、
一
九
世
紀
段
階
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
、
具
体
的
に
は
庄
屋

利
右
衛
門
家
台
頭
の
背
景
を
考
察
す
る
た
め
に
、
十
八
世
紀
中
後
期
に
お
け
る

村
・
村
入
用
・
寺
・
利
右
衛
門
家
の
関
係
と
そ
の
変
化
を
検
討
し
た
。
第
三
章
で

分
析
し
た
寛
延
二
年
の
村
方
騒
動
で
は
、
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋

次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構
図
が
あ
っ
た
が
、
騒
動
後
、
対
立
構
造
が
「
捌
」
と
い

う
形
で
固
定
化
さ
れ
、
両
捌
間
の
日
常
的
な
接
触
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
。
寛
政
十

二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
は
、
両
者
に
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
、
新
た
な
有
力
者
も
登
場

し
、
村
政
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
た
が
、
「
捌
」
が
存
続
し
た
こ
と
に
よ

り
、
村
入
用
は
複
雑
な
割
賦
・
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
両
方
の

「
捌
」
に
高
を
所
持
し
て
い
る
村
人
に
と
っ
て
は
不
透
明
性
が
高
か
っ
た
。

　

ま
た
、
同
章
で
は
、
西
教
寺
と
村
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
解
明
し
た
。
十
八
世

紀
後
期
の
西
教
寺
は
、
本
寺
で
あ
る
福
専
寺
の
弱
体
化
の
た
め
、
住
持
を
安
定
し

て
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
住
持
の
請
人
で
あ
る

「
俗
親
」
を
村
内
に
置
き
、
利
右
衛
門
家
の
者
が
「
俗
親
」
に
な
っ
た
。
利
右
衛

門
家
が
西
教
寺
の
維
持
に
尽
力
し
た
こ
と
で
、
一
九
世
紀
前
期
に
は
利
右
衛
門
家

が
村
政
の
中
心
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
村
に
よ
る
西
教
寺

へ
の
関
与
・
管
理
が
強
ま
っ
た
と
す
る
。

  

第
六
章
で
は
、
十
九
世
紀
を
中
心
と
し
て
、
南
王
子
村
内
部
に
お
け
る
草
場
や
得

意
場
（
旦
那
場
）
の
権
利
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
か

わ
た
村
内
部
に
お
い
て
、
草
場
や
旦
那
場
の
権
利
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
の
か
、
②
南
王
子
村
の
得
意
場
の
再
検
討
、
③
獣
類
買
仲
間
の
取
り
決
め

と
老
牛
屠
殺
問
題
の
三
点
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
、
草
場
は
斃
牛
馬
を
無
償
で
得
る
範
囲
で
あ
り
、
草
場
株

所
有
者
は
村
内
で
「
番
郷
」
と
い
う
集
団
を
形
成
し
た
。
集
団
の
代
表
は
惣
代
と

呼
ば
れ
、
十
九
世
紀
以
降
は
、
ほ
ぼ
特
定
の
四
〜
七
人
程
度
が
惣
代
・
帳
元
（
草
場

株
帳
の
管
理
）
を
担
っ
た
。
惣
代
は
村
の
庄
屋
・
年
寄
と
一
切
重
な
ら
ず
、
村
役
人

の
直
接
的
な
管
理
は
番
郷
内
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
庄
屋
・
年
寄
に
つ
い
て

は
、
草
場
株
所
有
を
制
限
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
番
郷
の
中
心
メ
ン
バ
ー

は
村
制
に
お
け
る
組
頭
で
あ
り
、
一
般
の
株
所
有
者
も
半
数
は
高
持
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
得
意
場
は
日
常
的
な
出
入
り
関
係
で
あ
り
、
村
内
の
無
高
者
が
草
場
の

範
囲
を
割
持
に
し
て
い
た
。
も
と
も
と
得
意
場
は
、
村
全
体
に
よ
る
「
惣
請
」
で

あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
中
期
ま
で
に
個
人
が
出
入
す
る
関
係
が
築
か
れ
た
。
得
意

場
の
村
と
場
の
権
利
を
所
有
す
る
者
と
の
関
係
は
、
第
一
義
的
に
定
期
的
な
出
入

り
に
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
得
意
場
の
村
人
や
村
役
人
か
ら
借
銀
す
る
よ
う
な

関
係
も
構
築
さ
れ
た
。
得
意
場
所
有
者
の
集
団
は
村
内
に
は
存
在
せ
ず
、
他
の
か

わ
た
村
と
の
交
渉
は
南
王
子
村
の
村
役
人
が
あ
た
り
、
村
役
人
に
よ
る
得
意
場
へ

の
緩
や
か
な
管
理
・
監
督
が
行
わ
れ
て
い
た
。
得
意
場
の
所
有
者
は
三
名
を
の
ぞ

き
無
高
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
②
に
つ
い
て
、
十
八
世
紀
以
降
、
雪
踏
稼
ぎ
が
新
た
な
生
業
と
し
て
登

場
し
た
こ
と
で
、
村
内
で
雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
者
た
ち
は
草
場
域
を
独
占
的
な
営
業

の
場
と
し
て
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
南
王
子
村
自
体
も
草
場
の
利
益
を
維

持
す
る
た
め
に
、
他
村
か
ら
の
雪
踏
稼
ぎ
の
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
得
意
場
は
次
第
に
「
稼
場
」
と
し
て
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
権

利
を
持
つ
場
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
実
態
は
、
幕
末
に
至
っ
て
も

得
意
場
の
中
心
的
な
性
格
は
出
入
り
関
係
に
あ
り
、
得
意
場
を
持
た
な
い
村
人
が

雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
場
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と
論
じ
た
。

　

最
後
に
③
に
つ
い
て
、
従
来
、
南
王
子
村
で
は
、
草
場
の
権
益
を
所
有
し
て
い

た
全
員
が
草
場
か
ら
得
ら
れ
た
皮
革
を
加
工
し
、
売
却
し
て
利
益
を
得
て
い
た
。

だ
が
次
第
に
、
特
定
の
者
が
加
工
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
草
場
株
所
有
者

の
な
か
で
死
牛
の
売
買
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
適
正
な
値
付
け
の
た
め
に
獣

類
買
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
獣
類
買
仲
間
は
、
番
郷
惣
代
を
務
め
る
者
か
ら
博
労

の
よ
う
な
ア
ウ
ト
ロ
ー
的
性
格
を
持
つ
者
ま
で
を
含
ん
で
お
り
、
牛
や
皮
革
の
流

通
は
村
内
で
複
雑
化
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
老
牛
屠
殺
の
取
締
は
困
難
を
極
め

て
い
た
。

　

補
論
2
で
は
、
な
ぜ
、
か
わ
た
村
が
都
市
的
な
場
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の

か
、
人
口
増
加
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
、
百
姓
村
の
よ
う
な
家
数
の
制
限
が
基
本
的
に
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
村
内
で
は
人
口
が
増
加
し
、
経
済
的
基
盤
を
外
へ
求
め
る
必
要
が
生

じ
た
。
南
王
子
村
の
人
々
は
、
人
口
が
停
滞
し
て
い
た
周
辺
地
域
の
土
地
を
購
入

し
、
出
作
地
と
し
て
所
持
し
た
り
、
十
九
世
紀
以
降
急
激
に
盛
ん
に
な
っ
た
雪
踏

産
業
な
ど
、
皮
革
や
牛
に
関
わ
る
様
々
な
生
業
を
持
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
南
王
子
村
に
経
済
的
基
盤

が
先
に
あ
り
人
口
が
増
え
た
の
で
は
な
く
、
人
口
が
増
加
し
た
結
果
、
村
人
が
生

計
を
立
て
る
た
め
に
出
作
を
所
持
し
た
り
、
諸
生
業
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
と
主
張
し
た
。

　

終
章
で
は
、
本
書
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
、
南
王
子
村
に
お
け
る
地

縁
的
な
編
成
原
理
と
身
分
的
編
成
原
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
が
、
著
者
は
、
畿
内
か
わ
た
村
の
内
部
構
造
に
お
け
る

二
系
統
の
編
成
原
理
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
畿
内
の
各
か
わ
た
村

に
つ
い
て
、
二
系
統
の
編
成
原
理
の
あ
り
方
以
外
に
も
行
政
的
把
握
、
様
々
な
条

件
面
か
ら
の
動
態
的
な
把
握
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
論
じ
た
。

　
　
二
　
本
書
の
意
義

　

本
章
で
は
、
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

研
究
史
上
、
本
書
が
持
つ
最
も
大
き
な
意
義
は
、
朝
尾
直
弘
氏
に
よ
る
近
世
畿

内
の
か
わ
た
身
分
の
存
立
基
盤
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を

丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
で
批
判
的
に
継
承
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
書
評
に
必
要
な
範
囲
で
朝
尾
氏
の
研
究
を
紹
介
す
る
。
朝
尾
氏
は
、

河
内
国
更
池
村
を
題
材
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
が
、
①
地
縁
的
な
編
成
＝
か
わ

た
村
、
②
身
分
編
成
＝
「
頭
村
」
支
配
と
い
う
二
系
統
の
編
成
原
理
の
も
と
に
存

立
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
た
。

　

ま
ず
、
①
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
。
朝
尾
氏
は
、
文
禄
三
年
の
検

地
の
際
に
作
成
さ
れ
た
更
池
村
の
検
地
帳
の
題
名
が
、
「
河
内
国
丹
北
郡
布
忍
郷

内
更
池
村
御
検
地
帳
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
検
地
以
前
は
更
池
村
を
含
む
布
忍

郡
の
六
ヵ
村
が
一
つ
の
村
（
郷
）
と
な
り
、
生
活
面
で
も
行
政
面
で
も
一
つ
の
ま
と

ま
っ
た
自
治
的
組
織
を
構
成
し
て
い
た
と
見
通
し
た
。
検
地
後
、
旧
来
の
地
域
的

編
成
は
解
体
さ
れ
、
居
住
集
落
の
屋
敷
お
よ
び
零
細
耕
地
へ
の
緊
縛
、
そ
れ
に
と

も
な
い
居
住
集
落
の
属
す
る
村
庄
屋
系
列
へ
編
成
替
え
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、
②
の
「
頭
村
」
支
配
の
成
立
に
つ
い
て
。
近
世
成
立
以
前
、
大
坂
周

辺
は
か
わ
た
の
領
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
領
は
、
行
政
区
分
と
は
異
な

る
、
独
立
し
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
領
域
の
中
で
、
か
わ
た
は
斃
牛
馬
処
理
や
神

事
雑
役
な
ど
キ
ヨ
メ
の
性
質
に
連
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
郡

内
で
は
「
郡
中
惣
皮
田
」
の
よ
う
な
組
織
も
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
行
刑
の
「
役
」
負
担
を
通
じ
て
、
幕
府
は
か
わ
た

を
編
成
し
た
。
渡
辺
村
な
ど
行
刑
役
を
実
際
に
負
担
す
る
村
に
つ
い
て
は
役
負
担

の
体
系
に
直
接
組
み
込
ん
だ
が
、
下
級
雑
務
の
負
担
に
つ
い
て
は
か
わ
た
身
分
の

仲
間
式
法
に
依
存
し
た
。
幕
府
は
か
わ
た
の
集
団
を
、
「
惣
」
的
な
編
成
の
一
端

（
実
際
に
行
刑
役
を
負
担
し
て
い
た
村
）
を
、
領
主
が
「
役
」
＝
除
地
の
体
系
に
組
み

込
む
こ
と
に
よ
り
「
惣
」
全
体
を
支
配
す
る
「
頭
村
」
に
よ
る
編
成
を
行
っ
た
。

　

朝
尾
氏
の
研
究
に
対
し
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
意
義
を
呈
し
て
い
る
。
第
一
章

に
お
い
て
、
文
禄
三
年
に
行
わ
れ
た
検
地
は
「
郷
」
単
位
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
「
郷
」
は
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
行
政
単
位
で
あ
っ
た
と
実
証

し
、
朝
尾
氏
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
の
見
通
し
に
対
し
て
再
考
を
迫
っ
た
。
そ

し
て
、
終
章
に
お
い
て
も
、
朝
尾
氏
が
提
示
し
た
か
わ
た
身
分
の
二
つ
の
存
立
基

盤
に
つ
い
て
、
そ
の
二
つ
の
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
行
政
的
把
握
や
様
々
な
条

件
面
か
ら
、
よ
り
動
態
的
に
か
わ
た
村
を
把
握
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　

朝
尾
氏
が
、
か
わ
た
の
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
著
者
は
か
わ
た
村
を
一
つ
の
「
村
」
と
し
て
捉
え
、
村
の
内
部
構
造
を

詳
細
に
解
明
し
、
村
の
多
様
な
要
素
を
摘
出
し
、
そ
れ
ら
を
連
関
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
か
わ
た
村
の
特
質
を
捉
え
た
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
畿
内
か
わ
た
村
研
究

を
新
た
な
段
階
へ
と
引
き
上
げ
た
こ
と
が
、
本
書
の
最
も
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
第
二
の
意
義
と
し
て
、
畑
中
敏
之
氏
の
研
究
成
果
を
乗
り
越
え
る
こ

と
に
よ
り
、
南
王
子
村
の
実
態
が
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
挙

げ
た
い
。
畑
中
氏
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
南
王
子
村
研
究
を
牽
引
し
た
研
究

者
で
あ
り
、
か
つ
畿
内
の
か
わ
た
村
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
業
績
を
残
し
て
い

る
。
本
書
に
関
わ
る
畑
中
氏
の
研
究
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、

畿
内
か
わ
た
村
に
つ
い
て
三
つ
の
類
型
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ⅰ
型
は
村
高
の

公
認
が
な
く
、
本
村
に
完
全
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
か
わ
た
村
、
Ⅱ
型
は
村
高
が
公

認
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
本
村
に
支
配
を
受
け
る
か
わ
た
村
、
Ⅲ
型
は
村

高
が
公
認
さ
れ
て
お
り
、
本
村
の
支
配
も
受
け
な
い
か
わ
た
村
で
あ
る
。
な
お
、

南
王
子
村
は
Ⅲ
型
に
属
す
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
雪
踏
と
い
う
「
モ
ノ
」
の
生

産
・
流
通
と
い
う
視
点
か
ら
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
解
明
し
、
身
分
制
の
本

質
に
迫
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

畑
中
氏
の
研
究
成
果
に
対
し
、
著
者
は
、
次
の
二
点
で
研
究
を
進
展
さ
せ
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、
畑
中
氏
が
提
示
し
た
畿
内
か
わ
た
村
の
類
型
は
、
本
村
と
か
わ

た
村
と
の
支
配
関
係
の
あ
り
方
か
ら
構
築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
な

ぜ
、
南
王
子
村
が
特
殊
な
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な
っ
た
の
か
な
ど
、
村
と
し
て

の
実
態
的
な
側
面
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

著
者
は
第
一
章
か
ら
補
論
1
に
か
け
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な

る
ま
で
の
過
程
を
実
証
的
に
解
明
し
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
著
者
の

研
究
が
、
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
か
わ
た

村
の
村
と
し
て
の
特
質
を
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
こ
と
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
畑
中
氏
は
南
王
子
村
に
お
け
る
雪
踏
の
生
産
・
流
通
な
ど
、
皮
革
加

工
の
側
面
に
強
く
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
そ
の
た
め
、
南
王
子
村
は
皮
革
加
工
の

村
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者

は
、
南
王
子
村
村
内
の
秩
序
（
村
政
・
村
制
）
レ
ベ
ル
で
は
、
高
所
持
の
原
理
が
重

要
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
、
同
村
が
百
姓
村
に
極
め
て
近
い
イ
メ
ー
ジ
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
と
え
ば
、
畑
中
氏
の
研
究
に
も
登
場
す
る
雪
踏
商

人
と
し
て
有
名
だ
っ
た
五
兵
衛
が
村
高
を
集
積
し
て
い
た
背
景
に
、
南
王
子
村
の

村
落
秩
序
が
高
所
持
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
点
は
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
（
第

四
章
二
四
九
頁
）
。
本
書
で
の
検
討
に
よ
り
、
五
兵
衛
の
雪
踏
商
人
と
し
て
の
側
面

だ
け
で
な
く
、
村
人
と
し
て
の
姿
も
明
ら
か
に
な
り
、
よ
り
五
兵
衛
の
実
態
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
意
義
と
し
て
、
本
書
が
被
差
別
民
の
研
究
史
に
対
し
て
新
た

な
知
見
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
三
章
で
検

討
し
た
南
王
子
村
の
「
家
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
か
わ
た
身
分
の

「
家
」
の
あ
り
方
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
ま

た
、
第
六
章
で
は
南
王
子
村
に
お
け
る
斃
牛
馬
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
作
業
に
よ
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
斃
牛
馬
処

理
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
南
王

子
村
で
は
、
草
場
株
の
所
有
者
集
団
で
あ
る
番
郷
、
番
郷
と
重
複
し
な
が
ら
も
、

死
牛
馬
の
入
札
・
値
付
な
ど
を
行
い
、
皮
革
の
加
工
・
流
通
に
専
門
化
し
つ
つ
あ

る
獣
類
買
仲
間
、
老
牛
馬
屠
殺
の
起
点
と
な
り
得
る
か
わ
た
博
労
の
存
在
な
ど
、

斃
牛
馬
処
理
を
め
ぐ
り
多
様
な
人
々
が
重
層
的
に
介
在
し
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ

と
が
で
き
た
。

　
　
三
　
本
書
の
疑
問
点
お
よ
び
要
望

　

本
章
で
は
、
本
書
に
対
す
る
疑
問
点
お
よ
び
要
望
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
史
料
が
少
な
い
時
代
で
は
あ
る
が
、
の
ち
に
南
王
子
村
に
居
住

す
る
か
わ
た
の
、
中
世
か
ら
南
王
子
村
へ
移
動
す
る
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
、
よ

り
踏
み
込
ん
で
、
具
体
的
に
論
じ
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
著
者
は
第
四
章
の
お
わ
り
に
で
、
天
明
四
年
の
「
申
渡
事
」
に
よ

り
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
が
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
、
そ

れ
は
「
本
源
的
に
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の
変
質
」
だ
と
指
摘
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
は
、
か
わ
た
集
団
が
も
と
も
と
草
場
所
持
に
基
礎
を
置

い
て
い
た
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
二
章
八
五
頁
で
は
、
慶
長
九
年

（
一
六
〇
四
）
段
階
で
の
か
わ
た
の
所
持
高
が
一
六
〇
石
か
ら
一
八
〇
石
あ
っ
た
と

い
う
事
実
も
指
摘
し
て
い
る
。
中
世
段
階
か
ら
南
王
子
村
が
成
立
す
る
ま
で
、
か

わ
た
集
団
は
地
域
で
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
実
態

を
よ
り
詳
細
に
知
り
た
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
朝
尾
氏
は
、
渡
辺
村
の
か
わ
た
は
実
際
に
断
罪
役
を
勤
め
、
屋
敷
地
は

除
地
に
な
っ
て
い
た
が
、
更
池
村
の
か
わ
た
は
百
姓
役
か
ら
は
免
除
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
屋
敷
は
除
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
行
刑
役
や
皮
役

な
ど
の
役
負
担
を
務
め
て
い
な
か
っ
た
王
子
村
の
か
わ
た
の
居
住
地
が
、
な
ぜ
除

地
と
な
っ
た
の
か
。
本
書
の
問
題
関
心
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
点
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
幕
府
が
畿
内
か
わ
た
村
を
ど
の
よ
う
に
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
が

よ
り
明
確
に
な
る
と
考
え
た
。

　

第
二
に
、
本
書
に
登
場
す
る
百
姓
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
を
、
著
者
が
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
論
じ
て
い
る
の
か
が
断
片
的
に
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど

ま
る
た
め
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
と
百
姓
身
分
の
「
家
」
、
か
わ
た
村
と
「
百

姓
村
」
と
の
比
較
が
で
き
ず
、
著
者
が
考
え
る
か
わ
た
の
「
家
」
や
か
わ
た
村
の

特
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
「
家
」
に
つ
い
て
、
第
三
章
一
三
八
頁
で
は
、
「
一
般
に
「
家
の

成
立
」
は
、
家
名
・
家
職
（
家
業
）
・
家
産
の
三
つ
が
セ
ッ
ト
で
跡
を
継
ぐ
息
子
に

相
続
さ
れ
る
体
制
が
整
う
一
七
世
紀
後
半
頃
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
」
と
言
及
し

て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
定
義
は
有
力
な
説
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
百
姓
身
分

の
「
家
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
現
在
も
議
論
の
最
中
に
あ
る
。

　

著
者
の
重
要
な
成
果
の
一
つ
は
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
を
一
軒
一
軒
丁
寧
に

分
析
し
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
解
明
し
た
こ
と
に
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
村
に
関
す
る
研
究
史
を
丁
寧
に
整
理
し
、

そ
の
上
で
著
者
が
考
え
る
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
明

確
に
提
示
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
か
わ
た
身
分
が
形
成
す
る
「
家
」
や
か
わ
た

村
と
ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
差
異
が
あ
る
の
か
を
比
較
し
、
そ
の
成
果
を
今
度
は

家
研
究
や
村
落
史
研
究
な
ど
に
対
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
畑
中
敏
之
氏
に
よ
る
南
王
子
村
研
究
と
の
適
切
な
接
合
に
つ

い
て
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
本
書
の
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
、
当

時
の
南
王
子
村
の
実
態
が
よ
り
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
前
章

で
挙
げ
た
。
だ
が
、
感
覚
的
な
意
見
に
な
る
が
、
本
書
で
は
南
王
子
村
の
百
姓
村

に
近
い
村
と
し
て
の
性
格
が
、
少
し
強
調
し
て
描
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
。

　

た
と
え
ば
、
第
三
章
一
八
四
頁
に
お
い
て
、
無
高
の
者
が
出
作
地
を
購
入
す
る

際
に
代
金
が
用
意
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
著
者
は
高
持
層
の
下
で
小
作
し
て
い

た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
皮
革
業
な
ど
、
か
わ
た
身
分
特
有
の
方

法
で
資
金
調
達
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に
感
じ
た
。
有

力
な
雪
踏
商
人
で
あ
っ
た
五
兵
衛
が
高
の
集
積
を
行
う
な
ど
多
様
な
側
面
が
あ
る

よ
う
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
は
複
合
的
な
生
業
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
多
面
的

な
部
分
を
統
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
や
か
わ
た
村

の
実
態
が
よ
り
確
か
に
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。　

　

今
後
、
著
者
が
十
九
世
紀
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
を
解
明
し
、
畑
中
氏
に
よ

る
南
王
子
村
の
研
究
を
批
判
的
に
検
証
し
、
適
切
に
接
合
す
る
こ
と
で
、
南
王
子

村
に
居
住
し
て
い
た
一
人
一
人
の
姿
や
村
の
全
体
像
が
鮮
明
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
評
者
の
関
心
に
基
づ
き
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
誤
読

や
的
外
れ
な
指
摘
も
あ
る
と
思
う
が
、
著
者
に
は
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。
本
書

が
取
り
上
げ
た
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
研
究
史
上
、
大
変
意
義
が
あ
る
も
の
で

あ
る
。
評
者
自
身
も
本
書
に
大
い
に
学
ん
で
い
き
た
い
。

【
註
】

（
１
）
朝
尾
直
弘
「
幕
藩
制
と
畿
内
の
「
か
わ
た
」
農
民
│
河
内
国
更
池
村
を
中
心
に
」

（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
一
六
〇
号
、
一
九
八
〇
年
、
の
ち
に
『
朝
尾
直
弘

著
作
集
第
七
巻　

身
分
制
社
会
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
。

（
２
）
畑
中
敏
之
『
近
世
村
落
社
会
の
身
分
構
造
』
（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九

〇
年
） 

（
３
）
畑
中
敏
之
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
か
も
が
わ
出
版
、
一

九
九
七
年
）
。

（
４
）
畑
中
敏
之
「
第
三
章　

身
分
を
越
え
る
と
き
│
雪
踏
を
め
ぐ
る
人
び
と
│
」

（
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
前
掲
註
3
）
）
に
五
兵
衛
家

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
雪
踏
職
人
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
戸
石
七
生
「
関
東
に
お
け
る
家
の
成
立
過
程
と
村
│
地
縁
的
・
職
業
的
身
分
共
同
体

と
家
」（
比
較
家
族
史
学
会
監
修
『
家
族
研
究
の
最
前
線
①
家
と
共
同
性
』
日
本
経
済

評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
八
五
頁
註
（
1
）
で
は
、
百
姓
身
分
の
家
の
成
立
過
程
に
つ

い
て
、
経
営
の
安
定
を
重
視
し
た
研
究
、
家
族
形
態
に
重
点
を
置
く
研
究
、
家
の
系
譜

の
連
続
性
を
重
視
し
た
研
究
な
ど
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
研
究
潮
流
が
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番

号
18
J
4
0
0
3
1
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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書　評



　
　
　
は
じ
め
に

　

和
泉
国
泉
郡
南
王
子
村
は
、
か
わ
た
身
分
の
庄
屋
が
支
配
す
る
一
存
立
の
か
わ

た
村
で
あ
り
、
膨
大
な
庄
屋
家
文
書
（
『
奥
田
家
文
書
』
・
『
大
阪
府
南
王
子
村
文

書
』
）
が
残
存
す
る
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
三
田
智
子
氏
（
以
下
、
著
者
）
が
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
提
出
し
た
博

士
論
文
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
成
果
で
あ
り
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
詳
細

に
分
析
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
一
　
本
書
の
概
要

　

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
示
し
た
い
。

　

序
章

　

第
一
章　

泉
州
泉
郡
平
野
部
地
域
に
お
け
る
近
世
村
の
成
立　

　

第
二
章　

南
王
子
村
の
確
立

　

補
論
1　

王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
の
延
宝
検
地
帳
の
検
討

　

第
三
章　

一
八
世
紀
中
期
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造

　

第
四
章　

泉
州
南
王
子
村
に
お
け
る
村
落
構
造
の
変
化

　

第
五
章　

南
王
子
村
の
村
入
用
と
西
教
寺
「
俗
親
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
一
八
世
紀
後
期
か
ら
一
九
世
紀
へ
の
展
望
│

　

第
六
章　

南
王
子
村
の
草
場
と
得
意
場
（
旦
那
場
）
│
一
九
世
紀
を
中
心
に
│

　

補
論
2　

南
王
子
村
に
お
け
る
人
口
増
加
と
出
作
・
小
作

　

終
章

　

つ
ぎ
に
、
本
書
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

序
章
で
は
、
本
書
の
問
題
意
識
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七

〇
年
代
、
南
王
子
村
研
究
は
部
落
史
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
基
礎
的
事
実

の
解
明
が
進
ん
だ
一
方
で
、
南
王
子
村
は
差
別
を
受
け
る
側
、
地
域
社
会
は
差
別

を
行
う
側
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対
し
、
著

者
は
、
塚
田
孝
氏
が
提
示
し
た
身
分
的
周
縁
論
、
お
よ
び
町
田
哲
氏
に
よ
る
村
落

の
内
部
構
造
分
析
の
手
法
に
学
び
、
村
落
運
営
・
村
政
・
諸
生
業
を
介
し
た
村
人

の
関
係
な
ど
、
村
内
の
諸
要
素
と
そ
の
矛
盾
を
有
機
的
に
連
関
さ
せ
る
こ
と
で
南

王
子
村
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の

を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
著
者
は

差
別
│
被
差
別
と
い
う
部
落
史
的
視
点
か
ら
の
脱
却
を
試
み
た
。

　

つ
づ
け
て
、
第
一
章
、
第
二
章
お
よ
び
補
論
１
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
。
こ
れ
ら
の
章
は
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
と
し
て
成
立
す
る
過
程

を
解
明
し
た
一
連
の
章
で
あ
る
た
め
、
内
容
を
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。
こ
こ
で

は
、
次
の
三
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
第
一
に
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
検
地
を
題
材
に
、
畿
内
か
わ
た
村
の

成
立
過
程
に
関
す
る
通
説
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。
後
述
す
る
が
、
従
来
、
検
地

以
前
の
か
わ
た
の
存
在
形
態
つ
い
て
は
、
か
わ
た
が
居
住
し
て
い
た
地
域
を
含
め

「
郷
」
の
単
位
で
検
地
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
わ
た
は
生
活
面
や
行
政

面
な
ど
で
一
つ
の
村
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
「
郷
」
に
属
す
る
か
わ

た
で
あ
っ
た
と
見
通
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者
は
、
泉
郡
平
野
部
地
域

に
お
け
る
検
地
の
実
施
過
程
を
検
討
し
、
検
地
の
単
位
と
な
っ
て
い
た
「
郷
」

は
、
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
単
位
（
行
政
単
位
）
で
あ
り
、
「
郷
」
が

す
べ
て
郷
村
的
結
合
を
指
し
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
「
郷
」
が
集
落
と
村
領
の
形
成
を
規
定
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

論
証
し
た
。

　

第
二
に
、
南
王
子
村
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
出
作
」
の
問
題
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。
出
作
と
は
、
百
姓
が
居
村
外
に
田
畑
を
所
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
泉
郡
の
平
野
部
で
は
、
郷
を
単
位
に
検
地
を
行
っ
た
た
め
、
土

地
の
み
で
戸
口
は
な
い
無
人
の
領
域
が
出
作
と
し
て
把
握
さ
れ
、
年
貢
収
納
は
屋

敷
地
が
あ
る
村
の
庄
屋
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
捌
き
庄
屋
体
制
と

呼
ぶ
。
そ
の
後
も
捌
き
庄
屋
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
正
保
郷
帳
作
成
を
機

に
、
所
持
実
態
に
応
じ
た
状
態
に
戻
す
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
上
泉
郷
出

作
王
子
村
」
と
把
握
さ
れ
た
出
作
村
が
切
り
分
け
ら
れ
、
「
王
子
（
か
わ
た
）
村
」

と
な
り
、
王
子
村
内
に
居
住
す
る
か
わ
た
の
代
表
者
が
年
貢
納
入
の
責
任
を
負
う

村
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
第
二
の
点
と
併
せ
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
村
と
な
っ
た

過
程
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
、
こ
れ
ま
で
代
官
支
配
が
異

な
っ
て
い
た
王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
が
同
領
と
な
っ
た
。
同
領
内
に
王
子
村

が
二
つ
存
在
す
る
と
不
都
合
に
な
る
た
め
、
王
子
（
か
わ
た
）
村
は
南
王
子
村
と
村

名
が
変
更
さ
れ
た
。
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
、
惣
ノ
池
を
め
ぐ
り
、
か
わ
た
か
ら

王
子
（
か
わ
た
）
村
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
に
発
展
し
た
こ
と
を
理
由
に
、

翌
年
、
か
わ
た
が
王
子
村
の
除
地
か
ら
南
王
子
村
の
村
領
へ
移
転
し
た
。
そ
し

て
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
惣
ノ
池
の
樋
元
支
配
権
が
幕
府
の
裁
許
に
よ
り

認
め
ら
れ
、
南
王
子
村
は
再
生
産
可
能
な
一
つ
の
村
と
し
て
完
成
し
た
。

　

つ
づ
く
第
三
章
で
は
、
十
八
世
紀
中
期
に
お
け
る
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
、

村
方
騒
動
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
対
立
構
造
と
い

う
視
点
だ
け
で
な
く
、
村
内
の
「
家
」
に
着
目
し
、
検
討
を
行
っ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
「
家
」
の
あ
り
方
が
非
常
に
特
殊
で
あ
り
、
一
般
に
言
わ
れ
て

い
る
家
名
・
家
職
・
家
産
が
相
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
「
家
」
は
成
立
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
南
王
子
村
に
属
す
る
「
家
」
の
不
安
定
さ
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
か
わ
た
村
で
あ
る
が
ゆ
え
の
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
王
子
村
で
は
人
口

に
比
し
て
村
高
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
常
に
何
ら
か
の
経
済
的
基
盤
を
持

つ
必
要
が
あ
り
、
王
子
村
に
出
作
地
を
所
持
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

宗
門
人
別
帳
に
「
無
高
」
と
記
さ
れ
て
い
る
者
た
ち
で
も
、
出
作
地
を
購
入
し
て

安
定
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
層
と
、
日
々
な
ん
と
か
暮
ら
し
て
い
る
最

下
層
に
二
分
化
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
「
家
」
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
起
き
た
村
方

騒
動
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
従
来
、
村
方
騒
動
の
対
立
構
図
は
、
高
持
対
小
前
・

無
高
と
思
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
「
家
」
と
い
う
視
点
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ

り
、
実
際
に
は
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋
次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構

図
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
は
連
帯

し
て
「
家
」
を
守
り
、
村
高
の
三
分
の
一
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
利

右
衛
門
家
は
一
軒
・
一
軒
の
家
で
見
る
よ
り
も
、
実
態
的
に
は
よ
り
強
い
村
政
上

の
立
場
を
保
持
し
て
い
た
。

　

第
四
章
で
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
南
王
子
村
の
村
落
構
造
に
つ
い
て
、

村
落
内
の
秩
序
を
検
討
す
る
こ
と
で
解
明
し
た
。

　

南
王
子
村
村
内
の
家
数
の
増
加
や
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
起
き
た
千
原
騒

動
に
よ
り
、
村
が
莫
大
な
借
銀
を
負
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
天
明
四
年

に
申
し
渡
さ
れ
た
「
申
渡
事
」
は
、
組
頭
、
借
地
人
・
借
家
人
、
地
主
・
家
主
を

村
政
上
に
位
置
づ
け
る
取
り
決
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
決
め
に
よ
り
高
持
の
組

頭
が
設
定
さ
れ
、
村
政
に
組
頭
を
関
与
さ
せ
る
体
制
に
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
は
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
り
、
草
場
な
ど

の
斃
牛
馬
処
理
に
関
す
る
側
面
は
村
制
上
完
全
に
捨
象
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

天
明
四
年
以
降
、
南
王
子
村
で
は
、
村
高
の
論
理
が
本
源
的
な
か
わ
た
の
論
理
を

優
越
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の

変
質
で
も
あ
り
、
か
わ
た
村
と
し
て
の
究
極
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

　

第
五
章
で
は
、
一
九
世
紀
段
階
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
、
具
体
的
に
は
庄
屋

利
右
衛
門
家
台
頭
の
背
景
を
考
察
す
る
た
め
に
、
十
八
世
紀
中
後
期
に
お
け
る

村
・
村
入
用
・
寺
・
利
右
衛
門
家
の
関
係
と
そ
の
変
化
を
検
討
し
た
。
第
三
章
で

分
析
し
た
寛
延
二
年
の
村
方
騒
動
で
は
、
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋

次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構
図
が
あ
っ
た
が
、
騒
動
後
、
対
立
構
造
が
「
捌
」
と
い

う
形
で
固
定
化
さ
れ
、
両
捌
間
の
日
常
的
な
接
触
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
。
寛
政
十

二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
は
、
両
者
に
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
、
新
た
な
有
力
者
も
登
場

し
、
村
政
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
た
が
、
「
捌
」
が
存
続
し
た
こ
と
に
よ

り
、
村
入
用
は
複
雑
な
割
賦
・
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
両
方
の

「
捌
」
に
高
を
所
持
し
て
い
る
村
人
に
と
っ
て
は
不
透
明
性
が
高
か
っ
た
。

　

ま
た
、
同
章
で
は
、
西
教
寺
と
村
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
解
明
し
た
。
十
八
世

紀
後
期
の
西
教
寺
は
、
本
寺
で
あ
る
福
専
寺
の
弱
体
化
の
た
め
、
住
持
を
安
定
し

て
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
住
持
の
請
人
で
あ
る

「
俗
親
」
を
村
内
に
置
き
、
利
右
衛
門
家
の
者
が
「
俗
親
」
に
な
っ
た
。
利
右
衛

門
家
が
西
教
寺
の
維
持
に
尽
力
し
た
こ
と
で
、
一
九
世
紀
前
期
に
は
利
右
衛
門
家

が
村
政
の
中
心
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
村
に
よ
る
西
教
寺

へ
の
関
与
・
管
理
が
強
ま
っ
た
と
す
る
。

  

第
六
章
で
は
、
十
九
世
紀
を
中
心
と
し
て
、
南
王
子
村
内
部
に
お
け
る
草
場
や
得

意
場
（
旦
那
場
）
の
権
利
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
か

わ
た
村
内
部
に
お
い
て
、
草
場
や
旦
那
場
の
権
利
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
の
か
、
②
南
王
子
村
の
得
意
場
の
再
検
討
、
③
獣
類
買
仲
間
の
取
り
決
め

と
老
牛
屠
殺
問
題
の
三
点
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
、
草
場
は
斃
牛
馬
を
無
償
で
得
る
範
囲
で
あ
り
、
草
場
株

所
有
者
は
村
内
で
「
番
郷
」
と
い
う
集
団
を
形
成
し
た
。
集
団
の
代
表
は
惣
代
と

呼
ば
れ
、
十
九
世
紀
以
降
は
、
ほ
ぼ
特
定
の
四
〜
七
人
程
度
が
惣
代
・
帳
元
（
草
場

株
帳
の
管
理
）
を
担
っ
た
。
惣
代
は
村
の
庄
屋
・
年
寄
と
一
切
重
な
ら
ず
、
村
役
人

の
直
接
的
な
管
理
は
番
郷
内
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
庄
屋
・
年
寄
に
つ
い
て

は
、
草
場
株
所
有
を
制
限
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
番
郷
の
中
心
メ
ン
バ
ー

は
村
制
に
お
け
る
組
頭
で
あ
り
、
一
般
の
株
所
有
者
も
半
数
は
高
持
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
得
意
場
は
日
常
的
な
出
入
り
関
係
で
あ
り
、
村
内
の
無
高
者
が
草
場
の

範
囲
を
割
持
に
し
て
い
た
。
も
と
も
と
得
意
場
は
、
村
全
体
に
よ
る
「
惣
請
」
で

あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
中
期
ま
で
に
個
人
が
出
入
す
る
関
係
が
築
か
れ
た
。
得
意

場
の
村
と
場
の
権
利
を
所
有
す
る
者
と
の
関
係
は
、
第
一
義
的
に
定
期
的
な
出
入

り
に
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
得
意
場
の
村
人
や
村
役
人
か
ら
借
銀
す
る
よ
う
な

関
係
も
構
築
さ
れ
た
。
得
意
場
所
有
者
の
集
団
は
村
内
に
は
存
在
せ
ず
、
他
の
か

わ
た
村
と
の
交
渉
は
南
王
子
村
の
村
役
人
が
あ
た
り
、
村
役
人
に
よ
る
得
意
場
へ

の
緩
や
か
な
管
理
・
監
督
が
行
わ
れ
て
い
た
。
得
意
場
の
所
有
者
は
三
名
を
の
ぞ

き
無
高
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
②
に
つ
い
て
、
十
八
世
紀
以
降
、
雪
踏
稼
ぎ
が
新
た
な
生
業
と
し
て
登

場
し
た
こ
と
で
、
村
内
で
雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
者
た
ち
は
草
場
域
を
独
占
的
な
営
業

の
場
と
し
て
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
南
王
子
村
自
体
も
草
場
の
利
益
を
維

持
す
る
た
め
に
、
他
村
か
ら
の
雪
踏
稼
ぎ
の
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
得
意
場
は
次
第
に
「
稼
場
」
と
し
て
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
権

利
を
持
つ
場
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
実
態
は
、
幕
末
に
至
っ
て
も

得
意
場
の
中
心
的
な
性
格
は
出
入
り
関
係
に
あ
り
、
得
意
場
を
持
た
な
い
村
人
が

雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
場
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と
論
じ
た
。

　

最
後
に
③
に
つ
い
て
、
従
来
、
南
王
子
村
で
は
、
草
場
の
権
益
を
所
有
し
て
い

た
全
員
が
草
場
か
ら
得
ら
れ
た
皮
革
を
加
工
し
、
売
却
し
て
利
益
を
得
て
い
た
。

だ
が
次
第
に
、
特
定
の
者
が
加
工
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
草
場
株
所
有
者

の
な
か
で
死
牛
の
売
買
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
適
正
な
値
付
け
の
た
め
に
獣

類
買
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
獣
類
買
仲
間
は
、
番
郷
惣
代
を
務
め
る
者
か
ら
博
労

の
よ
う
な
ア
ウ
ト
ロ
ー
的
性
格
を
持
つ
者
ま
で
を
含
ん
で
お
り
、
牛
や
皮
革
の
流

通
は
村
内
で
複
雑
化
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
老
牛
屠
殺
の
取
締
は
困
難
を
極
め

て
い
た
。

　

補
論
2
で
は
、
な
ぜ
、
か
わ
た
村
が
都
市
的
な
場
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の

か
、
人
口
増
加
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
、
百
姓
村
の
よ
う
な
家
数
の
制
限
が
基
本
的
に
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
村
内
で
は
人
口
が
増
加
し
、
経
済
的
基
盤
を
外
へ
求
め
る
必
要
が
生

じ
た
。
南
王
子
村
の
人
々
は
、
人
口
が
停
滞
し
て
い
た
周
辺
地
域
の
土
地
を
購
入

し
、
出
作
地
と
し
て
所
持
し
た
り
、
十
九
世
紀
以
降
急
激
に
盛
ん
に
な
っ
た
雪
踏

産
業
な
ど
、
皮
革
や
牛
に
関
わ
る
様
々
な
生
業
を
持
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
南
王
子
村
に
経
済
的
基
盤

が
先
に
あ
り
人
口
が
増
え
た
の
で
は
な
く
、
人
口
が
増
加
し
た
結
果
、
村
人
が
生

計
を
立
て
る
た
め
に
出
作
を
所
持
し
た
り
、
諸
生
業
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
と
主
張
し
た
。

　

終
章
で
は
、
本
書
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
、
南
王
子
村
に
お
け
る
地

縁
的
な
編
成
原
理
と
身
分
的
編
成
原
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
が
、
著
者
は
、
畿
内
か
わ
た
村
の
内
部
構
造
に
お
け
る

二
系
統
の
編
成
原
理
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
畿
内
の
各
か
わ
た
村

に
つ
い
て
、
二
系
統
の
編
成
原
理
の
あ
り
方
以
外
に
も
行
政
的
把
握
、
様
々
な
条

件
面
か
ら
の
動
態
的
な
把
握
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
論
じ
た
。

　
　
二
　
本
書
の
意
義

　

本
章
で
は
、
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

研
究
史
上
、
本
書
が
持
つ
最
も
大
き
な
意
義
は
、
朝
尾
直
弘
氏
に
よ
る
近
世
畿

内
の
か
わ
た
身
分
の
存
立
基
盤
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を

丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
で
批
判
的
に
継
承
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
書
評
に
必
要
な
範
囲
で
朝
尾
氏
の
研
究
を
紹
介
す
る
。
朝
尾
氏
は
、

河
内
国
更
池
村
を
題
材
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
が
、
①
地
縁
的
な
編
成
＝
か
わ

た
村
、
②
身
分
編
成
＝
「
頭
村
」
支
配
と
い
う
二
系
統
の
編
成
原
理
の
も
と
に
存

立
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
た
。

　

ま
ず
、
①
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
。
朝
尾
氏
は
、
文
禄
三
年
の
検

地
の
際
に
作
成
さ
れ
た
更
池
村
の
検
地
帳
の
題
名
が
、
「
河
内
国
丹
北
郡
布
忍
郷

内
更
池
村
御
検
地
帳
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
検
地
以
前
は
更
池
村
を
含
む
布
忍

郡
の
六
ヵ
村
が
一
つ
の
村
（
郷
）
と
な
り
、
生
活
面
で
も
行
政
面
で
も
一
つ
の
ま
と

ま
っ
た
自
治
的
組
織
を
構
成
し
て
い
た
と
見
通
し
た
。
検
地
後
、
旧
来
の
地
域
的

編
成
は
解
体
さ
れ
、
居
住
集
落
の
屋
敷
お
よ
び
零
細
耕
地
へ
の
緊
縛
、
そ
れ
に
と

も
な
い
居
住
集
落
の
属
す
る
村
庄
屋
系
列
へ
編
成
替
え
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、
②
の
「
頭
村
」
支
配
の
成
立
に
つ
い
て
。
近
世
成
立
以
前
、
大
坂
周

辺
は
か
わ
た
の
領
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
領
は
、
行
政
区
分
と
は
異
な

る
、
独
立
し
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
領
域
の
中
で
、
か
わ
た
は
斃
牛
馬
処
理
や
神

事
雑
役
な
ど
キ
ヨ
メ
の
性
質
に
連
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
郡

内
で
は
「
郡
中
惣
皮
田
」
の
よ
う
な
組
織
も
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
行
刑
の
「
役
」
負
担
を
通
じ
て
、
幕
府
は
か
わ
た

を
編
成
し
た
。
渡
辺
村
な
ど
行
刑
役
を
実
際
に
負
担
す
る
村
に
つ
い
て
は
役
負
担

の
体
系
に
直
接
組
み
込
ん
だ
が
、
下
級
雑
務
の
負
担
に
つ
い
て
は
か
わ
た
身
分
の

仲
間
式
法
に
依
存
し
た
。
幕
府
は
か
わ
た
の
集
団
を
、
「
惣
」
的
な
編
成
の
一
端

（
実
際
に
行
刑
役
を
負
担
し
て
い
た
村
）
を
、
領
主
が
「
役
」
＝
除
地
の
体
系
に
組
み

込
む
こ
と
に
よ
り
「
惣
」
全
体
を
支
配
す
る
「
頭
村
」
に
よ
る
編
成
を
行
っ
た
。

　

朝
尾
氏
の
研
究
に
対
し
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
意
義
を
呈
し
て
い
る
。
第
一
章

に
お
い
て
、
文
禄
三
年
に
行
わ
れ
た
検
地
は
「
郷
」
単
位
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
「
郷
」
は
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
行
政
単
位
で
あ
っ
た
と
実
証

し
、
朝
尾
氏
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
の
見
通
し
に
対
し
て
再
考
を
迫
っ
た
。
そ

し
て
、
終
章
に
お
い
て
も
、
朝
尾
氏
が
提
示
し
た
か
わ
た
身
分
の
二
つ
の
存
立
基

盤
に
つ
い
て
、
そ
の
二
つ
の
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
行
政
的
把
握
や
様
々
な
条

件
面
か
ら
、
よ
り
動
態
的
に
か
わ
た
村
を
把
握
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　

朝
尾
氏
が
、
か
わ
た
の
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
著
者
は
か
わ
た
村
を
一
つ
の
「
村
」
と
し
て
捉
え
、
村
の
内
部
構
造
を

詳
細
に
解
明
し
、
村
の
多
様
な
要
素
を
摘
出
し
、
そ
れ
ら
を
連
関
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
か
わ
た
村
の
特
質
を
捉
え
た
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
畿
内
か
わ
た
村
研
究

を
新
た
な
段
階
へ
と
引
き
上
げ
た
こ
と
が
、
本
書
の
最
も
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
第
二
の
意
義
と
し
て
、
畑
中
敏
之
氏
の
研
究
成
果
を
乗
り
越
え
る
こ

と
に
よ
り
、
南
王
子
村
の
実
態
が
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
挙

げ
た
い
。
畑
中
氏
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
南
王
子
村
研
究
を
牽
引
し
た
研
究

者
で
あ
り
、
か
つ
畿
内
の
か
わ
た
村
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
業
績
を
残
し
て
い

る
。
本
書
に
関
わ
る
畑
中
氏
の
研
究
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、

畿
内
か
わ
た
村
に
つ
い
て
三
つ
の
類
型
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ⅰ
型
は
村
高
の

公
認
が
な
く
、
本
村
に
完
全
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
か
わ
た
村
、
Ⅱ
型
は
村
高
が
公

認
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
本
村
に
支
配
を
受
け
る
か
わ
た
村
、
Ⅲ
型
は
村

高
が
公
認
さ
れ
て
お
り
、
本
村
の
支
配
も
受
け
な
い
か
わ
た
村
で
あ
る
。
な
お
、

南
王
子
村
は
Ⅲ
型
に
属
す
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
雪
踏
と
い
う
「
モ
ノ
」
の
生

産
・
流
通
と
い
う
視
点
か
ら
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
解
明
し
、
身
分
制
の
本

質
に
迫
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

畑
中
氏
の
研
究
成
果
に
対
し
、
著
者
は
、
次
の
二
点
で
研
究
を
進
展
さ
せ
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、
畑
中
氏
が
提
示
し
た
畿
内
か
わ
た
村
の
類
型
は
、
本
村
と
か
わ

た
村
と
の
支
配
関
係
の
あ
り
方
か
ら
構
築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
な

ぜ
、
南
王
子
村
が
特
殊
な
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な
っ
た
の
か
な
ど
、
村
と
し
て

の
実
態
的
な
側
面
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

著
者
は
第
一
章
か
ら
補
論
1
に
か
け
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な

る
ま
で
の
過
程
を
実
証
的
に
解
明
し
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
著
者
の

研
究
が
、
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
か
わ
た

村
の
村
と
し
て
の
特
質
を
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
こ
と
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
畑
中
氏
は
南
王
子
村
に
お
け
る
雪
踏
の
生
産
・
流
通
な
ど
、
皮
革
加

工
の
側
面
に
強
く
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
そ
の
た
め
、
南
王
子
村
は
皮
革
加
工
の

村
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者

は
、
南
王
子
村
村
内
の
秩
序
（
村
政
・
村
制
）
レ
ベ
ル
で
は
、
高
所
持
の
原
理
が
重

要
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
、
同
村
が
百
姓
村
に
極
め
て
近
い
イ
メ
ー
ジ
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
と
え
ば
、
畑
中
氏
の
研
究
に
も
登
場
す
る
雪
踏
商

人
と
し
て
有
名
だ
っ
た
五
兵
衛
が
村
高
を
集
積
し
て
い
た
背
景
に
、
南
王
子
村
の

村
落
秩
序
が
高
所
持
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
点
は
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
（
第

四
章
二
四
九
頁
）
。
本
書
で
の
検
討
に
よ
り
、
五
兵
衛
の
雪
踏
商
人
と
し
て
の
側
面

だ
け
で
な
く
、
村
人
と
し
て
の
姿
も
明
ら
か
に
な
り
、
よ
り
五
兵
衛
の
実
態
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
意
義
と
し
て
、
本
書
が
被
差
別
民
の
研
究
史
に
対
し
て
新
た

な
知
見
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
三
章
で
検

討
し
た
南
王
子
村
の
「
家
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
か
わ
た
身
分
の

「
家
」
の
あ
り
方
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
ま

た
、
第
六
章
で
は
南
王
子
村
に
お
け
る
斃
牛
馬
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
作
業
に
よ
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
斃
牛
馬
処

理
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
南
王

子
村
で
は
、
草
場
株
の
所
有
者
集
団
で
あ
る
番
郷
、
番
郷
と
重
複
し
な
が
ら
も
、

死
牛
馬
の
入
札
・
値
付
な
ど
を
行
い
、
皮
革
の
加
工
・
流
通
に
専
門
化
し
つ
つ
あ

る
獣
類
買
仲
間
、
老
牛
馬
屠
殺
の
起
点
と
な
り
得
る
か
わ
た
博
労
の
存
在
な
ど
、

斃
牛
馬
処
理
を
め
ぐ
り
多
様
な
人
々
が
重
層
的
に
介
在
し
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ

と
が
で
き
た
。

　
　
三
　
本
書
の
疑
問
点
お
よ
び
要
望

　

本
章
で
は
、
本
書
に
対
す
る
疑
問
点
お
よ
び
要
望
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
史
料
が
少
な
い
時
代
で
は
あ
る
が
、
の
ち
に
南
王
子
村
に
居
住

す
る
か
わ
た
の
、
中
世
か
ら
南
王
子
村
へ
移
動
す
る
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
、
よ

り
踏
み
込
ん
で
、
具
体
的
に
論
じ
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
著
者
は
第
四
章
の
お
わ
り
に
で
、
天
明
四
年
の
「
申
渡
事
」
に
よ

り
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
が
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
、
そ

れ
は
「
本
源
的
に
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の
変
質
」
だ
と
指
摘
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
は
、
か
わ
た
集
団
が
も
と
も
と
草
場
所
持
に
基
礎
を
置

い
て
い
た
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
二
章
八
五
頁
で
は
、
慶
長
九
年

（
一
六
〇
四
）
段
階
で
の
か
わ
た
の
所
持
高
が
一
六
〇
石
か
ら
一
八
〇
石
あ
っ
た
と

い
う
事
実
も
指
摘
し
て
い
る
。
中
世
段
階
か
ら
南
王
子
村
が
成
立
す
る
ま
で
、
か

わ
た
集
団
は
地
域
で
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
実
態

を
よ
り
詳
細
に
知
り
た
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
朝
尾
氏
は
、
渡
辺
村
の
か
わ
た
は
実
際
に
断
罪
役
を
勤
め
、
屋
敷
地
は

除
地
に
な
っ
て
い
た
が
、
更
池
村
の
か
わ
た
は
百
姓
役
か
ら
は
免
除
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
屋
敷
は
除
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
行
刑
役
や
皮
役

な
ど
の
役
負
担
を
務
め
て
い
な
か
っ
た
王
子
村
の
か
わ
た
の
居
住
地
が
、
な
ぜ
除

地
と
な
っ
た
の
か
。
本
書
の
問
題
関
心
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
点
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
幕
府
が
畿
内
か
わ
た
村
を
ど
の
よ
う
に
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
が

よ
り
明
確
に
な
る
と
考
え
た
。

　

第
二
に
、
本
書
に
登
場
す
る
百
姓
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
を
、
著
者
が
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
論
じ
て
い
る
の
か
が
断
片
的
に
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど

ま
る
た
め
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
と
百
姓
身
分
の
「
家
」
、
か
わ
た
村
と
「
百

姓
村
」
と
の
比
較
が
で
き
ず
、
著
者
が
考
え
る
か
わ
た
の
「
家
」
や
か
わ
た
村
の

特
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
「
家
」
に
つ
い
て
、
第
三
章
一
三
八
頁
で
は
、
「
一
般
に
「
家
の

成
立
」
は
、
家
名
・
家
職
（
家
業
）
・
家
産
の
三
つ
が
セ
ッ
ト
で
跡
を
継
ぐ
息
子
に

相
続
さ
れ
る
体
制
が
整
う
一
七
世
紀
後
半
頃
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
」
と
言
及
し

て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
定
義
は
有
力
な
説
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
百
姓
身
分

の
「
家
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
現
在
も
議
論
の
最
中
に
あ
る
。

　

著
者
の
重
要
な
成
果
の
一
つ
は
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
を
一
軒
一
軒
丁
寧
に

分
析
し
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
解
明
し
た
こ
と
に
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
村
に
関
す
る
研
究
史
を
丁
寧
に
整
理
し
、

そ
の
上
で
著
者
が
考
え
る
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
明

確
に
提
示
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
か
わ
た
身
分
が
形
成
す
る
「
家
」
や
か
わ
た

村
と
ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
差
異
が
あ
る
の
か
を
比
較
し
、
そ
の
成
果
を
今
度
は

家
研
究
や
村
落
史
研
究
な
ど
に
対
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
畑
中
敏
之
氏
に
よ
る
南
王
子
村
研
究
と
の
適
切
な
接
合
に
つ

い
て
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
本
書
の
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
、
当

時
の
南
王
子
村
の
実
態
が
よ
り
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
前
章

で
挙
げ
た
。
だ
が
、
感
覚
的
な
意
見
に
な
る
が
、
本
書
で
は
南
王
子
村
の
百
姓
村

に
近
い
村
と
し
て
の
性
格
が
、
少
し
強
調
し
て
描
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
。

　

た
と
え
ば
、
第
三
章
一
八
四
頁
に
お
い
て
、
無
高
の
者
が
出
作
地
を
購
入
す
る

際
に
代
金
が
用
意
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
著
者
は
高
持
層
の
下
で
小
作
し
て
い

た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
皮
革
業
な
ど
、
か
わ
た
身
分
特
有
の
方

法
で
資
金
調
達
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に
感
じ
た
。
有

力
な
雪
踏
商
人
で
あ
っ
た
五
兵
衛
が
高
の
集
積
を
行
う
な
ど
多
様
な
側
面
が
あ
る

よ
う
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
は
複
合
的
な
生
業
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
多
面
的

な
部
分
を
統
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
や
か
わ
た
村

の
実
態
が
よ
り
確
か
に
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。　

　

今
後
、
著
者
が
十
九
世
紀
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
を
解
明
し
、
畑
中
氏
に
よ

る
南
王
子
村
の
研
究
を
批
判
的
に
検
証
し
、
適
切
に
接
合
す
る
こ
と
で
、
南
王
子

村
に
居
住
し
て
い
た
一
人
一
人
の
姿
や
村
の
全
体
像
が
鮮
明
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
評
者
の
関
心
に
基
づ
き
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
誤
読

や
的
外
れ
な
指
摘
も
あ
る
と
思
う
が
、
著
者
に
は
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。
本
書

が
取
り
上
げ
た
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
研
究
史
上
、
大
変
意
義
が
あ
る
も
の
で

あ
る
。
評
者
自
身
も
本
書
に
大
い
に
学
ん
で
い
き
た
い
。

【
註
】

（
１
）
朝
尾
直
弘
「
幕
藩
制
と
畿
内
の
「
か
わ
た
」
農
民
│
河
内
国
更
池
村
を
中
心
に
」

（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
一
六
〇
号
、
一
九
八
〇
年
、
の
ち
に
『
朝
尾
直
弘

著
作
集
第
七
巻　

身
分
制
社
会
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
。

（
２
）
畑
中
敏
之
『
近
世
村
落
社
会
の
身
分
構
造
』
（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九

〇
年
） 

（
３
）
畑
中
敏
之
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
か
も
が
わ
出
版
、
一

九
九
七
年
）
。

（
４
）
畑
中
敏
之
「
第
三
章　

身
分
を
越
え
る
と
き
│
雪
踏
を
め
ぐ
る
人
び
と
│
」

（
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
前
掲
註
3
）
）
に
五
兵
衛
家

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
雪
踏
職
人
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
戸
石
七
生
「
関
東
に
お
け
る
家
の
成
立
過
程
と
村
│
地
縁
的
・
職
業
的
身
分
共
同
体

と
家
」（
比
較
家
族
史
学
会
監
修
『
家
族
研
究
の
最
前
線
①
家
と
共
同
性
』
日
本
経
済

評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
八
五
頁
註
（
1
）
で
は
、
百
姓
身
分
の
家
の
成
立
過
程
に
つ

い
て
、
経
営
の
安
定
を
重
視
し
た
研
究
、
家
族
形
態
に
重
点
を
置
く
研
究
、
家
の
系
譜

の
連
続
性
を
重
視
し
た
研
究
な
ど
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
研
究
潮
流
が
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番

号
18
J
4
0
0
3
1
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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『近世身分社会の村落構造─泉州南王子村を中心に』〔高垣〕



　
　
　
は
じ
め
に

　

和
泉
国
泉
郡
南
王
子
村
は
、
か
わ
た
身
分
の
庄
屋
が
支
配
す
る
一
存
立
の
か
わ

た
村
で
あ
り
、
膨
大
な
庄
屋
家
文
書
（
『
奥
田
家
文
書
』
・
『
大
阪
府
南
王
子
村
文

書
』
）
が
残
存
す
る
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
三
田
智
子
氏
（
以
下
、
著
者
）
が
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
提
出
し
た
博

士
論
文
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
成
果
で
あ
り
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
詳
細

に
分
析
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
一
　
本
書
の
概
要

　

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
示
し
た
い
。

　

序
章

　

第
一
章　

泉
州
泉
郡
平
野
部
地
域
に
お
け
る
近
世
村
の
成
立　

　

第
二
章　

南
王
子
村
の
確
立

　

補
論
1　

王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
の
延
宝
検
地
帳
の
検
討

　

第
三
章　

一
八
世
紀
中
期
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造

　

第
四
章　

泉
州
南
王
子
村
に
お
け
る
村
落
構
造
の
変
化

　

第
五
章　

南
王
子
村
の
村
入
用
と
西
教
寺
「
俗
親
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
一
八
世
紀
後
期
か
ら
一
九
世
紀
へ
の
展
望
│

　

第
六
章　

南
王
子
村
の
草
場
と
得
意
場
（
旦
那
場
）
│
一
九
世
紀
を
中
心
に
│

　

補
論
2　

南
王
子
村
に
お
け
る
人
口
増
加
と
出
作
・
小
作

　

終
章

　

つ
ぎ
に
、
本
書
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

序
章
で
は
、
本
書
の
問
題
意
識
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七

〇
年
代
、
南
王
子
村
研
究
は
部
落
史
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
基
礎
的
事
実

の
解
明
が
進
ん
だ
一
方
で
、
南
王
子
村
は
差
別
を
受
け
る
側
、
地
域
社
会
は
差
別

を
行
う
側
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対
し
、
著

者
は
、
塚
田
孝
氏
が
提
示
し
た
身
分
的
周
縁
論
、
お
よ
び
町
田
哲
氏
に
よ
る
村
落

の
内
部
構
造
分
析
の
手
法
に
学
び
、
村
落
運
営
・
村
政
・
諸
生
業
を
介
し
た
村
人

の
関
係
な
ど
、
村
内
の
諸
要
素
と
そ
の
矛
盾
を
有
機
的
に
連
関
さ
せ
る
こ
と
で
南

王
子
村
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の

を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
著
者
は

差
別
│
被
差
別
と
い
う
部
落
史
的
視
点
か
ら
の
脱
却
を
試
み
た
。

　

つ
づ
け
て
、
第
一
章
、
第
二
章
お
よ
び
補
論
１
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
。
こ
れ
ら
の
章
は
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
と
し
て
成
立
す
る
過
程

を
解
明
し
た
一
連
の
章
で
あ
る
た
め
、
内
容
を
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。
こ
こ
で

は
、
次
の
三
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
第
一
に
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
検
地
を
題
材
に
、
畿
内
か
わ
た
村
の

成
立
過
程
に
関
す
る
通
説
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。
後
述
す
る
が
、
従
来
、
検
地

以
前
の
か
わ
た
の
存
在
形
態
つ
い
て
は
、
か
わ
た
が
居
住
し
て
い
た
地
域
を
含
め

「
郷
」
の
単
位
で
検
地
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
わ
た
は
生
活
面
や
行
政

面
な
ど
で
一
つ
の
村
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
「
郷
」
に
属
す
る
か
わ

た
で
あ
っ
た
と
見
通
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者
は
、
泉
郡
平
野
部
地
域

に
お
け
る
検
地
の
実
施
過
程
を
検
討
し
、
検
地
の
単
位
と
な
っ
て
い
た
「
郷
」

は
、
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
単
位
（
行
政
単
位
）
で
あ
り
、
「
郷
」
が

す
べ
て
郷
村
的
結
合
を
指
し
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
「
郷
」
が
集
落
と
村
領
の
形
成
を
規
定
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

論
証
し
た
。

　

第
二
に
、
南
王
子
村
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
出
作
」
の
問
題
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。
出
作
と
は
、
百
姓
が
居
村
外
に
田
畑
を
所
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
泉
郡
の
平
野
部
で
は
、
郷
を
単
位
に
検
地
を
行
っ
た
た
め
、
土

地
の
み
で
戸
口
は
な
い
無
人
の
領
域
が
出
作
と
し
て
把
握
さ
れ
、
年
貢
収
納
は
屋

敷
地
が
あ
る
村
の
庄
屋
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
捌
き
庄
屋
体
制
と

呼
ぶ
。
そ
の
後
も
捌
き
庄
屋
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
正
保
郷
帳
作
成
を
機

に
、
所
持
実
態
に
応
じ
た
状
態
に
戻
す
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
上
泉
郷
出

作
王
子
村
」
と
把
握
さ
れ
た
出
作
村
が
切
り
分
け
ら
れ
、
「
王
子
（
か
わ
た
）
村
」

と
な
り
、
王
子
村
内
に
居
住
す
る
か
わ
た
の
代
表
者
が
年
貢
納
入
の
責
任
を
負
う

村
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
第
二
の
点
と
併
せ
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
村
と
な
っ
た

過
程
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
、
こ
れ
ま
で
代
官
支
配
が
異

な
っ
て
い
た
王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
が
同
領
と
な
っ
た
。
同
領
内
に
王
子
村

が
二
つ
存
在
す
る
と
不
都
合
に
な
る
た
め
、
王
子
（
か
わ
た
）
村
は
南
王
子
村
と
村

名
が
変
更
さ
れ
た
。
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
、
惣
ノ
池
を
め
ぐ
り
、
か
わ
た
か
ら

王
子
（
か
わ
た
）
村
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
に
発
展
し
た
こ
と
を
理
由
に
、

翌
年
、
か
わ
た
が
王
子
村
の
除
地
か
ら
南
王
子
村
の
村
領
へ
移
転
し
た
。
そ
し

て
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
惣
ノ
池
の
樋
元
支
配
権
が
幕
府
の
裁
許
に
よ
り

認
め
ら
れ
、
南
王
子
村
は
再
生
産
可
能
な
一
つ
の
村
と
し
て
完
成
し
た
。

　

つ
づ
く
第
三
章
で
は
、
十
八
世
紀
中
期
に
お
け
る
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
、

村
方
騒
動
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
対
立
構
造
と
い

う
視
点
だ
け
で
な
く
、
村
内
の
「
家
」
に
着
目
し
、
検
討
を
行
っ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
「
家
」
の
あ
り
方
が
非
常
に
特
殊
で
あ
り
、
一
般
に
言
わ
れ
て

い
る
家
名
・
家
職
・
家
産
が
相
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
「
家
」
は
成
立
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
南
王
子
村
に
属
す
る
「
家
」
の
不
安
定
さ
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
か
わ
た
村
で
あ
る
が
ゆ
え
の
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
王
子
村
で
は
人
口

に
比
し
て
村
高
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
常
に
何
ら
か
の
経
済
的
基
盤
を
持

つ
必
要
が
あ
り
、
王
子
村
に
出
作
地
を
所
持
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

宗
門
人
別
帳
に
「
無
高
」
と
記
さ
れ
て
い
る
者
た
ち
で
も
、
出
作
地
を
購
入
し
て

安
定
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
層
と
、
日
々
な
ん
と
か
暮
ら
し
て
い
る
最

下
層
に
二
分
化
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
「
家
」
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
起
き
た
村
方

騒
動
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
従
来
、
村
方
騒
動
の
対
立
構
図
は
、
高
持
対
小
前
・

無
高
と
思
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
「
家
」
と
い
う
視
点
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ

り
、
実
際
に
は
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋
次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構

図
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
は
連
帯

し
て
「
家
」
を
守
り
、
村
高
の
三
分
の
一
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
利

右
衛
門
家
は
一
軒
・
一
軒
の
家
で
見
る
よ
り
も
、
実
態
的
に
は
よ
り
強
い
村
政
上

の
立
場
を
保
持
し
て
い
た
。

　

第
四
章
で
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
南
王
子
村
の
村
落
構
造
に
つ
い
て
、

村
落
内
の
秩
序
を
検
討
す
る
こ
と
で
解
明
し
た
。

　

南
王
子
村
村
内
の
家
数
の
増
加
や
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
起
き
た
千
原
騒

動
に
よ
り
、
村
が
莫
大
な
借
銀
を
負
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
天
明
四
年

に
申
し
渡
さ
れ
た
「
申
渡
事
」
は
、
組
頭
、
借
地
人
・
借
家
人
、
地
主
・
家
主
を

村
政
上
に
位
置
づ
け
る
取
り
決
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
決
め
に
よ
り
高
持
の
組

頭
が
設
定
さ
れ
、
村
政
に
組
頭
を
関
与
さ
せ
る
体
制
に
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
は
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
り
、
草
場
な
ど

の
斃
牛
馬
処
理
に
関
す
る
側
面
は
村
制
上
完
全
に
捨
象
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

天
明
四
年
以
降
、
南
王
子
村
で
は
、
村
高
の
論
理
が
本
源
的
な
か
わ
た
の
論
理
を

優
越
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の

変
質
で
も
あ
り
、
か
わ
た
村
と
し
て
の
究
極
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

　

第
五
章
で
は
、
一
九
世
紀
段
階
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
、
具
体
的
に
は
庄
屋

利
右
衛
門
家
台
頭
の
背
景
を
考
察
す
る
た
め
に
、
十
八
世
紀
中
後
期
に
お
け
る

村
・
村
入
用
・
寺
・
利
右
衛
門
家
の
関
係
と
そ
の
変
化
を
検
討
し
た
。
第
三
章
で

分
析
し
た
寛
延
二
年
の
村
方
騒
動
で
は
、
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋

次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構
図
が
あ
っ
た
が
、
騒
動
後
、
対
立
構
造
が
「
捌
」
と
い

う
形
で
固
定
化
さ
れ
、
両
捌
間
の
日
常
的
な
接
触
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
。
寛
政
十

二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
は
、
両
者
に
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
、
新
た
な
有
力
者
も
登
場

し
、
村
政
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
た
が
、
「
捌
」
が
存
続
し
た
こ
と
に
よ

り
、
村
入
用
は
複
雑
な
割
賦
・
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
両
方
の

「
捌
」
に
高
を
所
持
し
て
い
る
村
人
に
と
っ
て
は
不
透
明
性
が
高
か
っ
た
。

　

ま
た
、
同
章
で
は
、
西
教
寺
と
村
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
解
明
し
た
。
十
八
世

紀
後
期
の
西
教
寺
は
、
本
寺
で
あ
る
福
専
寺
の
弱
体
化
の
た
め
、
住
持
を
安
定
し

て
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
住
持
の
請
人
で
あ
る

「
俗
親
」
を
村
内
に
置
き
、
利
右
衛
門
家
の
者
が
「
俗
親
」
に
な
っ
た
。
利
右
衛

門
家
が
西
教
寺
の
維
持
に
尽
力
し
た
こ
と
で
、
一
九
世
紀
前
期
に
は
利
右
衛
門
家

が
村
政
の
中
心
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
村
に
よ
る
西
教
寺

へ
の
関
与
・
管
理
が
強
ま
っ
た
と
す
る
。

  

第
六
章
で
は
、
十
九
世
紀
を
中
心
と
し
て
、
南
王
子
村
内
部
に
お
け
る
草
場
や
得

意
場
（
旦
那
場
）
の
権
利
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
か

わ
た
村
内
部
に
お
い
て
、
草
場
や
旦
那
場
の
権
利
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
の
か
、
②
南
王
子
村
の
得
意
場
の
再
検
討
、
③
獣
類
買
仲
間
の
取
り
決
め

と
老
牛
屠
殺
問
題
の
三
点
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
、
草
場
は
斃
牛
馬
を
無
償
で
得
る
範
囲
で
あ
り
、
草
場
株

所
有
者
は
村
内
で
「
番
郷
」
と
い
う
集
団
を
形
成
し
た
。
集
団
の
代
表
は
惣
代
と

呼
ば
れ
、
十
九
世
紀
以
降
は
、
ほ
ぼ
特
定
の
四
〜
七
人
程
度
が
惣
代
・
帳
元
（
草
場

株
帳
の
管
理
）
を
担
っ
た
。
惣
代
は
村
の
庄
屋
・
年
寄
と
一
切
重
な
ら
ず
、
村
役
人

の
直
接
的
な
管
理
は
番
郷
内
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
庄
屋
・
年
寄
に
つ
い
て

は
、
草
場
株
所
有
を
制
限
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
番
郷
の
中
心
メ
ン
バ
ー

は
村
制
に
お
け
る
組
頭
で
あ
り
、
一
般
の
株
所
有
者
も
半
数
は
高
持
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
得
意
場
は
日
常
的
な
出
入
り
関
係
で
あ
り
、
村
内
の
無
高
者
が
草
場
の

範
囲
を
割
持
に
し
て
い
た
。
も
と
も
と
得
意
場
は
、
村
全
体
に
よ
る
「
惣
請
」
で

あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
中
期
ま
で
に
個
人
が
出
入
す
る
関
係
が
築
か
れ
た
。
得
意

場
の
村
と
場
の
権
利
を
所
有
す
る
者
と
の
関
係
は
、
第
一
義
的
に
定
期
的
な
出
入

り
に
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
得
意
場
の
村
人
や
村
役
人
か
ら
借
銀
す
る
よ
う
な

関
係
も
構
築
さ
れ
た
。
得
意
場
所
有
者
の
集
団
は
村
内
に
は
存
在
せ
ず
、
他
の
か

わ
た
村
と
の
交
渉
は
南
王
子
村
の
村
役
人
が
あ
た
り
、
村
役
人
に
よ
る
得
意
場
へ

の
緩
や
か
な
管
理
・
監
督
が
行
わ
れ
て
い
た
。
得
意
場
の
所
有
者
は
三
名
を
の
ぞ

き
無
高
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
②
に
つ
い
て
、
十
八
世
紀
以
降
、
雪
踏
稼
ぎ
が
新
た
な
生
業
と
し
て
登

場
し
た
こ
と
で
、
村
内
で
雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
者
た
ち
は
草
場
域
を
独
占
的
な
営
業

の
場
と
し
て
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
南
王
子
村
自
体
も
草
場
の
利
益
を
維

持
す
る
た
め
に
、
他
村
か
ら
の
雪
踏
稼
ぎ
の
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
得
意
場
は
次
第
に
「
稼
場
」
と
し
て
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
権

利
を
持
つ
場
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
実
態
は
、
幕
末
に
至
っ
て
も

得
意
場
の
中
心
的
な
性
格
は
出
入
り
関
係
に
あ
り
、
得
意
場
を
持
た
な
い
村
人
が

雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
場
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と
論
じ
た
。

　

最
後
に
③
に
つ
い
て
、
従
来
、
南
王
子
村
で
は
、
草
場
の
権
益
を
所
有
し
て
い

た
全
員
が
草
場
か
ら
得
ら
れ
た
皮
革
を
加
工
し
、
売
却
し
て
利
益
を
得
て
い
た
。

だ
が
次
第
に
、
特
定
の
者
が
加
工
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
草
場
株
所
有
者

の
な
か
で
死
牛
の
売
買
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
適
正
な
値
付
け
の
た
め
に
獣

類
買
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
獣
類
買
仲
間
は
、
番
郷
惣
代
を
務
め
る
者
か
ら
博
労

の
よ
う
な
ア
ウ
ト
ロ
ー
的
性
格
を
持
つ
者
ま
で
を
含
ん
で
お
り
、
牛
や
皮
革
の
流

通
は
村
内
で
複
雑
化
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
老
牛
屠
殺
の
取
締
は
困
難
を
極
め

て
い
た
。

　

補
論
2
で
は
、
な
ぜ
、
か
わ
た
村
が
都
市
的
な
場
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の

か
、
人
口
増
加
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
、
百
姓
村
の
よ
う
な
家
数
の
制
限
が
基
本
的
に
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
村
内
で
は
人
口
が
増
加
し
、
経
済
的
基
盤
を
外
へ
求
め
る
必
要
が
生

じ
た
。
南
王
子
村
の
人
々
は
、
人
口
が
停
滞
し
て
い
た
周
辺
地
域
の
土
地
を
購
入

し
、
出
作
地
と
し
て
所
持
し
た
り
、
十
九
世
紀
以
降
急
激
に
盛
ん
に
な
っ
た
雪
踏

産
業
な
ど
、
皮
革
や
牛
に
関
わ
る
様
々
な
生
業
を
持
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
南
王
子
村
に
経
済
的
基
盤

が
先
に
あ
り
人
口
が
増
え
た
の
で
は
な
く
、
人
口
が
増
加
し
た
結
果
、
村
人
が
生

計
を
立
て
る
た
め
に
出
作
を
所
持
し
た
り
、
諸
生
業
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
と
主
張
し
た
。

　

終
章
で
は
、
本
書
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
、
南
王
子
村
に
お
け
る
地

縁
的
な
編
成
原
理
と
身
分
的
編
成
原
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
が
、
著
者
は
、
畿
内
か
わ
た
村
の
内
部
構
造
に
お
け
る

二
系
統
の
編
成
原
理
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
畿
内
の
各
か
わ
た
村

に
つ
い
て
、
二
系
統
の
編
成
原
理
の
あ
り
方
以
外
に
も
行
政
的
把
握
、
様
々
な
条

件
面
か
ら
の
動
態
的
な
把
握
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
論
じ
た
。

　
　
二
　
本
書
の
意
義

　

本
章
で
は
、
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

研
究
史
上
、
本
書
が
持
つ
最
も
大
き
な
意
義
は
、
朝
尾
直
弘
氏
に
よ
る
近
世
畿

内
の
か
わ
た
身
分
の
存
立
基
盤
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を

丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
で
批
判
的
に
継
承
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
書
評
に
必
要
な
範
囲
で
朝
尾
氏
の
研
究
を
紹
介
す
る
。
朝
尾
氏
は
、

河
内
国
更
池
村
を
題
材
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
が
、
①
地
縁
的
な
編
成
＝
か
わ

た
村
、
②
身
分
編
成
＝
「
頭
村
」
支
配
と
い
う
二
系
統
の
編
成
原
理
の
も
と
に
存

立
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
た
。

　

ま
ず
、
①
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
。
朝
尾
氏
は
、
文
禄
三
年
の
検

地
の
際
に
作
成
さ
れ
た
更
池
村
の
検
地
帳
の
題
名
が
、
「
河
内
国
丹
北
郡
布
忍
郷

内
更
池
村
御
検
地
帳
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
検
地
以
前
は
更
池
村
を
含
む
布
忍

郡
の
六
ヵ
村
が
一
つ
の
村
（
郷
）
と
な
り
、
生
活
面
で
も
行
政
面
で
も
一
つ
の
ま
と

ま
っ
た
自
治
的
組
織
を
構
成
し
て
い
た
と
見
通
し
た
。
検
地
後
、
旧
来
の
地
域
的

編
成
は
解
体
さ
れ
、
居
住
集
落
の
屋
敷
お
よ
び
零
細
耕
地
へ
の
緊
縛
、
そ
れ
に
と

も
な
い
居
住
集
落
の
属
す
る
村
庄
屋
系
列
へ
編
成
替
え
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、
②
の
「
頭
村
」
支
配
の
成
立
に
つ
い
て
。
近
世
成
立
以
前
、
大
坂
周

辺
は
か
わ
た
の
領
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
領
は
、
行
政
区
分
と
は
異
な

る
、
独
立
し
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
領
域
の
中
で
、
か
わ
た
は
斃
牛
馬
処
理
や
神

事
雑
役
な
ど
キ
ヨ
メ
の
性
質
に
連
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
郡

内
で
は
「
郡
中
惣
皮
田
」
の
よ
う
な
組
織
も
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
行
刑
の
「
役
」
負
担
を
通
じ
て
、
幕
府
は
か
わ
た

を
編
成
し
た
。
渡
辺
村
な
ど
行
刑
役
を
実
際
に
負
担
す
る
村
に
つ
い
て
は
役
負
担

の
体
系
に
直
接
組
み
込
ん
だ
が
、
下
級
雑
務
の
負
担
に
つ
い
て
は
か
わ
た
身
分
の

仲
間
式
法
に
依
存
し
た
。
幕
府
は
か
わ
た
の
集
団
を
、
「
惣
」
的
な
編
成
の
一
端

（
実
際
に
行
刑
役
を
負
担
し
て
い
た
村
）
を
、
領
主
が
「
役
」
＝
除
地
の
体
系
に
組
み

込
む
こ
と
に
よ
り
「
惣
」
全
体
を
支
配
す
る
「
頭
村
」
に
よ
る
編
成
を
行
っ
た
。

　

朝
尾
氏
の
研
究
に
対
し
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
意
義
を
呈
し
て
い
る
。
第
一
章

に
お
い
て
、
文
禄
三
年
に
行
わ
れ
た
検
地
は
「
郷
」
単
位
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
「
郷
」
は
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
行
政
単
位
で
あ
っ
た
と
実
証

し
、
朝
尾
氏
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
の
見
通
し
に
対
し
て
再
考
を
迫
っ
た
。
そ

し
て
、
終
章
に
お
い
て
も
、
朝
尾
氏
が
提
示
し
た
か
わ
た
身
分
の
二
つ
の
存
立
基

盤
に
つ
い
て
、
そ
の
二
つ
の
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
行
政
的
把
握
や
様
々
な
条

件
面
か
ら
、
よ
り
動
態
的
に
か
わ
た
村
を
把
握
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　

朝
尾
氏
が
、
か
わ
た
の
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
著
者
は
か
わ
た
村
を
一
つ
の
「
村
」
と
し
て
捉
え
、
村
の
内
部
構
造
を

詳
細
に
解
明
し
、
村
の
多
様
な
要
素
を
摘
出
し
、
そ
れ
ら
を
連
関
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
か
わ
た
村
の
特
質
を
捉
え
た
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
畿
内
か
わ
た
村
研
究

を
新
た
な
段
階
へ
と
引
き
上
げ
た
こ
と
が
、
本
書
の
最
も
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
第
二
の
意
義
と
し
て
、
畑
中
敏
之
氏
の
研
究
成
果
を
乗
り
越
え
る
こ

と
に
よ
り
、
南
王
子
村
の
実
態
が
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
挙

げ
た
い
。
畑
中
氏
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
南
王
子
村
研
究
を
牽
引
し
た
研
究

者
で
あ
り
、
か
つ
畿
内
の
か
わ
た
村
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
業
績
を
残
し
て
い

る
。
本
書
に
関
わ
る
畑
中
氏
の
研
究
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、

畿
内
か
わ
た
村
に
つ
い
て
三
つ
の
類
型
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ⅰ
型
は
村
高
の

公
認
が
な
く
、
本
村
に
完
全
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
か
わ
た
村
、
Ⅱ
型
は
村
高
が
公

認
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
本
村
に
支
配
を
受
け
る
か
わ
た
村
、
Ⅲ
型
は
村

高
が
公
認
さ
れ
て
お
り
、
本
村
の
支
配
も
受
け
な
い
か
わ
た
村
で
あ
る
。
な
お
、

南
王
子
村
は
Ⅲ
型
に
属
す
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
雪
踏
と
い
う
「
モ
ノ
」
の
生

産
・
流
通
と
い
う
視
点
か
ら
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
解
明
し
、
身
分
制
の
本

質
に
迫
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

畑
中
氏
の
研
究
成
果
に
対
し
、
著
者
は
、
次
の
二
点
で
研
究
を
進
展
さ
せ
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、
畑
中
氏
が
提
示
し
た
畿
内
か
わ
た
村
の
類
型
は
、
本
村
と
か
わ

た
村
と
の
支
配
関
係
の
あ
り
方
か
ら
構
築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
な

ぜ
、
南
王
子
村
が
特
殊
な
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な
っ
た
の
か
な
ど
、
村
と
し
て

の
実
態
的
な
側
面
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

著
者
は
第
一
章
か
ら
補
論
1
に
か
け
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な

る
ま
で
の
過
程
を
実
証
的
に
解
明
し
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
著
者
の

研
究
が
、
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
か
わ
た

村
の
村
と
し
て
の
特
質
を
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
こ
と
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
畑
中
氏
は
南
王
子
村
に
お
け
る
雪
踏
の
生
産
・
流
通
な
ど
、
皮
革
加

工
の
側
面
に
強
く
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
そ
の
た
め
、
南
王
子
村
は
皮
革
加
工
の

村
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者

は
、
南
王
子
村
村
内
の
秩
序
（
村
政
・
村
制
）
レ
ベ
ル
で
は
、
高
所
持
の
原
理
が
重

要
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
、
同
村
が
百
姓
村
に
極
め
て
近
い
イ
メ
ー
ジ
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
と
え
ば
、
畑
中
氏
の
研
究
に
も
登
場
す
る
雪
踏
商

人
と
し
て
有
名
だ
っ
た
五
兵
衛
が
村
高
を
集
積
し
て
い
た
背
景
に
、
南
王
子
村
の

村
落
秩
序
が
高
所
持
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
点
は
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
（
第

四
章
二
四
九
頁
）
。
本
書
で
の
検
討
に
よ
り
、
五
兵
衛
の
雪
踏
商
人
と
し
て
の
側
面

だ
け
で
な
く
、
村
人
と
し
て
の
姿
も
明
ら
か
に
な
り
、
よ
り
五
兵
衛
の
実
態
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
意
義
と
し
て
、
本
書
が
被
差
別
民
の
研
究
史
に
対
し
て
新
た

な
知
見
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
三
章
で
検

討
し
た
南
王
子
村
の
「
家
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
か
わ
た
身
分
の

「
家
」
の
あ
り
方
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
ま

た
、
第
六
章
で
は
南
王
子
村
に
お
け
る
斃
牛
馬
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
作
業
に
よ
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
斃
牛
馬
処

理
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
南
王

子
村
で
は
、
草
場
株
の
所
有
者
集
団
で
あ
る
番
郷
、
番
郷
と
重
複
し
な
が
ら
も
、

死
牛
馬
の
入
札
・
値
付
な
ど
を
行
い
、
皮
革
の
加
工
・
流
通
に
専
門
化
し
つ
つ
あ

る
獣
類
買
仲
間
、
老
牛
馬
屠
殺
の
起
点
と
な
り
得
る
か
わ
た
博
労
の
存
在
な
ど
、

斃
牛
馬
処
理
を
め
ぐ
り
多
様
な
人
々
が
重
層
的
に
介
在
し
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ

と
が
で
き
た
。

　
　
三
　
本
書
の
疑
問
点
お
よ
び
要
望

　

本
章
で
は
、
本
書
に
対
す
る
疑
問
点
お
よ
び
要
望
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
史
料
が
少
な
い
時
代
で
は
あ
る
が
、
の
ち
に
南
王
子
村
に
居
住

す
る
か
わ
た
の
、
中
世
か
ら
南
王
子
村
へ
移
動
す
る
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
、
よ

り
踏
み
込
ん
で
、
具
体
的
に
論
じ
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
著
者
は
第
四
章
の
お
わ
り
に
で
、
天
明
四
年
の
「
申
渡
事
」
に
よ

り
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
が
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
、
そ

れ
は
「
本
源
的
に
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の
変
質
」
だ
と
指
摘
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
は
、
か
わ
た
集
団
が
も
と
も
と
草
場
所
持
に
基
礎
を
置

い
て
い
た
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
二
章
八
五
頁
で
は
、
慶
長
九
年

（
一
六
〇
四
）
段
階
で
の
か
わ
た
の
所
持
高
が
一
六
〇
石
か
ら
一
八
〇
石
あ
っ
た
と

い
う
事
実
も
指
摘
し
て
い
る
。
中
世
段
階
か
ら
南
王
子
村
が
成
立
す
る
ま
で
、
か

わ
た
集
団
は
地
域
で
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
実
態

を
よ
り
詳
細
に
知
り
た
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
朝
尾
氏
は
、
渡
辺
村
の
か
わ
た
は
実
際
に
断
罪
役
を
勤
め
、
屋
敷
地
は

除
地
に
な
っ
て
い
た
が
、
更
池
村
の
か
わ
た
は
百
姓
役
か
ら
は
免
除
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
屋
敷
は
除
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
行
刑
役
や
皮
役

な
ど
の
役
負
担
を
務
め
て
い
な
か
っ
た
王
子
村
の
か
わ
た
の
居
住
地
が
、
な
ぜ
除

地
と
な
っ
た
の
か
。
本
書
の
問
題
関
心
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
点
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
幕
府
が
畿
内
か
わ
た
村
を
ど
の
よ
う
に
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
が

よ
り
明
確
に
な
る
と
考
え
た
。

　

第
二
に
、
本
書
に
登
場
す
る
百
姓
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
を
、
著
者
が
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
論
じ
て
い
る
の
か
が
断
片
的
に
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど

ま
る
た
め
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
と
百
姓
身
分
の
「
家
」
、
か
わ
た
村
と
「
百

姓
村
」
と
の
比
較
が
で
き
ず
、
著
者
が
考
え
る
か
わ
た
の
「
家
」
や
か
わ
た
村
の

特
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
「
家
」
に
つ
い
て
、
第
三
章
一
三
八
頁
で
は
、
「
一
般
に
「
家
の

成
立
」
は
、
家
名
・
家
職
（
家
業
）
・
家
産
の
三
つ
が
セ
ッ
ト
で
跡
を
継
ぐ
息
子
に

相
続
さ
れ
る
体
制
が
整
う
一
七
世
紀
後
半
頃
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
」
と
言
及
し

て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
定
義
は
有
力
な
説
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
百
姓
身
分

の
「
家
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
現
在
も
議
論
の
最
中
に
あ
る
。

　

著
者
の
重
要
な
成
果
の
一
つ
は
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
を
一
軒
一
軒
丁
寧
に

分
析
し
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
解
明
し
た
こ
と
に
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
村
に
関
す
る
研
究
史
を
丁
寧
に
整
理
し
、

そ
の
上
で
著
者
が
考
え
る
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
明

確
に
提
示
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
か
わ
た
身
分
が
形
成
す
る
「
家
」
や
か
わ
た

村
と
ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
差
異
が
あ
る
の
か
を
比
較
し
、
そ
の
成
果
を
今
度
は

家
研
究
や
村
落
史
研
究
な
ど
に
対
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
畑
中
敏
之
氏
に
よ
る
南
王
子
村
研
究
と
の
適
切
な
接
合
に
つ

い
て
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
本
書
の
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
、
当

時
の
南
王
子
村
の
実
態
が
よ
り
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
前
章

で
挙
げ
た
。
だ
が
、
感
覚
的
な
意
見
に
な
る
が
、
本
書
で
は
南
王
子
村
の
百
姓
村

に
近
い
村
と
し
て
の
性
格
が
、
少
し
強
調
し
て
描
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
。

　

た
と
え
ば
、
第
三
章
一
八
四
頁
に
お
い
て
、
無
高
の
者
が
出
作
地
を
購
入
す
る

際
に
代
金
が
用
意
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
著
者
は
高
持
層
の
下
で
小
作
し
て
い

た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
皮
革
業
な
ど
、
か
わ
た
身
分
特
有
の
方

法
で
資
金
調
達
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に
感
じ
た
。
有

力
な
雪
踏
商
人
で
あ
っ
た
五
兵
衛
が
高
の
集
積
を
行
う
な
ど
多
様
な
側
面
が
あ
る

よ
う
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
は
複
合
的
な
生
業
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
多
面
的

な
部
分
を
統
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
や
か
わ
た
村

の
実
態
が
よ
り
確
か
に
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。　

　

今
後
、
著
者
が
十
九
世
紀
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
を
解
明
し
、
畑
中
氏
に
よ

る
南
王
子
村
の
研
究
を
批
判
的
に
検
証
し
、
適
切
に
接
合
す
る
こ
と
で
、
南
王
子

村
に
居
住
し
て
い
た
一
人
一
人
の
姿
や
村
の
全
体
像
が
鮮
明
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
評
者
の
関
心
に
基
づ
き
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
誤
読

や
的
外
れ
な
指
摘
も
あ
る
と
思
う
が
、
著
者
に
は
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。
本
書

が
取
り
上
げ
た
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
研
究
史
上
、
大
変
意
義
が
あ
る
も
の
で

あ
る
。
評
者
自
身
も
本
書
に
大
い
に
学
ん
で
い
き
た
い
。

【
註
】

（
１
）
朝
尾
直
弘
「
幕
藩
制
と
畿
内
の
「
か
わ
た
」
農
民
│
河
内
国
更
池
村
を
中
心
に
」

（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
一
六
〇
号
、
一
九
八
〇
年
、
の
ち
に
『
朝
尾
直
弘

著
作
集
第
七
巻　

身
分
制
社
会
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
。

（
２
）
畑
中
敏
之
『
近
世
村
落
社
会
の
身
分
構
造
』
（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九

〇
年
） 

（
３
）
畑
中
敏
之
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
か
も
が
わ
出
版
、
一

九
九
七
年
）
。

（
４
）
畑
中
敏
之
「
第
三
章　

身
分
を
越
え
る
と
き
│
雪
踏
を
め
ぐ
る
人
び
と
│
」

（
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
前
掲
註
3
）
）
に
五
兵
衛
家

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
雪
踏
職
人
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
戸
石
七
生
「
関
東
に
お
け
る
家
の
成
立
過
程
と
村
│
地
縁
的
・
職
業
的
身
分
共
同
体

と
家
」（
比
較
家
族
史
学
会
監
修
『
家
族
研
究
の
最
前
線
①
家
と
共
同
性
』
日
本
経
済

評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
八
五
頁
註
（
1
）
で
は
、
百
姓
身
分
の
家
の
成
立
過
程
に
つ

い
て
、
経
営
の
安
定
を
重
視
し
た
研
究
、
家
族
形
態
に
重
点
を
置
く
研
究
、
家
の
系
譜

の
連
続
性
を
重
視
し
た
研
究
な
ど
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
研
究
潮
流
が
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番

号
18
J
4
0
0
3
1
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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書　評



　
　
　
は
じ
め
に

　

和
泉
国
泉
郡
南
王
子
村
は
、
か
わ
た
身
分
の
庄
屋
が
支
配
す
る
一
存
立
の
か
わ

た
村
で
あ
り
、
膨
大
な
庄
屋
家
文
書
（
『
奥
田
家
文
書
』
・
『
大
阪
府
南
王
子
村
文

書
』
）
が
残
存
す
る
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
三
田
智
子
氏
（
以
下
、
著
者
）
が
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
提
出
し
た
博

士
論
文
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
成
果
で
あ
り
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
詳
細

に
分
析
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
一
　
本
書
の
概
要

　

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
示
し
た
い
。

　

序
章

　

第
一
章　

泉
州
泉
郡
平
野
部
地
域
に
お
け
る
近
世
村
の
成
立　

　

第
二
章　

南
王
子
村
の
確
立

　

補
論
1　

王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
の
延
宝
検
地
帳
の
検
討

　

第
三
章　

一
八
世
紀
中
期
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造

　

第
四
章　

泉
州
南
王
子
村
に
お
け
る
村
落
構
造
の
変
化

　

第
五
章　

南
王
子
村
の
村
入
用
と
西
教
寺
「
俗
親
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
一
八
世
紀
後
期
か
ら
一
九
世
紀
へ
の
展
望
│

　

第
六
章　

南
王
子
村
の
草
場
と
得
意
場
（
旦
那
場
）
│
一
九
世
紀
を
中
心
に
│

　

補
論
2　

南
王
子
村
に
お
け
る
人
口
増
加
と
出
作
・
小
作

　

終
章

　

つ
ぎ
に
、
本
書
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

序
章
で
は
、
本
書
の
問
題
意
識
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七

〇
年
代
、
南
王
子
村
研
究
は
部
落
史
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
基
礎
的
事
実

の
解
明
が
進
ん
だ
一
方
で
、
南
王
子
村
は
差
別
を
受
け
る
側
、
地
域
社
会
は
差
別

を
行
う
側
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対
し
、
著

者
は
、
塚
田
孝
氏
が
提
示
し
た
身
分
的
周
縁
論
、
お
よ
び
町
田
哲
氏
に
よ
る
村
落

の
内
部
構
造
分
析
の
手
法
に
学
び
、
村
落
運
営
・
村
政
・
諸
生
業
を
介
し
た
村
人

の
関
係
な
ど
、
村
内
の
諸
要
素
と
そ
の
矛
盾
を
有
機
的
に
連
関
さ
せ
る
こ
と
で
南

王
子
村
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の

を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
著
者
は

差
別
│
被
差
別
と
い
う
部
落
史
的
視
点
か
ら
の
脱
却
を
試
み
た
。

　

つ
づ
け
て
、
第
一
章
、
第
二
章
お
よ
び
補
論
１
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
。
こ
れ
ら
の
章
は
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
と
し
て
成
立
す
る
過
程

を
解
明
し
た
一
連
の
章
で
あ
る
た
め
、
内
容
を
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。
こ
こ
で

は
、
次
の
三
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
第
一
に
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
検
地
を
題
材
に
、
畿
内
か
わ
た
村
の

成
立
過
程
に
関
す
る
通
説
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。
後
述
す
る
が
、
従
来
、
検
地

以
前
の
か
わ
た
の
存
在
形
態
つ
い
て
は
、
か
わ
た
が
居
住
し
て
い
た
地
域
を
含
め

「
郷
」
の
単
位
で
検
地
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
わ
た
は
生
活
面
や
行
政

面
な
ど
で
一
つ
の
村
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
「
郷
」
に
属
す
る
か
わ

た
で
あ
っ
た
と
見
通
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者
は
、
泉
郡
平
野
部
地
域

に
お
け
る
検
地
の
実
施
過
程
を
検
討
し
、
検
地
の
単
位
と
な
っ
て
い
た
「
郷
」

は
、
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
単
位
（
行
政
単
位
）
で
あ
り
、
「
郷
」
が

す
べ
て
郷
村
的
結
合
を
指
し
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
「
郷
」
が
集
落
と
村
領
の
形
成
を
規
定
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

論
証
し
た
。

　

第
二
に
、
南
王
子
村
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
出
作
」
の
問
題
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。
出
作
と
は
、
百
姓
が
居
村
外
に
田
畑
を
所
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
泉
郡
の
平
野
部
で
は
、
郷
を
単
位
に
検
地
を
行
っ
た
た
め
、
土

地
の
み
で
戸
口
は
な
い
無
人
の
領
域
が
出
作
と
し
て
把
握
さ
れ
、
年
貢
収
納
は
屋

敷
地
が
あ
る
村
の
庄
屋
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
捌
き
庄
屋
体
制
と

呼
ぶ
。
そ
の
後
も
捌
き
庄
屋
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
正
保
郷
帳
作
成
を
機

に
、
所
持
実
態
に
応
じ
た
状
態
に
戻
す
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
上
泉
郷
出

作
王
子
村
」
と
把
握
さ
れ
た
出
作
村
が
切
り
分
け
ら
れ
、
「
王
子
（
か
わ
た
）
村
」

と
な
り
、
王
子
村
内
に
居
住
す
る
か
わ
た
の
代
表
者
が
年
貢
納
入
の
責
任
を
負
う

村
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
第
二
の
点
と
併
せ
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
村
と
な
っ
た

過
程
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
、
こ
れ
ま
で
代
官
支
配
が
異

な
っ
て
い
た
王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
が
同
領
と
な
っ
た
。
同
領
内
に
王
子
村

が
二
つ
存
在
す
る
と
不
都
合
に
な
る
た
め
、
王
子
（
か
わ
た
）
村
は
南
王
子
村
と
村

名
が
変
更
さ
れ
た
。
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
、
惣
ノ
池
を
め
ぐ
り
、
か
わ
た
か
ら

王
子
（
か
わ
た
）
村
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
に
発
展
し
た
こ
と
を
理
由
に
、

翌
年
、
か
わ
た
が
王
子
村
の
除
地
か
ら
南
王
子
村
の
村
領
へ
移
転
し
た
。
そ
し

て
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
惣
ノ
池
の
樋
元
支
配
権
が
幕
府
の
裁
許
に
よ
り

認
め
ら
れ
、
南
王
子
村
は
再
生
産
可
能
な
一
つ
の
村
と
し
て
完
成
し
た
。

　

つ
づ
く
第
三
章
で
は
、
十
八
世
紀
中
期
に
お
け
る
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
、

村
方
騒
動
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
対
立
構
造
と
い

う
視
点
だ
け
で
な
く
、
村
内
の
「
家
」
に
着
目
し
、
検
討
を
行
っ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
「
家
」
の
あ
り
方
が
非
常
に
特
殊
で
あ
り
、
一
般
に
言
わ
れ
て

い
る
家
名
・
家
職
・
家
産
が
相
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
「
家
」
は
成
立
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
南
王
子
村
に
属
す
る
「
家
」
の
不
安
定
さ
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
か
わ
た
村
で
あ
る
が
ゆ
え
の
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
王
子
村
で
は
人
口

に
比
し
て
村
高
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
常
に
何
ら
か
の
経
済
的
基
盤
を
持

つ
必
要
が
あ
り
、
王
子
村
に
出
作
地
を
所
持
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

宗
門
人
別
帳
に
「
無
高
」
と
記
さ
れ
て
い
る
者
た
ち
で
も
、
出
作
地
を
購
入
し
て

安
定
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
層
と
、
日
々
な
ん
と
か
暮
ら
し
て
い
る
最

下
層
に
二
分
化
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
「
家
」
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
起
き
た
村
方

騒
動
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
従
来
、
村
方
騒
動
の
対
立
構
図
は
、
高
持
対
小
前
・

無
高
と
思
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
「
家
」
と
い
う
視
点
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ

り
、
実
際
に
は
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋
次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構

図
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
は
連
帯

し
て
「
家
」
を
守
り
、
村
高
の
三
分
の
一
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
利

右
衛
門
家
は
一
軒
・
一
軒
の
家
で
見
る
よ
り
も
、
実
態
的
に
は
よ
り
強
い
村
政
上

の
立
場
を
保
持
し
て
い
た
。

　

第
四
章
で
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
南
王
子
村
の
村
落
構
造
に
つ
い
て
、

村
落
内
の
秩
序
を
検
討
す
る
こ
と
で
解
明
し
た
。

　

南
王
子
村
村
内
の
家
数
の
増
加
や
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
起
き
た
千
原
騒

動
に
よ
り
、
村
が
莫
大
な
借
銀
を
負
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
天
明
四
年

に
申
し
渡
さ
れ
た
「
申
渡
事
」
は
、
組
頭
、
借
地
人
・
借
家
人
、
地
主
・
家
主
を

村
政
上
に
位
置
づ
け
る
取
り
決
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
決
め
に
よ
り
高
持
の
組

頭
が
設
定
さ
れ
、
村
政
に
組
頭
を
関
与
さ
せ
る
体
制
に
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
は
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
り
、
草
場
な
ど

の
斃
牛
馬
処
理
に
関
す
る
側
面
は
村
制
上
完
全
に
捨
象
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

天
明
四
年
以
降
、
南
王
子
村
で
は
、
村
高
の
論
理
が
本
源
的
な
か
わ
た
の
論
理
を

優
越
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の

変
質
で
も
あ
り
、
か
わ
た
村
と
し
て
の
究
極
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

　

第
五
章
で
は
、
一
九
世
紀
段
階
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
、
具
体
的
に
は
庄
屋

利
右
衛
門
家
台
頭
の
背
景
を
考
察
す
る
た
め
に
、
十
八
世
紀
中
後
期
に
お
け
る

村
・
村
入
用
・
寺
・
利
右
衛
門
家
の
関
係
と
そ
の
変
化
を
検
討
し
た
。
第
三
章
で

分
析
し
た
寛
延
二
年
の
村
方
騒
動
で
は
、
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋

次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構
図
が
あ
っ
た
が
、
騒
動
後
、
対
立
構
造
が
「
捌
」
と
い

う
形
で
固
定
化
さ
れ
、
両
捌
間
の
日
常
的
な
接
触
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
。
寛
政
十

二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
は
、
両
者
に
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
、
新
た
な
有
力
者
も
登
場

し
、
村
政
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
た
が
、
「
捌
」
が
存
続
し
た
こ
と
に
よ

り
、
村
入
用
は
複
雑
な
割
賦
・
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
両
方
の

「
捌
」
に
高
を
所
持
し
て
い
る
村
人
に
と
っ
て
は
不
透
明
性
が
高
か
っ
た
。

　

ま
た
、
同
章
で
は
、
西
教
寺
と
村
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
解
明
し
た
。
十
八
世

紀
後
期
の
西
教
寺
は
、
本
寺
で
あ
る
福
専
寺
の
弱
体
化
の
た
め
、
住
持
を
安
定
し

て
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
住
持
の
請
人
で
あ
る

「
俗
親
」
を
村
内
に
置
き
、
利
右
衛
門
家
の
者
が
「
俗
親
」
に
な
っ
た
。
利
右
衛

門
家
が
西
教
寺
の
維
持
に
尽
力
し
た
こ
と
で
、
一
九
世
紀
前
期
に
は
利
右
衛
門
家

が
村
政
の
中
心
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
村
に
よ
る
西
教
寺

へ
の
関
与
・
管
理
が
強
ま
っ
た
と
す
る
。

  

第
六
章
で
は
、
十
九
世
紀
を
中
心
と
し
て
、
南
王
子
村
内
部
に
お
け
る
草
場
や
得

意
場
（
旦
那
場
）
の
権
利
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
か

わ
た
村
内
部
に
お
い
て
、
草
場
や
旦
那
場
の
権
利
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
の
か
、
②
南
王
子
村
の
得
意
場
の
再
検
討
、
③
獣
類
買
仲
間
の
取
り
決
め

と
老
牛
屠
殺
問
題
の
三
点
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
、
草
場
は
斃
牛
馬
を
無
償
で
得
る
範
囲
で
あ
り
、
草
場
株

所
有
者
は
村
内
で
「
番
郷
」
と
い
う
集
団
を
形
成
し
た
。
集
団
の
代
表
は
惣
代
と

呼
ば
れ
、
十
九
世
紀
以
降
は
、
ほ
ぼ
特
定
の
四
〜
七
人
程
度
が
惣
代
・
帳
元
（
草
場

株
帳
の
管
理
）
を
担
っ
た
。
惣
代
は
村
の
庄
屋
・
年
寄
と
一
切
重
な
ら
ず
、
村
役
人

の
直
接
的
な
管
理
は
番
郷
内
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
庄
屋
・
年
寄
に
つ
い
て

は
、
草
場
株
所
有
を
制
限
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
番
郷
の
中
心
メ
ン
バ
ー

は
村
制
に
お
け
る
組
頭
で
あ
り
、
一
般
の
株
所
有
者
も
半
数
は
高
持
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
得
意
場
は
日
常
的
な
出
入
り
関
係
で
あ
り
、
村
内
の
無
高
者
が
草
場
の

範
囲
を
割
持
に
し
て
い
た
。
も
と
も
と
得
意
場
は
、
村
全
体
に
よ
る
「
惣
請
」
で

あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
中
期
ま
で
に
個
人
が
出
入
す
る
関
係
が
築
か
れ
た
。
得
意

場
の
村
と
場
の
権
利
を
所
有
す
る
者
と
の
関
係
は
、
第
一
義
的
に
定
期
的
な
出
入

り
に
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
得
意
場
の
村
人
や
村
役
人
か
ら
借
銀
す
る
よ
う
な

関
係
も
構
築
さ
れ
た
。
得
意
場
所
有
者
の
集
団
は
村
内
に
は
存
在
せ
ず
、
他
の
か

わ
た
村
と
の
交
渉
は
南
王
子
村
の
村
役
人
が
あ
た
り
、
村
役
人
に
よ
る
得
意
場
へ

の
緩
や
か
な
管
理
・
監
督
が
行
わ
れ
て
い
た
。
得
意
場
の
所
有
者
は
三
名
を
の
ぞ

き
無
高
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
②
に
つ
い
て
、
十
八
世
紀
以
降
、
雪
踏
稼
ぎ
が
新
た
な
生
業
と
し
て
登

場
し
た
こ
と
で
、
村
内
で
雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
者
た
ち
は
草
場
域
を
独
占
的
な
営
業

の
場
と
し
て
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
南
王
子
村
自
体
も
草
場
の
利
益
を
維

持
す
る
た
め
に
、
他
村
か
ら
の
雪
踏
稼
ぎ
の
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
得
意
場
は
次
第
に
「
稼
場
」
と
し
て
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
権

利
を
持
つ
場
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
実
態
は
、
幕
末
に
至
っ
て
も

得
意
場
の
中
心
的
な
性
格
は
出
入
り
関
係
に
あ
り
、
得
意
場
を
持
た
な
い
村
人
が

雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
場
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と
論
じ
た
。

　

最
後
に
③
に
つ
い
て
、
従
来
、
南
王
子
村
で
は
、
草
場
の
権
益
を
所
有
し
て
い

た
全
員
が
草
場
か
ら
得
ら
れ
た
皮
革
を
加
工
し
、
売
却
し
て
利
益
を
得
て
い
た
。

だ
が
次
第
に
、
特
定
の
者
が
加
工
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
草
場
株
所
有
者

の
な
か
で
死
牛
の
売
買
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
適
正
な
値
付
け
の
た
め
に
獣

類
買
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
獣
類
買
仲
間
は
、
番
郷
惣
代
を
務
め
る
者
か
ら
博
労

の
よ
う
な
ア
ウ
ト
ロ
ー
的
性
格
を
持
つ
者
ま
で
を
含
ん
で
お
り
、
牛
や
皮
革
の
流

通
は
村
内
で
複
雑
化
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
老
牛
屠
殺
の
取
締
は
困
難
を
極
め

て
い
た
。

　

補
論
2
で
は
、
な
ぜ
、
か
わ
た
村
が
都
市
的
な
場
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の

か
、
人
口
増
加
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
、
百
姓
村
の
よ
う
な
家
数
の
制
限
が
基
本
的
に
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
村
内
で
は
人
口
が
増
加
し
、
経
済
的
基
盤
を
外
へ
求
め
る
必
要
が
生

じ
た
。
南
王
子
村
の
人
々
は
、
人
口
が
停
滞
し
て
い
た
周
辺
地
域
の
土
地
を
購
入

し
、
出
作
地
と
し
て
所
持
し
た
り
、
十
九
世
紀
以
降
急
激
に
盛
ん
に
な
っ
た
雪
踏

産
業
な
ど
、
皮
革
や
牛
に
関
わ
る
様
々
な
生
業
を
持
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
南
王
子
村
に
経
済
的
基
盤

が
先
に
あ
り
人
口
が
増
え
た
の
で
は
な
く
、
人
口
が
増
加
し
た
結
果
、
村
人
が
生

計
を
立
て
る
た
め
に
出
作
を
所
持
し
た
り
、
諸
生
業
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
と
主
張
し
た
。

　

終
章
で
は
、
本
書
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
、
南
王
子
村
に
お
け
る
地

縁
的
な
編
成
原
理
と
身
分
的
編
成
原
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
が
、
著
者
は
、
畿
内
か
わ
た
村
の
内
部
構
造
に
お
け
る

二
系
統
の
編
成
原
理
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
畿
内
の
各
か
わ
た
村

に
つ
い
て
、
二
系
統
の
編
成
原
理
の
あ
り
方
以
外
に
も
行
政
的
把
握
、
様
々
な
条

件
面
か
ら
の
動
態
的
な
把
握
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
論
じ
た
。

　
　
二
　
本
書
の
意
義

　

本
章
で
は
、
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

研
究
史
上
、
本
書
が
持
つ
最
も
大
き
な
意
義
は
、
朝
尾
直
弘
氏
に
よ
る
近
世
畿

内
の
か
わ
た
身
分
の
存
立
基
盤
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を

丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
で
批
判
的
に
継
承
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
書
評
に
必
要
な
範
囲
で
朝
尾
氏
の
研
究
を
紹
介
す
る
。
朝
尾
氏
は
、

河
内
国
更
池
村
を
題
材
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
が
、
①
地
縁
的
な
編
成
＝
か
わ

た
村
、
②
身
分
編
成
＝
「
頭
村
」
支
配
と
い
う
二
系
統
の
編
成
原
理
の
も
と
に
存

立
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
た
。

　

ま
ず
、
①
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
。
朝
尾
氏
は
、
文
禄
三
年
の
検

地
の
際
に
作
成
さ
れ
た
更
池
村
の
検
地
帳
の
題
名
が
、
「
河
内
国
丹
北
郡
布
忍
郷

内
更
池
村
御
検
地
帳
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
検
地
以
前
は
更
池
村
を
含
む
布
忍

郡
の
六
ヵ
村
が
一
つ
の
村
（
郷
）
と
な
り
、
生
活
面
で
も
行
政
面
で
も
一
つ
の
ま
と

ま
っ
た
自
治
的
組
織
を
構
成
し
て
い
た
と
見
通
し
た
。
検
地
後
、
旧
来
の
地
域
的

編
成
は
解
体
さ
れ
、
居
住
集
落
の
屋
敷
お
よ
び
零
細
耕
地
へ
の
緊
縛
、
そ
れ
に
と

も
な
い
居
住
集
落
の
属
す
る
村
庄
屋
系
列
へ
編
成
替
え
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、
②
の
「
頭
村
」
支
配
の
成
立
に
つ
い
て
。
近
世
成
立
以
前
、
大
坂
周

辺
は
か
わ
た
の
領
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
領
は
、
行
政
区
分
と
は
異
な

る
、
独
立
し
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
領
域
の
中
で
、
か
わ
た
は
斃
牛
馬
処
理
や
神

事
雑
役
な
ど
キ
ヨ
メ
の
性
質
に
連
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
郡

内
で
は
「
郡
中
惣
皮
田
」
の
よ
う
な
組
織
も
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
行
刑
の
「
役
」
負
担
を
通
じ
て
、
幕
府
は
か
わ
た

を
編
成
し
た
。
渡
辺
村
な
ど
行
刑
役
を
実
際
に
負
担
す
る
村
に
つ
い
て
は
役
負
担

の
体
系
に
直
接
組
み
込
ん
だ
が
、
下
級
雑
務
の
負
担
に
つ
い
て
は
か
わ
た
身
分
の

仲
間
式
法
に
依
存
し
た
。
幕
府
は
か
わ
た
の
集
団
を
、
「
惣
」
的
な
編
成
の
一
端

（
実
際
に
行
刑
役
を
負
担
し
て
い
た
村
）
を
、
領
主
が
「
役
」
＝
除
地
の
体
系
に
組
み

込
む
こ
と
に
よ
り
「
惣
」
全
体
を
支
配
す
る
「
頭
村
」
に
よ
る
編
成
を
行
っ
た
。

　

朝
尾
氏
の
研
究
に
対
し
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
意
義
を
呈
し
て
い
る
。
第
一
章

に
お
い
て
、
文
禄
三
年
に
行
わ
れ
た
検
地
は
「
郷
」
単
位
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
「
郷
」
は
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
行
政
単
位
で
あ
っ
た
と
実
証

し
、
朝
尾
氏
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
の
見
通
し
に
対
し
て
再
考
を
迫
っ
た
。
そ

し
て
、
終
章
に
お
い
て
も
、
朝
尾
氏
が
提
示
し
た
か
わ
た
身
分
の
二
つ
の
存
立
基

盤
に
つ
い
て
、
そ
の
二
つ
の
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
行
政
的
把
握
や
様
々
な
条

件
面
か
ら
、
よ
り
動
態
的
に
か
わ
た
村
を
把
握
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　

朝
尾
氏
が
、
か
わ
た
の
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
著
者
は
か
わ
た
村
を
一
つ
の
「
村
」
と
し
て
捉
え
、
村
の
内
部
構
造
を

詳
細
に
解
明
し
、
村
の
多
様
な
要
素
を
摘
出
し
、
そ
れ
ら
を
連
関
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
か
わ
た
村
の
特
質
を
捉
え
た
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
畿
内
か
わ
た
村
研
究

を
新
た
な
段
階
へ
と
引
き
上
げ
た
こ
と
が
、
本
書
の
最
も
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
第
二
の
意
義
と
し
て
、
畑
中
敏
之
氏
の
研
究
成
果
を
乗
り
越
え
る
こ

と
に
よ
り
、
南
王
子
村
の
実
態
が
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
挙

げ
た
い
。
畑
中
氏
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
南
王
子
村
研
究
を
牽
引
し
た
研
究

者
で
あ
り
、
か
つ
畿
内
の
か
わ
た
村
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
業
績
を
残
し
て
い

る
。
本
書
に
関
わ
る
畑
中
氏
の
研
究
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、

畿
内
か
わ
た
村
に
つ
い
て
三
つ
の
類
型
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ⅰ
型
は
村
高
の

公
認
が
な
く
、
本
村
に
完
全
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
か
わ
た
村
、
Ⅱ
型
は
村
高
が
公

認
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
本
村
に
支
配
を
受
け
る
か
わ
た
村
、
Ⅲ
型
は
村

高
が
公
認
さ
れ
て
お
り
、
本
村
の
支
配
も
受
け
な
い
か
わ
た
村
で
あ
る
。
な
お
、

南
王
子
村
は
Ⅲ
型
に
属
す
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
雪
踏
と
い
う
「
モ
ノ
」
の
生

産
・
流
通
と
い
う
視
点
か
ら
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
解
明
し
、
身
分
制
の
本

質
に
迫
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

畑
中
氏
の
研
究
成
果
に
対
し
、
著
者
は
、
次
の
二
点
で
研
究
を
進
展
さ
せ
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、
畑
中
氏
が
提
示
し
た
畿
内
か
わ
た
村
の
類
型
は
、
本
村
と
か
わ

た
村
と
の
支
配
関
係
の
あ
り
方
か
ら
構
築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
な

ぜ
、
南
王
子
村
が
特
殊
な
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な
っ
た
の
か
な
ど
、
村
と
し
て

の
実
態
的
な
側
面
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

著
者
は
第
一
章
か
ら
補
論
1
に
か
け
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な

る
ま
で
の
過
程
を
実
証
的
に
解
明
し
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
著
者
の

研
究
が
、
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
か
わ
た

村
の
村
と
し
て
の
特
質
を
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
こ
と
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
畑
中
氏
は
南
王
子
村
に
お
け
る
雪
踏
の
生
産
・
流
通
な
ど
、
皮
革
加

工
の
側
面
に
強
く
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
そ
の
た
め
、
南
王
子
村
は
皮
革
加
工
の

村
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者

は
、
南
王
子
村
村
内
の
秩
序
（
村
政
・
村
制
）
レ
ベ
ル
で
は
、
高
所
持
の
原
理
が
重

要
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
、
同
村
が
百
姓
村
に
極
め
て
近
い
イ
メ
ー
ジ
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
と
え
ば
、
畑
中
氏
の
研
究
に
も
登
場
す
る
雪
踏
商

人
と
し
て
有
名
だ
っ
た
五
兵
衛
が
村
高
を
集
積
し
て
い
た
背
景
に
、
南
王
子
村
の

村
落
秩
序
が
高
所
持
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
点
は
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
（
第

四
章
二
四
九
頁
）
。
本
書
で
の
検
討
に
よ
り
、
五
兵
衛
の
雪
踏
商
人
と
し
て
の
側
面

だ
け
で
な
く
、
村
人
と
し
て
の
姿
も
明
ら
か
に
な
り
、
よ
り
五
兵
衛
の
実
態
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
意
義
と
し
て
、
本
書
が
被
差
別
民
の
研
究
史
に
対
し
て
新
た

な
知
見
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
三
章
で
検

討
し
た
南
王
子
村
の
「
家
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
か
わ
た
身
分
の

「
家
」
の
あ
り
方
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
ま

た
、
第
六
章
で
は
南
王
子
村
に
お
け
る
斃
牛
馬
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
作
業
に
よ
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
斃
牛
馬
処

理
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
南
王

子
村
で
は
、
草
場
株
の
所
有
者
集
団
で
あ
る
番
郷
、
番
郷
と
重
複
し
な
が
ら
も
、

死
牛
馬
の
入
札
・
値
付
な
ど
を
行
い
、
皮
革
の
加
工
・
流
通
に
専
門
化
し
つ
つ
あ

る
獣
類
買
仲
間
、
老
牛
馬
屠
殺
の
起
点
と
な
り
得
る
か
わ
た
博
労
の
存
在
な
ど
、

斃
牛
馬
処
理
を
め
ぐ
り
多
様
な
人
々
が
重
層
的
に
介
在
し
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ

と
が
で
き
た
。

　
　
三
　
本
書
の
疑
問
点
お
よ
び
要
望

　

本
章
で
は
、
本
書
に
対
す
る
疑
問
点
お
よ
び
要
望
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
史
料
が
少
な
い
時
代
で
は
あ
る
が
、
の
ち
に
南
王
子
村
に
居
住

す
る
か
わ
た
の
、
中
世
か
ら
南
王
子
村
へ
移
動
す
る
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
、
よ

り
踏
み
込
ん
で
、
具
体
的
に
論
じ
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
著
者
は
第
四
章
の
お
わ
り
に
で
、
天
明
四
年
の
「
申
渡
事
」
に
よ

り
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
が
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
、
そ

れ
は
「
本
源
的
に
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の
変
質
」
だ
と
指
摘
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
は
、
か
わ
た
集
団
が
も
と
も
と
草
場
所
持
に
基
礎
を
置

い
て
い
た
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
二
章
八
五
頁
で
は
、
慶
長
九
年

（
一
六
〇
四
）
段
階
で
の
か
わ
た
の
所
持
高
が
一
六
〇
石
か
ら
一
八
〇
石
あ
っ
た
と

い
う
事
実
も
指
摘
し
て
い
る
。
中
世
段
階
か
ら
南
王
子
村
が
成
立
す
る
ま
で
、
か

わ
た
集
団
は
地
域
で
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
実
態

を
よ
り
詳
細
に
知
り
た
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
朝
尾
氏
は
、
渡
辺
村
の
か
わ
た
は
実
際
に
断
罪
役
を
勤
め
、
屋
敷
地
は

除
地
に
な
っ
て
い
た
が
、
更
池
村
の
か
わ
た
は
百
姓
役
か
ら
は
免
除
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
屋
敷
は
除
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
行
刑
役
や
皮
役

な
ど
の
役
負
担
を
務
め
て
い
な
か
っ
た
王
子
村
の
か
わ
た
の
居
住
地
が
、
な
ぜ
除

地
と
な
っ
た
の
か
。
本
書
の
問
題
関
心
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
点
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
幕
府
が
畿
内
か
わ
た
村
を
ど
の
よ
う
に
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
が

よ
り
明
確
に
な
る
と
考
え
た
。

　

第
二
に
、
本
書
に
登
場
す
る
百
姓
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
を
、
著
者
が
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
論
じ
て
い
る
の
か
が
断
片
的
に
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど

ま
る
た
め
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
と
百
姓
身
分
の
「
家
」
、
か
わ
た
村
と
「
百

姓
村
」
と
の
比
較
が
で
き
ず
、
著
者
が
考
え
る
か
わ
た
の
「
家
」
や
か
わ
た
村
の

特
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
「
家
」
に
つ
い
て
、
第
三
章
一
三
八
頁
で
は
、
「
一
般
に
「
家
の

成
立
」
は
、
家
名
・
家
職
（
家
業
）
・
家
産
の
三
つ
が
セ
ッ
ト
で
跡
を
継
ぐ
息
子
に

相
続
さ
れ
る
体
制
が
整
う
一
七
世
紀
後
半
頃
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
」
と
言
及
し

て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
定
義
は
有
力
な
説
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
百
姓
身
分

の
「
家
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
現
在
も
議
論
の
最
中
に
あ
る
。

　

著
者
の
重
要
な
成
果
の
一
つ
は
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
を
一
軒
一
軒
丁
寧
に

分
析
し
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
解
明
し
た
こ
と
に
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
村
に
関
す
る
研
究
史
を
丁
寧
に
整
理
し
、

そ
の
上
で
著
者
が
考
え
る
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
明

確
に
提
示
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
か
わ
た
身
分
が
形
成
す
る
「
家
」
や
か
わ
た

村
と
ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
差
異
が
あ
る
の
か
を
比
較
し
、
そ
の
成
果
を
今
度
は

家
研
究
や
村
落
史
研
究
な
ど
に
対
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
畑
中
敏
之
氏
に
よ
る
南
王
子
村
研
究
と
の
適
切
な
接
合
に
つ

い
て
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
本
書
の
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
、
当

時
の
南
王
子
村
の
実
態
が
よ
り
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
前
章

で
挙
げ
た
。
だ
が
、
感
覚
的
な
意
見
に
な
る
が
、
本
書
で
は
南
王
子
村
の
百
姓
村

に
近
い
村
と
し
て
の
性
格
が
、
少
し
強
調
し
て
描
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
。

　

た
と
え
ば
、
第
三
章
一
八
四
頁
に
お
い
て
、
無
高
の
者
が
出
作
地
を
購
入
す
る

際
に
代
金
が
用
意
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
著
者
は
高
持
層
の
下
で
小
作
し
て
い

た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
皮
革
業
な
ど
、
か
わ
た
身
分
特
有
の
方

法
で
資
金
調
達
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に
感
じ
た
。
有

力
な
雪
踏
商
人
で
あ
っ
た
五
兵
衛
が
高
の
集
積
を
行
う
な
ど
多
様
な
側
面
が
あ
る

よ
う
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
は
複
合
的
な
生
業
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
多
面
的

な
部
分
を
統
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
や
か
わ
た
村

の
実
態
が
よ
り
確
か
に
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。　

　

今
後
、
著
者
が
十
九
世
紀
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
を
解
明
し
、
畑
中
氏
に
よ

る
南
王
子
村
の
研
究
を
批
判
的
に
検
証
し
、
適
切
に
接
合
す
る
こ
と
で
、
南
王
子

村
に
居
住
し
て
い
た
一
人
一
人
の
姿
や
村
の
全
体
像
が
鮮
明
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
評
者
の
関
心
に
基
づ
き
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
誤
読

や
的
外
れ
な
指
摘
も
あ
る
と
思
う
が
、
著
者
に
は
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。
本
書

が
取
り
上
げ
た
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
研
究
史
上
、
大
変
意
義
が
あ
る
も
の
で

あ
る
。
評
者
自
身
も
本
書
に
大
い
に
学
ん
で
い
き
た
い
。

【
註
】

（
１
）
朝
尾
直
弘
「
幕
藩
制
と
畿
内
の
「
か
わ
た
」
農
民
│
河
内
国
更
池
村
を
中
心
に
」

（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
一
六
〇
号
、
一
九
八
〇
年
、
の
ち
に
『
朝
尾
直
弘

著
作
集
第
七
巻　

身
分
制
社
会
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
。

（
２
）
畑
中
敏
之
『
近
世
村
落
社
会
の
身
分
構
造
』
（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九

〇
年
） 

（
３
）
畑
中
敏
之
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
か
も
が
わ
出
版
、
一

九
九
七
年
）
。

（
４
）
畑
中
敏
之
「
第
三
章　

身
分
を
越
え
る
と
き
│
雪
踏
を
め
ぐ
る
人
び
と
│
」

（
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
前
掲
註
3
）
）
に
五
兵
衛
家

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
雪
踏
職
人
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
戸
石
七
生
「
関
東
に
お
け
る
家
の
成
立
過
程
と
村
│
地
縁
的
・
職
業
的
身
分
共
同
体

と
家
」（
比
較
家
族
史
学
会
監
修
『
家
族
研
究
の
最
前
線
①
家
と
共
同
性
』
日
本
経
済

評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
八
五
頁
註
（
1
）
で
は
、
百
姓
身
分
の
家
の
成
立
過
程
に
つ

い
て
、
経
営
の
安
定
を
重
視
し
た
研
究
、
家
族
形
態
に
重
点
を
置
く
研
究
、
家
の
系
譜

の
連
続
性
を
重
視
し
た
研
究
な
ど
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
研
究
潮
流
が
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番

号
18
J
4
0
0
3
1
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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『近世身分社会の村落構造─泉州南王子村を中心に』〔高垣〕

（
１
）

ぬ
の
せ



　
　
　
は
じ
め
に

　

和
泉
国
泉
郡
南
王
子
村
は
、
か
わ
た
身
分
の
庄
屋
が
支
配
す
る
一
存
立
の
か
わ

た
村
で
あ
り
、
膨
大
な
庄
屋
家
文
書
（
『
奥
田
家
文
書
』
・
『
大
阪
府
南
王
子
村
文

書
』
）
が
残
存
す
る
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
三
田
智
子
氏
（
以
下
、
著
者
）
が
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
提
出
し
た
博

士
論
文
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
成
果
で
あ
り
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
詳
細

に
分
析
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
一
　
本
書
の
概
要

　

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
示
し
た
い
。

　

序
章

　

第
一
章　

泉
州
泉
郡
平
野
部
地
域
に
お
け
る
近
世
村
の
成
立　

　

第
二
章　

南
王
子
村
の
確
立

　

補
論
1　

王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
の
延
宝
検
地
帳
の
検
討

　

第
三
章　

一
八
世
紀
中
期
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造

　

第
四
章　

泉
州
南
王
子
村
に
お
け
る
村
落
構
造
の
変
化

　

第
五
章　

南
王
子
村
の
村
入
用
と
西
教
寺
「
俗
親
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
一
八
世
紀
後
期
か
ら
一
九
世
紀
へ
の
展
望
│

　

第
六
章　

南
王
子
村
の
草
場
と
得
意
場
（
旦
那
場
）
│
一
九
世
紀
を
中
心
に
│

　

補
論
2　

南
王
子
村
に
お
け
る
人
口
増
加
と
出
作
・
小
作

　

終
章

　

つ
ぎ
に
、
本
書
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

序
章
で
は
、
本
書
の
問
題
意
識
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七

〇
年
代
、
南
王
子
村
研
究
は
部
落
史
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
基
礎
的
事
実

の
解
明
が
進
ん
だ
一
方
で
、
南
王
子
村
は
差
別
を
受
け
る
側
、
地
域
社
会
は
差
別

を
行
う
側
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対
し
、
著

者
は
、
塚
田
孝
氏
が
提
示
し
た
身
分
的
周
縁
論
、
お
よ
び
町
田
哲
氏
に
よ
る
村
落

の
内
部
構
造
分
析
の
手
法
に
学
び
、
村
落
運
営
・
村
政
・
諸
生
業
を
介
し
た
村
人

の
関
係
な
ど
、
村
内
の
諸
要
素
と
そ
の
矛
盾
を
有
機
的
に
連
関
さ
せ
る
こ
と
で
南

王
子
村
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の

を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
著
者
は

差
別
│
被
差
別
と
い
う
部
落
史
的
視
点
か
ら
の
脱
却
を
試
み
た
。

　

つ
づ
け
て
、
第
一
章
、
第
二
章
お
よ
び
補
論
１
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
。
こ
れ
ら
の
章
は
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
と
し
て
成
立
す
る
過
程

を
解
明
し
た
一
連
の
章
で
あ
る
た
め
、
内
容
を
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。
こ
こ
で

は
、
次
の
三
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
第
一
に
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
検
地
を
題
材
に
、
畿
内
か
わ
た
村
の

成
立
過
程
に
関
す
る
通
説
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。
後
述
す
る
が
、
従
来
、
検
地

以
前
の
か
わ
た
の
存
在
形
態
つ
い
て
は
、
か
わ
た
が
居
住
し
て
い
た
地
域
を
含
め

「
郷
」
の
単
位
で
検
地
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
わ
た
は
生
活
面
や
行
政

面
な
ど
で
一
つ
の
村
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
「
郷
」
に
属
す
る
か
わ

た
で
あ
っ
た
と
見
通
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者
は
、
泉
郡
平
野
部
地
域

に
お
け
る
検
地
の
実
施
過
程
を
検
討
し
、
検
地
の
単
位
と
な
っ
て
い
た
「
郷
」

は
、
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
単
位
（
行
政
単
位
）
で
あ
り
、
「
郷
」
が

す
べ
て
郷
村
的
結
合
を
指
し
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
「
郷
」
が
集
落
と
村
領
の
形
成
を
規
定
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

論
証
し
た
。

　

第
二
に
、
南
王
子
村
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
出
作
」
の
問
題
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。
出
作
と
は
、
百
姓
が
居
村
外
に
田
畑
を
所
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
泉
郡
の
平
野
部
で
は
、
郷
を
単
位
に
検
地
を
行
っ
た
た
め
、
土

地
の
み
で
戸
口
は
な
い
無
人
の
領
域
が
出
作
と
し
て
把
握
さ
れ
、
年
貢
収
納
は
屋

敷
地
が
あ
る
村
の
庄
屋
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
捌
き
庄
屋
体
制
と

呼
ぶ
。
そ
の
後
も
捌
き
庄
屋
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
正
保
郷
帳
作
成
を
機

に
、
所
持
実
態
に
応
じ
た
状
態
に
戻
す
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
上
泉
郷
出

作
王
子
村
」
と
把
握
さ
れ
た
出
作
村
が
切
り
分
け
ら
れ
、
「
王
子
（
か
わ
た
）
村
」

と
な
り
、
王
子
村
内
に
居
住
す
る
か
わ
た
の
代
表
者
が
年
貢
納
入
の
責
任
を
負
う

村
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
第
二
の
点
と
併
せ
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
村
と
な
っ
た

過
程
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
、
こ
れ
ま
で
代
官
支
配
が
異

な
っ
て
い
た
王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
が
同
領
と
な
っ
た
。
同
領
内
に
王
子
村

が
二
つ
存
在
す
る
と
不
都
合
に
な
る
た
め
、
王
子
（
か
わ
た
）
村
は
南
王
子
村
と
村

名
が
変
更
さ
れ
た
。
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
、
惣
ノ
池
を
め
ぐ
り
、
か
わ
た
か
ら

王
子
（
か
わ
た
）
村
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
に
発
展
し
た
こ
と
を
理
由
に
、

翌
年
、
か
わ
た
が
王
子
村
の
除
地
か
ら
南
王
子
村
の
村
領
へ
移
転
し
た
。
そ
し

て
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
惣
ノ
池
の
樋
元
支
配
権
が
幕
府
の
裁
許
に
よ
り

認
め
ら
れ
、
南
王
子
村
は
再
生
産
可
能
な
一
つ
の
村
と
し
て
完
成
し
た
。

　

つ
づ
く
第
三
章
で
は
、
十
八
世
紀
中
期
に
お
け
る
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
、

村
方
騒
動
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
対
立
構
造
と
い

う
視
点
だ
け
で
な
く
、
村
内
の
「
家
」
に
着
目
し
、
検
討
を
行
っ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
「
家
」
の
あ
り
方
が
非
常
に
特
殊
で
あ
り
、
一
般
に
言
わ
れ
て

い
る
家
名
・
家
職
・
家
産
が
相
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
「
家
」
は
成
立
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
南
王
子
村
に
属
す
る
「
家
」
の
不
安
定
さ
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
か
わ
た
村
で
あ
る
が
ゆ
え
の
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
王
子
村
で
は
人
口

に
比
し
て
村
高
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
常
に
何
ら
か
の
経
済
的
基
盤
を
持

つ
必
要
が
あ
り
、
王
子
村
に
出
作
地
を
所
持
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

宗
門
人
別
帳
に
「
無
高
」
と
記
さ
れ
て
い
る
者
た
ち
で
も
、
出
作
地
を
購
入
し
て

安
定
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
層
と
、
日
々
な
ん
と
か
暮
ら
し
て
い
る
最

下
層
に
二
分
化
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
「
家
」
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
起
き
た
村
方

騒
動
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
従
来
、
村
方
騒
動
の
対
立
構
図
は
、
高
持
対
小
前
・

無
高
と
思
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
「
家
」
と
い
う
視
点
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ

り
、
実
際
に
は
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋
次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構

図
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
は
連
帯

し
て
「
家
」
を
守
り
、
村
高
の
三
分
の
一
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
利

右
衛
門
家
は
一
軒
・
一
軒
の
家
で
見
る
よ
り
も
、
実
態
的
に
は
よ
り
強
い
村
政
上

の
立
場
を
保
持
し
て
い
た
。

　

第
四
章
で
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
南
王
子
村
の
村
落
構
造
に
つ
い
て
、

村
落
内
の
秩
序
を
検
討
す
る
こ
と
で
解
明
し
た
。

　

南
王
子
村
村
内
の
家
数
の
増
加
や
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
起
き
た
千
原
騒

動
に
よ
り
、
村
が
莫
大
な
借
銀
を
負
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
天
明
四
年

に
申
し
渡
さ
れ
た
「
申
渡
事
」
は
、
組
頭
、
借
地
人
・
借
家
人
、
地
主
・
家
主
を

村
政
上
に
位
置
づ
け
る
取
り
決
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
決
め
に
よ
り
高
持
の
組

頭
が
設
定
さ
れ
、
村
政
に
組
頭
を
関
与
さ
せ
る
体
制
に
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
は
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
り
、
草
場
な
ど

の
斃
牛
馬
処
理
に
関
す
る
側
面
は
村
制
上
完
全
に
捨
象
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

天
明
四
年
以
降
、
南
王
子
村
で
は
、
村
高
の
論
理
が
本
源
的
な
か
わ
た
の
論
理
を

優
越
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の

変
質
で
も
あ
り
、
か
わ
た
村
と
し
て
の
究
極
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

　

第
五
章
で
は
、
一
九
世
紀
段
階
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
、
具
体
的
に
は
庄
屋

利
右
衛
門
家
台
頭
の
背
景
を
考
察
す
る
た
め
に
、
十
八
世
紀
中
後
期
に
お
け
る

村
・
村
入
用
・
寺
・
利
右
衛
門
家
の
関
係
と
そ
の
変
化
を
検
討
し
た
。
第
三
章
で

分
析
し
た
寛
延
二
年
の
村
方
騒
動
で
は
、
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋

次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構
図
が
あ
っ
た
が
、
騒
動
後
、
対
立
構
造
が
「
捌
」
と
い

う
形
で
固
定
化
さ
れ
、
両
捌
間
の
日
常
的
な
接
触
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
。
寛
政
十

二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
は
、
両
者
に
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
、
新
た
な
有
力
者
も
登
場

し
、
村
政
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
た
が
、
「
捌
」
が
存
続
し
た
こ
と
に
よ

り
、
村
入
用
は
複
雑
な
割
賦
・
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
両
方
の

「
捌
」
に
高
を
所
持
し
て
い
る
村
人
に
と
っ
て
は
不
透
明
性
が
高
か
っ
た
。

　

ま
た
、
同
章
で
は
、
西
教
寺
と
村
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
解
明
し
た
。
十
八
世

紀
後
期
の
西
教
寺
は
、
本
寺
で
あ
る
福
専
寺
の
弱
体
化
の
た
め
、
住
持
を
安
定
し

て
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
住
持
の
請
人
で
あ
る

「
俗
親
」
を
村
内
に
置
き
、
利
右
衛
門
家
の
者
が
「
俗
親
」
に
な
っ
た
。
利
右
衛

門
家
が
西
教
寺
の
維
持
に
尽
力
し
た
こ
と
で
、
一
九
世
紀
前
期
に
は
利
右
衛
門
家

が
村
政
の
中
心
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
村
に
よ
る
西
教
寺

へ
の
関
与
・
管
理
が
強
ま
っ
た
と
す
る
。

  

第
六
章
で
は
、
十
九
世
紀
を
中
心
と
し
て
、
南
王
子
村
内
部
に
お
け
る
草
場
や
得

意
場
（
旦
那
場
）
の
権
利
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
か

わ
た
村
内
部
に
お
い
て
、
草
場
や
旦
那
場
の
権
利
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
の
か
、
②
南
王
子
村
の
得
意
場
の
再
検
討
、
③
獣
類
買
仲
間
の
取
り
決
め

と
老
牛
屠
殺
問
題
の
三
点
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
、
草
場
は
斃
牛
馬
を
無
償
で
得
る
範
囲
で
あ
り
、
草
場
株

所
有
者
は
村
内
で
「
番
郷
」
と
い
う
集
団
を
形
成
し
た
。
集
団
の
代
表
は
惣
代
と

呼
ば
れ
、
十
九
世
紀
以
降
は
、
ほ
ぼ
特
定
の
四
〜
七
人
程
度
が
惣
代
・
帳
元
（
草
場

株
帳
の
管
理
）
を
担
っ
た
。
惣
代
は
村
の
庄
屋
・
年
寄
と
一
切
重
な
ら
ず
、
村
役
人

の
直
接
的
な
管
理
は
番
郷
内
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
庄
屋
・
年
寄
に
つ
い
て

は
、
草
場
株
所
有
を
制
限
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
番
郷
の
中
心
メ
ン
バ
ー

は
村
制
に
お
け
る
組
頭
で
あ
り
、
一
般
の
株
所
有
者
も
半
数
は
高
持
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
得
意
場
は
日
常
的
な
出
入
り
関
係
で
あ
り
、
村
内
の
無
高
者
が
草
場
の

範
囲
を
割
持
に
し
て
い
た
。
も
と
も
と
得
意
場
は
、
村
全
体
に
よ
る
「
惣
請
」
で

あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
中
期
ま
で
に
個
人
が
出
入
す
る
関
係
が
築
か
れ
た
。
得
意

場
の
村
と
場
の
権
利
を
所
有
す
る
者
と
の
関
係
は
、
第
一
義
的
に
定
期
的
な
出
入

り
に
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
得
意
場
の
村
人
や
村
役
人
か
ら
借
銀
す
る
よ
う
な

関
係
も
構
築
さ
れ
た
。
得
意
場
所
有
者
の
集
団
は
村
内
に
は
存
在
せ
ず
、
他
の
か

わ
た
村
と
の
交
渉
は
南
王
子
村
の
村
役
人
が
あ
た
り
、
村
役
人
に
よ
る
得
意
場
へ

の
緩
や
か
な
管
理
・
監
督
が
行
わ
れ
て
い
た
。
得
意
場
の
所
有
者
は
三
名
を
の
ぞ

き
無
高
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
②
に
つ
い
て
、
十
八
世
紀
以
降
、
雪
踏
稼
ぎ
が
新
た
な
生
業
と
し
て
登

場
し
た
こ
と
で
、
村
内
で
雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
者
た
ち
は
草
場
域
を
独
占
的
な
営
業

の
場
と
し
て
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
南
王
子
村
自
体
も
草
場
の
利
益
を
維

持
す
る
た
め
に
、
他
村
か
ら
の
雪
踏
稼
ぎ
の
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
得
意
場
は
次
第
に
「
稼
場
」
と
し
て
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
権

利
を
持
つ
場
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
実
態
は
、
幕
末
に
至
っ
て
も

得
意
場
の
中
心
的
な
性
格
は
出
入
り
関
係
に
あ
り
、
得
意
場
を
持
た
な
い
村
人
が

雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
場
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と
論
じ
た
。

　

最
後
に
③
に
つ
い
て
、
従
来
、
南
王
子
村
で
は
、
草
場
の
権
益
を
所
有
し
て
い

た
全
員
が
草
場
か
ら
得
ら
れ
た
皮
革
を
加
工
し
、
売
却
し
て
利
益
を
得
て
い
た
。

だ
が
次
第
に
、
特
定
の
者
が
加
工
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
草
場
株
所
有
者

の
な
か
で
死
牛
の
売
買
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
適
正
な
値
付
け
の
た
め
に
獣

類
買
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
獣
類
買
仲
間
は
、
番
郷
惣
代
を
務
め
る
者
か
ら
博
労

の
よ
う
な
ア
ウ
ト
ロ
ー
的
性
格
を
持
つ
者
ま
で
を
含
ん
で
お
り
、
牛
や
皮
革
の
流

通
は
村
内
で
複
雑
化
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
老
牛
屠
殺
の
取
締
は
困
難
を
極
め

て
い
た
。

　

補
論
2
で
は
、
な
ぜ
、
か
わ
た
村
が
都
市
的
な
場
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の

か
、
人
口
増
加
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
、
百
姓
村
の
よ
う
な
家
数
の
制
限
が
基
本
的
に
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
村
内
で
は
人
口
が
増
加
し
、
経
済
的
基
盤
を
外
へ
求
め
る
必
要
が
生

じ
た
。
南
王
子
村
の
人
々
は
、
人
口
が
停
滞
し
て
い
た
周
辺
地
域
の
土
地
を
購
入

し
、
出
作
地
と
し
て
所
持
し
た
り
、
十
九
世
紀
以
降
急
激
に
盛
ん
に
な
っ
た
雪
踏

産
業
な
ど
、
皮
革
や
牛
に
関
わ
る
様
々
な
生
業
を
持
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
南
王
子
村
に
経
済
的
基
盤

が
先
に
あ
り
人
口
が
増
え
た
の
で
は
な
く
、
人
口
が
増
加
し
た
結
果
、
村
人
が
生

計
を
立
て
る
た
め
に
出
作
を
所
持
し
た
り
、
諸
生
業
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
と
主
張
し
た
。

　

終
章
で
は
、
本
書
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
、
南
王
子
村
に
お
け
る
地

縁
的
な
編
成
原
理
と
身
分
的
編
成
原
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
が
、
著
者
は
、
畿
内
か
わ
た
村
の
内
部
構
造
に
お
け
る

二
系
統
の
編
成
原
理
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
畿
内
の
各
か
わ
た
村

に
つ
い
て
、
二
系
統
の
編
成
原
理
の
あ
り
方
以
外
に
も
行
政
的
把
握
、
様
々
な
条

件
面
か
ら
の
動
態
的
な
把
握
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
論
じ
た
。

　
　
二
　
本
書
の
意
義

　

本
章
で
は
、
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

研
究
史
上
、
本
書
が
持
つ
最
も
大
き
な
意
義
は
、
朝
尾
直
弘
氏
に
よ
る
近
世
畿

内
の
か
わ
た
身
分
の
存
立
基
盤
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を

丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
で
批
判
的
に
継
承
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
書
評
に
必
要
な
範
囲
で
朝
尾
氏
の
研
究
を
紹
介
す
る
。
朝
尾
氏
は
、

河
内
国
更
池
村
を
題
材
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
が
、
①
地
縁
的
な
編
成
＝
か
わ

た
村
、
②
身
分
編
成
＝
「
頭
村
」
支
配
と
い
う
二
系
統
の
編
成
原
理
の
も
と
に
存

立
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
た
。

　

ま
ず
、
①
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
。
朝
尾
氏
は
、
文
禄
三
年
の
検

地
の
際
に
作
成
さ
れ
た
更
池
村
の
検
地
帳
の
題
名
が
、
「
河
内
国
丹
北
郡
布
忍
郷

内
更
池
村
御
検
地
帳
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
検
地
以
前
は
更
池
村
を
含
む
布
忍

郡
の
六
ヵ
村
が
一
つ
の
村
（
郷
）
と
な
り
、
生
活
面
で
も
行
政
面
で
も
一
つ
の
ま
と

ま
っ
た
自
治
的
組
織
を
構
成
し
て
い
た
と
見
通
し
た
。
検
地
後
、
旧
来
の
地
域
的

編
成
は
解
体
さ
れ
、
居
住
集
落
の
屋
敷
お
よ
び
零
細
耕
地
へ
の
緊
縛
、
そ
れ
に
と

も
な
い
居
住
集
落
の
属
す
る
村
庄
屋
系
列
へ
編
成
替
え
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、
②
の
「
頭
村
」
支
配
の
成
立
に
つ
い
て
。
近
世
成
立
以
前
、
大
坂
周

辺
は
か
わ
た
の
領
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
領
は
、
行
政
区
分
と
は
異
な

る
、
独
立
し
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
領
域
の
中
で
、
か
わ
た
は
斃
牛
馬
処
理
や
神

事
雑
役
な
ど
キ
ヨ
メ
の
性
質
に
連
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
郡

内
で
は
「
郡
中
惣
皮
田
」
の
よ
う
な
組
織
も
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
行
刑
の
「
役
」
負
担
を
通
じ
て
、
幕
府
は
か
わ
た

を
編
成
し
た
。
渡
辺
村
な
ど
行
刑
役
を
実
際
に
負
担
す
る
村
に
つ
い
て
は
役
負
担

の
体
系
に
直
接
組
み
込
ん
だ
が
、
下
級
雑
務
の
負
担
に
つ
い
て
は
か
わ
た
身
分
の

仲
間
式
法
に
依
存
し
た
。
幕
府
は
か
わ
た
の
集
団
を
、
「
惣
」
的
な
編
成
の
一
端

（
実
際
に
行
刑
役
を
負
担
し
て
い
た
村
）
を
、
領
主
が
「
役
」
＝
除
地
の
体
系
に
組
み

込
む
こ
と
に
よ
り
「
惣
」
全
体
を
支
配
す
る
「
頭
村
」
に
よ
る
編
成
を
行
っ
た
。

　

朝
尾
氏
の
研
究
に
対
し
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
意
義
を
呈
し
て
い
る
。
第
一
章

に
お
い
て
、
文
禄
三
年
に
行
わ
れ
た
検
地
は
「
郷
」
単
位
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
「
郷
」
は
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
行
政
単
位
で
あ
っ
た
と
実
証

し
、
朝
尾
氏
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
の
見
通
し
に
対
し
て
再
考
を
迫
っ
た
。
そ

し
て
、
終
章
に
お
い
て
も
、
朝
尾
氏
が
提
示
し
た
か
わ
た
身
分
の
二
つ
の
存
立
基

盤
に
つ
い
て
、
そ
の
二
つ
の
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
行
政
的
把
握
や
様
々
な
条

件
面
か
ら
、
よ
り
動
態
的
に
か
わ
た
村
を
把
握
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　

朝
尾
氏
が
、
か
わ
た
の
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
著
者
は
か
わ
た
村
を
一
つ
の
「
村
」
と
し
て
捉
え
、
村
の
内
部
構
造
を

詳
細
に
解
明
し
、
村
の
多
様
な
要
素
を
摘
出
し
、
そ
れ
ら
を
連
関
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
か
わ
た
村
の
特
質
を
捉
え
た
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
畿
内
か
わ
た
村
研
究

を
新
た
な
段
階
へ
と
引
き
上
げ
た
こ
と
が
、
本
書
の
最
も
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
第
二
の
意
義
と
し
て
、
畑
中
敏
之
氏
の
研
究
成
果
を
乗
り
越
え
る
こ

と
に
よ
り
、
南
王
子
村
の
実
態
が
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
挙

げ
た
い
。
畑
中
氏
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
南
王
子
村
研
究
を
牽
引
し
た
研
究

者
で
あ
り
、
か
つ
畿
内
の
か
わ
た
村
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
業
績
を
残
し
て
い

る
。
本
書
に
関
わ
る
畑
中
氏
の
研
究
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、

畿
内
か
わ
た
村
に
つ
い
て
三
つ
の
類
型
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ⅰ
型
は
村
高
の

公
認
が
な
く
、
本
村
に
完
全
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
か
わ
た
村
、
Ⅱ
型
は
村
高
が
公

認
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
本
村
に
支
配
を
受
け
る
か
わ
た
村
、
Ⅲ
型
は
村

高
が
公
認
さ
れ
て
お
り
、
本
村
の
支
配
も
受
け
な
い
か
わ
た
村
で
あ
る
。
な
お
、

南
王
子
村
は
Ⅲ
型
に
属
す
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
雪
踏
と
い
う
「
モ
ノ
」
の
生

産
・
流
通
と
い
う
視
点
か
ら
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
解
明
し
、
身
分
制
の
本

質
に
迫
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

畑
中
氏
の
研
究
成
果
に
対
し
、
著
者
は
、
次
の
二
点
で
研
究
を
進
展
さ
せ
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、
畑
中
氏
が
提
示
し
た
畿
内
か
わ
た
村
の
類
型
は
、
本
村
と
か
わ

た
村
と
の
支
配
関
係
の
あ
り
方
か
ら
構
築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
な

ぜ
、
南
王
子
村
が
特
殊
な
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な
っ
た
の
か
な
ど
、
村
と
し
て

の
実
態
的
な
側
面
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

著
者
は
第
一
章
か
ら
補
論
1
に
か
け
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な

る
ま
で
の
過
程
を
実
証
的
に
解
明
し
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
著
者
の

研
究
が
、
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
か
わ
た

村
の
村
と
し
て
の
特
質
を
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
こ
と
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
畑
中
氏
は
南
王
子
村
に
お
け
る
雪
踏
の
生
産
・
流
通
な
ど
、
皮
革
加

工
の
側
面
に
強
く
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
そ
の
た
め
、
南
王
子
村
は
皮
革
加
工
の

村
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者

は
、
南
王
子
村
村
内
の
秩
序
（
村
政
・
村
制
）
レ
ベ
ル
で
は
、
高
所
持
の
原
理
が
重

要
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
、
同
村
が
百
姓
村
に
極
め
て
近
い
イ
メ
ー
ジ
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
と
え
ば
、
畑
中
氏
の
研
究
に
も
登
場
す
る
雪
踏
商

人
と
し
て
有
名
だ
っ
た
五
兵
衛
が
村
高
を
集
積
し
て
い
た
背
景
に
、
南
王
子
村
の

村
落
秩
序
が
高
所
持
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
点
は
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
（
第

四
章
二
四
九
頁
）
。
本
書
で
の
検
討
に
よ
り
、
五
兵
衛
の
雪
踏
商
人
と
し
て
の
側
面

だ
け
で
な
く
、
村
人
と
し
て
の
姿
も
明
ら
か
に
な
り
、
よ
り
五
兵
衛
の
実
態
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
意
義
と
し
て
、
本
書
が
被
差
別
民
の
研
究
史
に
対
し
て
新
た

な
知
見
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
三
章
で
検

討
し
た
南
王
子
村
の
「
家
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
か
わ
た
身
分
の

「
家
」
の
あ
り
方
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
ま

た
、
第
六
章
で
は
南
王
子
村
に
お
け
る
斃
牛
馬
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
作
業
に
よ
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
斃
牛
馬
処

理
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
南
王

子
村
で
は
、
草
場
株
の
所
有
者
集
団
で
あ
る
番
郷
、
番
郷
と
重
複
し
な
が
ら
も
、

死
牛
馬
の
入
札
・
値
付
な
ど
を
行
い
、
皮
革
の
加
工
・
流
通
に
専
門
化
し
つ
つ
あ

る
獣
類
買
仲
間
、
老
牛
馬
屠
殺
の
起
点
と
な
り
得
る
か
わ
た
博
労
の
存
在
な
ど
、

斃
牛
馬
処
理
を
め
ぐ
り
多
様
な
人
々
が
重
層
的
に
介
在
し
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ

と
が
で
き
た
。

　
　
三
　
本
書
の
疑
問
点
お
よ
び
要
望

　

本
章
で
は
、
本
書
に
対
す
る
疑
問
点
お
よ
び
要
望
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
史
料
が
少
な
い
時
代
で
は
あ
る
が
、
の
ち
に
南
王
子
村
に
居
住

す
る
か
わ
た
の
、
中
世
か
ら
南
王
子
村
へ
移
動
す
る
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
、
よ

り
踏
み
込
ん
で
、
具
体
的
に
論
じ
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
著
者
は
第
四
章
の
お
わ
り
に
で
、
天
明
四
年
の
「
申
渡
事
」
に
よ

り
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
が
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
、
そ

れ
は
「
本
源
的
に
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の
変
質
」
だ
と
指
摘
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
は
、
か
わ
た
集
団
が
も
と
も
と
草
場
所
持
に
基
礎
を
置

い
て
い
た
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
二
章
八
五
頁
で
は
、
慶
長
九
年

（
一
六
〇
四
）
段
階
で
の
か
わ
た
の
所
持
高
が
一
六
〇
石
か
ら
一
八
〇
石
あ
っ
た
と

い
う
事
実
も
指
摘
し
て
い
る
。
中
世
段
階
か
ら
南
王
子
村
が
成
立
す
る
ま
で
、
か

わ
た
集
団
は
地
域
で
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
実
態

を
よ
り
詳
細
に
知
り
た
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
朝
尾
氏
は
、
渡
辺
村
の
か
わ
た
は
実
際
に
断
罪
役
を
勤
め
、
屋
敷
地
は

除
地
に
な
っ
て
い
た
が
、
更
池
村
の
か
わ
た
は
百
姓
役
か
ら
は
免
除
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
屋
敷
は
除
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
行
刑
役
や
皮
役

な
ど
の
役
負
担
を
務
め
て
い
な
か
っ
た
王
子
村
の
か
わ
た
の
居
住
地
が
、
な
ぜ
除

地
と
な
っ
た
の
か
。
本
書
の
問
題
関
心
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
点
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
幕
府
が
畿
内
か
わ
た
村
を
ど
の
よ
う
に
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
が

よ
り
明
確
に
な
る
と
考
え
た
。

　

第
二
に
、
本
書
に
登
場
す
る
百
姓
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
を
、
著
者
が
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
論
じ
て
い
る
の
か
が
断
片
的
に
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど

ま
る
た
め
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
と
百
姓
身
分
の
「
家
」
、
か
わ
た
村
と
「
百

姓
村
」
と
の
比
較
が
で
き
ず
、
著
者
が
考
え
る
か
わ
た
の
「
家
」
や
か
わ
た
村
の

特
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
「
家
」
に
つ
い
て
、
第
三
章
一
三
八
頁
で
は
、
「
一
般
に
「
家
の

成
立
」
は
、
家
名
・
家
職
（
家
業
）
・
家
産
の
三
つ
が
セ
ッ
ト
で
跡
を
継
ぐ
息
子
に

相
続
さ
れ
る
体
制
が
整
う
一
七
世
紀
後
半
頃
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
」
と
言
及
し

て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
定
義
は
有
力
な
説
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
百
姓
身
分

の
「
家
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
現
在
も
議
論
の
最
中
に
あ
る
。

　

著
者
の
重
要
な
成
果
の
一
つ
は
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
を
一
軒
一
軒
丁
寧
に

分
析
し
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
解
明
し
た
こ
と
に
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
村
に
関
す
る
研
究
史
を
丁
寧
に
整
理
し
、

そ
の
上
で
著
者
が
考
え
る
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
明

確
に
提
示
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
か
わ
た
身
分
が
形
成
す
る
「
家
」
や
か
わ
た

村
と
ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
差
異
が
あ
る
の
か
を
比
較
し
、
そ
の
成
果
を
今
度
は

家
研
究
や
村
落
史
研
究
な
ど
に
対
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
畑
中
敏
之
氏
に
よ
る
南
王
子
村
研
究
と
の
適
切
な
接
合
に
つ

い
て
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
本
書
の
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
、
当

時
の
南
王
子
村
の
実
態
が
よ
り
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
前
章

で
挙
げ
た
。
だ
が
、
感
覚
的
な
意
見
に
な
る
が
、
本
書
で
は
南
王
子
村
の
百
姓
村

に
近
い
村
と
し
て
の
性
格
が
、
少
し
強
調
し
て
描
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
。

　

た
と
え
ば
、
第
三
章
一
八
四
頁
に
お
い
て
、
無
高
の
者
が
出
作
地
を
購
入
す
る

際
に
代
金
が
用
意
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
著
者
は
高
持
層
の
下
で
小
作
し
て
い

た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
皮
革
業
な
ど
、
か
わ
た
身
分
特
有
の
方

法
で
資
金
調
達
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に
感
じ
た
。
有

力
な
雪
踏
商
人
で
あ
っ
た
五
兵
衛
が
高
の
集
積
を
行
う
な
ど
多
様
な
側
面
が
あ
る

よ
う
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
は
複
合
的
な
生
業
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
多
面
的

な
部
分
を
統
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
や
か
わ
た
村

の
実
態
が
よ
り
確
か
に
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。　

　

今
後
、
著
者
が
十
九
世
紀
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
を
解
明
し
、
畑
中
氏
に
よ

る
南
王
子
村
の
研
究
を
批
判
的
に
検
証
し
、
適
切
に
接
合
す
る
こ
と
で
、
南
王
子

村
に
居
住
し
て
い
た
一
人
一
人
の
姿
や
村
の
全
体
像
が
鮮
明
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
評
者
の
関
心
に
基
づ
き
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
誤
読

や
的
外
れ
な
指
摘
も
あ
る
と
思
う
が
、
著
者
に
は
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。
本
書

が
取
り
上
げ
た
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
研
究
史
上
、
大
変
意
義
が
あ
る
も
の
で

あ
る
。
評
者
自
身
も
本
書
に
大
い
に
学
ん
で
い
き
た
い
。

【
註
】

（
１
）
朝
尾
直
弘
「
幕
藩
制
と
畿
内
の
「
か
わ
た
」
農
民
│
河
内
国
更
池
村
を
中
心
に
」

（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
一
六
〇
号
、
一
九
八
〇
年
、
の
ち
に
『
朝
尾
直
弘

著
作
集
第
七
巻　

身
分
制
社
会
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
。

（
２
）
畑
中
敏
之
『
近
世
村
落
社
会
の
身
分
構
造
』
（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九

〇
年
） 

（
３
）
畑
中
敏
之
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
か
も
が
わ
出
版
、
一

九
九
七
年
）
。

（
４
）
畑
中
敏
之
「
第
三
章　

身
分
を
越
え
る
と
き
│
雪
踏
を
め
ぐ
る
人
び
と
│
」

（
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
前
掲
註
3
）
）
に
五
兵
衛
家

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
雪
踏
職
人
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
戸
石
七
生
「
関
東
に
お
け
る
家
の
成
立
過
程
と
村
│
地
縁
的
・
職
業
的
身
分
共
同
体

と
家
」（
比
較
家
族
史
学
会
監
修
『
家
族
研
究
の
最
前
線
①
家
と
共
同
性
』
日
本
経
済

評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
八
五
頁
註
（
1
）
で
は
、
百
姓
身
分
の
家
の
成
立
過
程
に
つ

い
て
、
経
営
の
安
定
を
重
視
し
た
研
究
、
家
族
形
態
に
重
点
を
置
く
研
究
、
家
の
系
譜

の
連
続
性
を
重
視
し
た
研
究
な
ど
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
研
究
潮
流
が
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番

号
18
J
4
0
0
3
1
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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書　評

（
２
）

（
３
）

（
４
）



　
　
　
は
じ
め
に

　

和
泉
国
泉
郡
南
王
子
村
は
、
か
わ
た
身
分
の
庄
屋
が
支
配
す
る
一
存
立
の
か
わ

た
村
で
あ
り
、
膨
大
な
庄
屋
家
文
書
（
『
奥
田
家
文
書
』
・
『
大
阪
府
南
王
子
村
文

書
』
）
が
残
存
す
る
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
三
田
智
子
氏
（
以
下
、
著
者
）
が
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
提
出
し
た
博

士
論
文
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
成
果
で
あ
り
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
詳
細

に
分
析
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
一
　
本
書
の
概
要

　

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
示
し
た
い
。

　

序
章

　

第
一
章　

泉
州
泉
郡
平
野
部
地
域
に
お
け
る
近
世
村
の
成
立　

　

第
二
章　

南
王
子
村
の
確
立

　

補
論
1　

王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
の
延
宝
検
地
帳
の
検
討

　

第
三
章　

一
八
世
紀
中
期
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造

　

第
四
章　

泉
州
南
王
子
村
に
お
け
る
村
落
構
造
の
変
化

　

第
五
章　

南
王
子
村
の
村
入
用
と
西
教
寺
「
俗
親
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
一
八
世
紀
後
期
か
ら
一
九
世
紀
へ
の
展
望
│

　

第
六
章　

南
王
子
村
の
草
場
と
得
意
場
（
旦
那
場
）
│
一
九
世
紀
を
中
心
に
│

　

補
論
2　

南
王
子
村
に
お
け
る
人
口
増
加
と
出
作
・
小
作

　

終
章

　

つ
ぎ
に
、
本
書
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

序
章
で
は
、
本
書
の
問
題
意
識
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七

〇
年
代
、
南
王
子
村
研
究
は
部
落
史
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
基
礎
的
事
実

の
解
明
が
進
ん
だ
一
方
で
、
南
王
子
村
は
差
別
を
受
け
る
側
、
地
域
社
会
は
差
別

を
行
う
側
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対
し
、
著

者
は
、
塚
田
孝
氏
が
提
示
し
た
身
分
的
周
縁
論
、
お
よ
び
町
田
哲
氏
に
よ
る
村
落

の
内
部
構
造
分
析
の
手
法
に
学
び
、
村
落
運
営
・
村
政
・
諸
生
業
を
介
し
た
村
人

の
関
係
な
ど
、
村
内
の
諸
要
素
と
そ
の
矛
盾
を
有
機
的
に
連
関
さ
せ
る
こ
と
で
南

王
子
村
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の

を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
著
者
は

差
別
│
被
差
別
と
い
う
部
落
史
的
視
点
か
ら
の
脱
却
を
試
み
た
。

　

つ
づ
け
て
、
第
一
章
、
第
二
章
お
よ
び
補
論
１
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
。
こ
れ
ら
の
章
は
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
と
し
て
成
立
す
る
過
程

を
解
明
し
た
一
連
の
章
で
あ
る
た
め
、
内
容
を
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。
こ
こ
で

は
、
次
の
三
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
第
一
に
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
検
地
を
題
材
に
、
畿
内
か
わ
た
村
の

成
立
過
程
に
関
す
る
通
説
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。
後
述
す
る
が
、
従
来
、
検
地

以
前
の
か
わ
た
の
存
在
形
態
つ
い
て
は
、
か
わ
た
が
居
住
し
て
い
た
地
域
を
含
め

「
郷
」
の
単
位
で
検
地
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
わ
た
は
生
活
面
や
行
政

面
な
ど
で
一
つ
の
村
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
「
郷
」
に
属
す
る
か
わ

た
で
あ
っ
た
と
見
通
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者
は
、
泉
郡
平
野
部
地
域

に
お
け
る
検
地
の
実
施
過
程
を
検
討
し
、
検
地
の
単
位
と
な
っ
て
い
た
「
郷
」

は
、
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
単
位
（
行
政
単
位
）
で
あ
り
、
「
郷
」
が

す
べ
て
郷
村
的
結
合
を
指
し
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
「
郷
」
が
集
落
と
村
領
の
形
成
を
規
定
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

論
証
し
た
。

　

第
二
に
、
南
王
子
村
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
出
作
」
の
問
題
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。
出
作
と
は
、
百
姓
が
居
村
外
に
田
畑
を
所
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
泉
郡
の
平
野
部
で
は
、
郷
を
単
位
に
検
地
を
行
っ
た
た
め
、
土

地
の
み
で
戸
口
は
な
い
無
人
の
領
域
が
出
作
と
し
て
把
握
さ
れ
、
年
貢
収
納
は
屋

敷
地
が
あ
る
村
の
庄
屋
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
捌
き
庄
屋
体
制
と

呼
ぶ
。
そ
の
後
も
捌
き
庄
屋
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
正
保
郷
帳
作
成
を
機

に
、
所
持
実
態
に
応
じ
た
状
態
に
戻
す
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
上
泉
郷
出

作
王
子
村
」
と
把
握
さ
れ
た
出
作
村
が
切
り
分
け
ら
れ
、
「
王
子
（
か
わ
た
）
村
」

と
な
り
、
王
子
村
内
に
居
住
す
る
か
わ
た
の
代
表
者
が
年
貢
納
入
の
責
任
を
負
う

村
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
第
二
の
点
と
併
せ
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
村
と
な
っ
た

過
程
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
、
こ
れ
ま
で
代
官
支
配
が
異

な
っ
て
い
た
王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
が
同
領
と
な
っ
た
。
同
領
内
に
王
子
村

が
二
つ
存
在
す
る
と
不
都
合
に
な
る
た
め
、
王
子
（
か
わ
た
）
村
は
南
王
子
村
と
村

名
が
変
更
さ
れ
た
。
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
、
惣
ノ
池
を
め
ぐ
り
、
か
わ
た
か
ら

王
子
（
か
わ
た
）
村
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
に
発
展
し
た
こ
と
を
理
由
に
、

翌
年
、
か
わ
た
が
王
子
村
の
除
地
か
ら
南
王
子
村
の
村
領
へ
移
転
し
た
。
そ
し

て
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
惣
ノ
池
の
樋
元
支
配
権
が
幕
府
の
裁
許
に
よ
り

認
め
ら
れ
、
南
王
子
村
は
再
生
産
可
能
な
一
つ
の
村
と
し
て
完
成
し
た
。

　

つ
づ
く
第
三
章
で
は
、
十
八
世
紀
中
期
に
お
け
る
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
、

村
方
騒
動
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
対
立
構
造
と
い

う
視
点
だ
け
で
な
く
、
村
内
の
「
家
」
に
着
目
し
、
検
討
を
行
っ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
「
家
」
の
あ
り
方
が
非
常
に
特
殊
で
あ
り
、
一
般
に
言
わ
れ
て

い
る
家
名
・
家
職
・
家
産
が
相
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
「
家
」
は
成
立
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
南
王
子
村
に
属
す
る
「
家
」
の
不
安
定
さ
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
か
わ
た
村
で
あ
る
が
ゆ
え
の
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
王
子
村
で
は
人
口

に
比
し
て
村
高
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
常
に
何
ら
か
の
経
済
的
基
盤
を
持

つ
必
要
が
あ
り
、
王
子
村
に
出
作
地
を
所
持
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

宗
門
人
別
帳
に
「
無
高
」
と
記
さ
れ
て
い
る
者
た
ち
で
も
、
出
作
地
を
購
入
し
て

安
定
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
層
と
、
日
々
な
ん
と
か
暮
ら
し
て
い
る
最

下
層
に
二
分
化
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
「
家
」
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
起
き
た
村
方

騒
動
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
従
来
、
村
方
騒
動
の
対
立
構
図
は
、
高
持
対
小
前
・

無
高
と
思
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
「
家
」
と
い
う
視
点
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ

り
、
実
際
に
は
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋
次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構

図
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
は
連
帯

し
て
「
家
」
を
守
り
、
村
高
の
三
分
の
一
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
利

右
衛
門
家
は
一
軒
・
一
軒
の
家
で
見
る
よ
り
も
、
実
態
的
に
は
よ
り
強
い
村
政
上

の
立
場
を
保
持
し
て
い
た
。

　

第
四
章
で
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
南
王
子
村
の
村
落
構
造
に
つ
い
て
、

村
落
内
の
秩
序
を
検
討
す
る
こ
と
で
解
明
し
た
。

　

南
王
子
村
村
内
の
家
数
の
増
加
や
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
起
き
た
千
原
騒

動
に
よ
り
、
村
が
莫
大
な
借
銀
を
負
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
天
明
四
年

に
申
し
渡
さ
れ
た
「
申
渡
事
」
は
、
組
頭
、
借
地
人
・
借
家
人
、
地
主
・
家
主
を

村
政
上
に
位
置
づ
け
る
取
り
決
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
決
め
に
よ
り
高
持
の
組

頭
が
設
定
さ
れ
、
村
政
に
組
頭
を
関
与
さ
せ
る
体
制
に
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
は
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
り
、
草
場
な
ど

の
斃
牛
馬
処
理
に
関
す
る
側
面
は
村
制
上
完
全
に
捨
象
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

天
明
四
年
以
降
、
南
王
子
村
で
は
、
村
高
の
論
理
が
本
源
的
な
か
わ
た
の
論
理
を

優
越
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の

変
質
で
も
あ
り
、
か
わ
た
村
と
し
て
の
究
極
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

　

第
五
章
で
は
、
一
九
世
紀
段
階
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
、
具
体
的
に
は
庄
屋

利
右
衛
門
家
台
頭
の
背
景
を
考
察
す
る
た
め
に
、
十
八
世
紀
中
後
期
に
お
け
る

村
・
村
入
用
・
寺
・
利
右
衛
門
家
の
関
係
と
そ
の
変
化
を
検
討
し
た
。
第
三
章
で

分
析
し
た
寛
延
二
年
の
村
方
騒
動
で
は
、
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋

次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構
図
が
あ
っ
た
が
、
騒
動
後
、
対
立
構
造
が
「
捌
」
と
い

う
形
で
固
定
化
さ
れ
、
両
捌
間
の
日
常
的
な
接
触
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
。
寛
政
十

二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
は
、
両
者
に
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
、
新
た
な
有
力
者
も
登
場

し
、
村
政
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
た
が
、
「
捌
」
が
存
続
し
た
こ
と
に
よ

り
、
村
入
用
は
複
雑
な
割
賦
・
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
両
方
の

「
捌
」
に
高
を
所
持
し
て
い
る
村
人
に
と
っ
て
は
不
透
明
性
が
高
か
っ
た
。

　

ま
た
、
同
章
で
は
、
西
教
寺
と
村
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
解
明
し
た
。
十
八
世

紀
後
期
の
西
教
寺
は
、
本
寺
で
あ
る
福
専
寺
の
弱
体
化
の
た
め
、
住
持
を
安
定
し

て
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
住
持
の
請
人
で
あ
る

「
俗
親
」
を
村
内
に
置
き
、
利
右
衛
門
家
の
者
が
「
俗
親
」
に
な
っ
た
。
利
右
衛

門
家
が
西
教
寺
の
維
持
に
尽
力
し
た
こ
と
で
、
一
九
世
紀
前
期
に
は
利
右
衛
門
家

が
村
政
の
中
心
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
村
に
よ
る
西
教
寺

へ
の
関
与
・
管
理
が
強
ま
っ
た
と
す
る
。

  

第
六
章
で
は
、
十
九
世
紀
を
中
心
と
し
て
、
南
王
子
村
内
部
に
お
け
る
草
場
や
得

意
場
（
旦
那
場
）
の
権
利
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
か

わ
た
村
内
部
に
お
い
て
、
草
場
や
旦
那
場
の
権
利
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
の
か
、
②
南
王
子
村
の
得
意
場
の
再
検
討
、
③
獣
類
買
仲
間
の
取
り
決
め

と
老
牛
屠
殺
問
題
の
三
点
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
、
草
場
は
斃
牛
馬
を
無
償
で
得
る
範
囲
で
あ
り
、
草
場
株

所
有
者
は
村
内
で
「
番
郷
」
と
い
う
集
団
を
形
成
し
た
。
集
団
の
代
表
は
惣
代
と

呼
ば
れ
、
十
九
世
紀
以
降
は
、
ほ
ぼ
特
定
の
四
〜
七
人
程
度
が
惣
代
・
帳
元
（
草
場

株
帳
の
管
理
）
を
担
っ
た
。
惣
代
は
村
の
庄
屋
・
年
寄
と
一
切
重
な
ら
ず
、
村
役
人

の
直
接
的
な
管
理
は
番
郷
内
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
庄
屋
・
年
寄
に
つ
い
て

は
、
草
場
株
所
有
を
制
限
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
番
郷
の
中
心
メ
ン
バ
ー

は
村
制
に
お
け
る
組
頭
で
あ
り
、
一
般
の
株
所
有
者
も
半
数
は
高
持
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
得
意
場
は
日
常
的
な
出
入
り
関
係
で
あ
り
、
村
内
の
無
高
者
が
草
場
の

範
囲
を
割
持
に
し
て
い
た
。
も
と
も
と
得
意
場
は
、
村
全
体
に
よ
る
「
惣
請
」
で

あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
中
期
ま
で
に
個
人
が
出
入
す
る
関
係
が
築
か
れ
た
。
得
意

場
の
村
と
場
の
権
利
を
所
有
す
る
者
と
の
関
係
は
、
第
一
義
的
に
定
期
的
な
出
入

り
に
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
得
意
場
の
村
人
や
村
役
人
か
ら
借
銀
す
る
よ
う
な

関
係
も
構
築
さ
れ
た
。
得
意
場
所
有
者
の
集
団
は
村
内
に
は
存
在
せ
ず
、
他
の
か

わ
た
村
と
の
交
渉
は
南
王
子
村
の
村
役
人
が
あ
た
り
、
村
役
人
に
よ
る
得
意
場
へ

の
緩
や
か
な
管
理
・
監
督
が
行
わ
れ
て
い
た
。
得
意
場
の
所
有
者
は
三
名
を
の
ぞ

き
無
高
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
②
に
つ
い
て
、
十
八
世
紀
以
降
、
雪
踏
稼
ぎ
が
新
た
な
生
業
と
し
て
登

場
し
た
こ
と
で
、
村
内
で
雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
者
た
ち
は
草
場
域
を
独
占
的
な
営
業

の
場
と
し
て
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
南
王
子
村
自
体
も
草
場
の
利
益
を
維

持
す
る
た
め
に
、
他
村
か
ら
の
雪
踏
稼
ぎ
の
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
得
意
場
は
次
第
に
「
稼
場
」
と
し
て
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
権

利
を
持
つ
場
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
実
態
は
、
幕
末
に
至
っ
て
も

得
意
場
の
中
心
的
な
性
格
は
出
入
り
関
係
に
あ
り
、
得
意
場
を
持
た
な
い
村
人
が

雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
場
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と
論
じ
た
。

　

最
後
に
③
に
つ
い
て
、
従
来
、
南
王
子
村
で
は
、
草
場
の
権
益
を
所
有
し
て
い

た
全
員
が
草
場
か
ら
得
ら
れ
た
皮
革
を
加
工
し
、
売
却
し
て
利
益
を
得
て
い
た
。

だ
が
次
第
に
、
特
定
の
者
が
加
工
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
草
場
株
所
有
者

の
な
か
で
死
牛
の
売
買
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
適
正
な
値
付
け
の
た
め
に
獣

類
買
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
獣
類
買
仲
間
は
、
番
郷
惣
代
を
務
め
る
者
か
ら
博
労

の
よ
う
な
ア
ウ
ト
ロ
ー
的
性
格
を
持
つ
者
ま
で
を
含
ん
で
お
り
、
牛
や
皮
革
の
流

通
は
村
内
で
複
雑
化
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
老
牛
屠
殺
の
取
締
は
困
難
を
極
め

て
い
た
。

　

補
論
2
で
は
、
な
ぜ
、
か
わ
た
村
が
都
市
的
な
場
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の

か
、
人
口
増
加
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
、
百
姓
村
の
よ
う
な
家
数
の
制
限
が
基
本
的
に
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
村
内
で
は
人
口
が
増
加
し
、
経
済
的
基
盤
を
外
へ
求
め
る
必
要
が
生

じ
た
。
南
王
子
村
の
人
々
は
、
人
口
が
停
滞
し
て
い
た
周
辺
地
域
の
土
地
を
購
入

し
、
出
作
地
と
し
て
所
持
し
た
り
、
十
九
世
紀
以
降
急
激
に
盛
ん
に
な
っ
た
雪
踏

産
業
な
ど
、
皮
革
や
牛
に
関
わ
る
様
々
な
生
業
を
持
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
南
王
子
村
に
経
済
的
基
盤

が
先
に
あ
り
人
口
が
増
え
た
の
で
は
な
く
、
人
口
が
増
加
し
た
結
果
、
村
人
が
生

計
を
立
て
る
た
め
に
出
作
を
所
持
し
た
り
、
諸
生
業
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
と
主
張
し
た
。

　

終
章
で
は
、
本
書
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
、
南
王
子
村
に
お
け
る
地

縁
的
な
編
成
原
理
と
身
分
的
編
成
原
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
が
、
著
者
は
、
畿
内
か
わ
た
村
の
内
部
構
造
に
お
け
る

二
系
統
の
編
成
原
理
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
畿
内
の
各
か
わ
た
村

に
つ
い
て
、
二
系
統
の
編
成
原
理
の
あ
り
方
以
外
に
も
行
政
的
把
握
、
様
々
な
条

件
面
か
ら
の
動
態
的
な
把
握
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
論
じ
た
。

　
　
二
　
本
書
の
意
義

　

本
章
で
は
、
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

研
究
史
上
、
本
書
が
持
つ
最
も
大
き
な
意
義
は
、
朝
尾
直
弘
氏
に
よ
る
近
世
畿

内
の
か
わ
た
身
分
の
存
立
基
盤
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を

丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
で
批
判
的
に
継
承
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
書
評
に
必
要
な
範
囲
で
朝
尾
氏
の
研
究
を
紹
介
す
る
。
朝
尾
氏
は
、

河
内
国
更
池
村
を
題
材
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
が
、
①
地
縁
的
な
編
成
＝
か
わ

た
村
、
②
身
分
編
成
＝
「
頭
村
」
支
配
と
い
う
二
系
統
の
編
成
原
理
の
も
と
に
存

立
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
た
。

　

ま
ず
、
①
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
。
朝
尾
氏
は
、
文
禄
三
年
の
検

地
の
際
に
作
成
さ
れ
た
更
池
村
の
検
地
帳
の
題
名
が
、
「
河
内
国
丹
北
郡
布
忍
郷

内
更
池
村
御
検
地
帳
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
検
地
以
前
は
更
池
村
を
含
む
布
忍

郡
の
六
ヵ
村
が
一
つ
の
村
（
郷
）
と
な
り
、
生
活
面
で
も
行
政
面
で
も
一
つ
の
ま
と

ま
っ
た
自
治
的
組
織
を
構
成
し
て
い
た
と
見
通
し
た
。
検
地
後
、
旧
来
の
地
域
的

編
成
は
解
体
さ
れ
、
居
住
集
落
の
屋
敷
お
よ
び
零
細
耕
地
へ
の
緊
縛
、
そ
れ
に
と

も
な
い
居
住
集
落
の
属
す
る
村
庄
屋
系
列
へ
編
成
替
え
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、
②
の
「
頭
村
」
支
配
の
成
立
に
つ
い
て
。
近
世
成
立
以
前
、
大
坂
周

辺
は
か
わ
た
の
領
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
領
は
、
行
政
区
分
と
は
異
な

る
、
独
立
し
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
領
域
の
中
で
、
か
わ
た
は
斃
牛
馬
処
理
や
神

事
雑
役
な
ど
キ
ヨ
メ
の
性
質
に
連
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
郡

内
で
は
「
郡
中
惣
皮
田
」
の
よ
う
な
組
織
も
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
行
刑
の
「
役
」
負
担
を
通
じ
て
、
幕
府
は
か
わ
た

を
編
成
し
た
。
渡
辺
村
な
ど
行
刑
役
を
実
際
に
負
担
す
る
村
に
つ
い
て
は
役
負
担

の
体
系
に
直
接
組
み
込
ん
だ
が
、
下
級
雑
務
の
負
担
に
つ
い
て
は
か
わ
た
身
分
の

仲
間
式
法
に
依
存
し
た
。
幕
府
は
か
わ
た
の
集
団
を
、
「
惣
」
的
な
編
成
の
一
端

（
実
際
に
行
刑
役
を
負
担
し
て
い
た
村
）
を
、
領
主
が
「
役
」
＝
除
地
の
体
系
に
組
み

込
む
こ
と
に
よ
り
「
惣
」
全
体
を
支
配
す
る
「
頭
村
」
に
よ
る
編
成
を
行
っ
た
。

　

朝
尾
氏
の
研
究
に
対
し
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
意
義
を
呈
し
て
い
る
。
第
一
章

に
お
い
て
、
文
禄
三
年
に
行
わ
れ
た
検
地
は
「
郷
」
単
位
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
「
郷
」
は
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
行
政
単
位
で
あ
っ
た
と
実
証

し
、
朝
尾
氏
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
の
見
通
し
に
対
し
て
再
考
を
迫
っ
た
。
そ

し
て
、
終
章
に
お
い
て
も
、
朝
尾
氏
が
提
示
し
た
か
わ
た
身
分
の
二
つ
の
存
立
基

盤
に
つ
い
て
、
そ
の
二
つ
の
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
行
政
的
把
握
や
様
々
な
条

件
面
か
ら
、
よ
り
動
態
的
に
か
わ
た
村
を
把
握
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　

朝
尾
氏
が
、
か
わ
た
の
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
著
者
は
か
わ
た
村
を
一
つ
の
「
村
」
と
し
て
捉
え
、
村
の
内
部
構
造
を

詳
細
に
解
明
し
、
村
の
多
様
な
要
素
を
摘
出
し
、
そ
れ
ら
を
連
関
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
か
わ
た
村
の
特
質
を
捉
え
た
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
畿
内
か
わ
た
村
研
究

を
新
た
な
段
階
へ
と
引
き
上
げ
た
こ
と
が
、
本
書
の
最
も
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
第
二
の
意
義
と
し
て
、
畑
中
敏
之
氏
の
研
究
成
果
を
乗
り
越
え
る
こ

と
に
よ
り
、
南
王
子
村
の
実
態
が
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
挙

げ
た
い
。
畑
中
氏
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
南
王
子
村
研
究
を
牽
引
し
た
研
究

者
で
あ
り
、
か
つ
畿
内
の
か
わ
た
村
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
業
績
を
残
し
て
い

る
。
本
書
に
関
わ
る
畑
中
氏
の
研
究
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、

畿
内
か
わ
た
村
に
つ
い
て
三
つ
の
類
型
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ⅰ
型
は
村
高
の

公
認
が
な
く
、
本
村
に
完
全
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
か
わ
た
村
、
Ⅱ
型
は
村
高
が
公

認
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
本
村
に
支
配
を
受
け
る
か
わ
た
村
、
Ⅲ
型
は
村

高
が
公
認
さ
れ
て
お
り
、
本
村
の
支
配
も
受
け
な
い
か
わ
た
村
で
あ
る
。
な
お
、

南
王
子
村
は
Ⅲ
型
に
属
す
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
雪
踏
と
い
う
「
モ
ノ
」
の
生

産
・
流
通
と
い
う
視
点
か
ら
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
解
明
し
、
身
分
制
の
本

質
に
迫
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

畑
中
氏
の
研
究
成
果
に
対
し
、
著
者
は
、
次
の
二
点
で
研
究
を
進
展
さ
せ
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、
畑
中
氏
が
提
示
し
た
畿
内
か
わ
た
村
の
類
型
は
、
本
村
と
か
わ

た
村
と
の
支
配
関
係
の
あ
り
方
か
ら
構
築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
な

ぜ
、
南
王
子
村
が
特
殊
な
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な
っ
た
の
か
な
ど
、
村
と
し
て

の
実
態
的
な
側
面
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

著
者
は
第
一
章
か
ら
補
論
1
に
か
け
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な

る
ま
で
の
過
程
を
実
証
的
に
解
明
し
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
著
者
の

研
究
が
、
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
か
わ
た

村
の
村
と
し
て
の
特
質
を
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
こ
と
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
畑
中
氏
は
南
王
子
村
に
お
け
る
雪
踏
の
生
産
・
流
通
な
ど
、
皮
革
加

工
の
側
面
に
強
く
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
そ
の
た
め
、
南
王
子
村
は
皮
革
加
工
の

村
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者

は
、
南
王
子
村
村
内
の
秩
序
（
村
政
・
村
制
）
レ
ベ
ル
で
は
、
高
所
持
の
原
理
が
重

要
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
、
同
村
が
百
姓
村
に
極
め
て
近
い
イ
メ
ー
ジ
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
と
え
ば
、
畑
中
氏
の
研
究
に
も
登
場
す
る
雪
踏
商

人
と
し
て
有
名
だ
っ
た
五
兵
衛
が
村
高
を
集
積
し
て
い
た
背
景
に
、
南
王
子
村
の

村
落
秩
序
が
高
所
持
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
点
は
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
（
第

四
章
二
四
九
頁
）
。
本
書
で
の
検
討
に
よ
り
、
五
兵
衛
の
雪
踏
商
人
と
し
て
の
側
面

だ
け
で
な
く
、
村
人
と
し
て
の
姿
も
明
ら
か
に
な
り
、
よ
り
五
兵
衛
の
実
態
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
意
義
と
し
て
、
本
書
が
被
差
別
民
の
研
究
史
に
対
し
て
新
た

な
知
見
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
三
章
で
検

討
し
た
南
王
子
村
の
「
家
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
か
わ
た
身
分
の

「
家
」
の
あ
り
方
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
ま

た
、
第
六
章
で
は
南
王
子
村
に
お
け
る
斃
牛
馬
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
作
業
に
よ
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
斃
牛
馬
処

理
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
南
王

子
村
で
は
、
草
場
株
の
所
有
者
集
団
で
あ
る
番
郷
、
番
郷
と
重
複
し
な
が
ら
も
、

死
牛
馬
の
入
札
・
値
付
な
ど
を
行
い
、
皮
革
の
加
工
・
流
通
に
専
門
化
し
つ
つ
あ

る
獣
類
買
仲
間
、
老
牛
馬
屠
殺
の
起
点
と
な
り
得
る
か
わ
た
博
労
の
存
在
な
ど
、

斃
牛
馬
処
理
を
め
ぐ
り
多
様
な
人
々
が
重
層
的
に
介
在
し
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ

と
が
で
き
た
。

　
　
三
　
本
書
の
疑
問
点
お
よ
び
要
望

　

本
章
で
は
、
本
書
に
対
す
る
疑
問
点
お
よ
び
要
望
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
史
料
が
少
な
い
時
代
で
は
あ
る
が
、
の
ち
に
南
王
子
村
に
居
住

す
る
か
わ
た
の
、
中
世
か
ら
南
王
子
村
へ
移
動
す
る
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
、
よ

り
踏
み
込
ん
で
、
具
体
的
に
論
じ
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
著
者
は
第
四
章
の
お
わ
り
に
で
、
天
明
四
年
の
「
申
渡
事
」
に
よ

り
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
が
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
、
そ

れ
は
「
本
源
的
に
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の
変
質
」
だ
と
指
摘
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
は
、
か
わ
た
集
団
が
も
と
も
と
草
場
所
持
に
基
礎
を
置

い
て
い
た
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
二
章
八
五
頁
で
は
、
慶
長
九
年

（
一
六
〇
四
）
段
階
で
の
か
わ
た
の
所
持
高
が
一
六
〇
石
か
ら
一
八
〇
石
あ
っ
た
と

い
う
事
実
も
指
摘
し
て
い
る
。
中
世
段
階
か
ら
南
王
子
村
が
成
立
す
る
ま
で
、
か

わ
た
集
団
は
地
域
で
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
実
態

を
よ
り
詳
細
に
知
り
た
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
朝
尾
氏
は
、
渡
辺
村
の
か
わ
た
は
実
際
に
断
罪
役
を
勤
め
、
屋
敷
地
は

除
地
に
な
っ
て
い
た
が
、
更
池
村
の
か
わ
た
は
百
姓
役
か
ら
は
免
除
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
屋
敷
は
除
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
行
刑
役
や
皮
役

な
ど
の
役
負
担
を
務
め
て
い
な
か
っ
た
王
子
村
の
か
わ
た
の
居
住
地
が
、
な
ぜ
除

地
と
な
っ
た
の
か
。
本
書
の
問
題
関
心
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
点
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
幕
府
が
畿
内
か
わ
た
村
を
ど
の
よ
う
に
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
が

よ
り
明
確
に
な
る
と
考
え
た
。

　

第
二
に
、
本
書
に
登
場
す
る
百
姓
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
を
、
著
者
が
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
論
じ
て
い
る
の
か
が
断
片
的
に
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど

ま
る
た
め
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
と
百
姓
身
分
の
「
家
」
、
か
わ
た
村
と
「
百

姓
村
」
と
の
比
較
が
で
き
ず
、
著
者
が
考
え
る
か
わ
た
の
「
家
」
や
か
わ
た
村
の

特
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
「
家
」
に
つ
い
て
、
第
三
章
一
三
八
頁
で
は
、
「
一
般
に
「
家
の

成
立
」
は
、
家
名
・
家
職
（
家
業
）
・
家
産
の
三
つ
が
セ
ッ
ト
で
跡
を
継
ぐ
息
子
に

相
続
さ
れ
る
体
制
が
整
う
一
七
世
紀
後
半
頃
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
」
と
言
及
し

て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
定
義
は
有
力
な
説
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
百
姓
身
分

の
「
家
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
現
在
も
議
論
の
最
中
に
あ
る
。

　

著
者
の
重
要
な
成
果
の
一
つ
は
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
を
一
軒
一
軒
丁
寧
に

分
析
し
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
解
明
し
た
こ
と
に
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
村
に
関
す
る
研
究
史
を
丁
寧
に
整
理
し
、

そ
の
上
で
著
者
が
考
え
る
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
明

確
に
提
示
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
か
わ
た
身
分
が
形
成
す
る
「
家
」
や
か
わ
た

村
と
ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
差
異
が
あ
る
の
か
を
比
較
し
、
そ
の
成
果
を
今
度
は

家
研
究
や
村
落
史
研
究
な
ど
に
対
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
畑
中
敏
之
氏
に
よ
る
南
王
子
村
研
究
と
の
適
切
な
接
合
に
つ

い
て
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
本
書
の
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
、
当

時
の
南
王
子
村
の
実
態
が
よ
り
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
前
章

で
挙
げ
た
。
だ
が
、
感
覚
的
な
意
見
に
な
る
が
、
本
書
で
は
南
王
子
村
の
百
姓
村

に
近
い
村
と
し
て
の
性
格
が
、
少
し
強
調
し
て
描
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
。

　

た
と
え
ば
、
第
三
章
一
八
四
頁
に
お
い
て
、
無
高
の
者
が
出
作
地
を
購
入
す
る

際
に
代
金
が
用
意
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
著
者
は
高
持
層
の
下
で
小
作
し
て
い

た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
皮
革
業
な
ど
、
か
わ
た
身
分
特
有
の
方

法
で
資
金
調
達
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に
感
じ
た
。
有

力
な
雪
踏
商
人
で
あ
っ
た
五
兵
衛
が
高
の
集
積
を
行
う
な
ど
多
様
な
側
面
が
あ
る

よ
う
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
は
複
合
的
な
生
業
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
多
面
的

な
部
分
を
統
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
や
か
わ
た
村

の
実
態
が
よ
り
確
か
に
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。　

　

今
後
、
著
者
が
十
九
世
紀
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
を
解
明
し
、
畑
中
氏
に
よ

る
南
王
子
村
の
研
究
を
批
判
的
に
検
証
し
、
適
切
に
接
合
す
る
こ
と
で
、
南
王
子

村
に
居
住
し
て
い
た
一
人
一
人
の
姿
や
村
の
全
体
像
が
鮮
明
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
評
者
の
関
心
に
基
づ
き
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
誤
読

や
的
外
れ
な
指
摘
も
あ
る
と
思
う
が
、
著
者
に
は
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。
本
書

が
取
り
上
げ
た
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
研
究
史
上
、
大
変
意
義
が
あ
る
も
の
で

あ
る
。
評
者
自
身
も
本
書
に
大
い
に
学
ん
で
い
き
た
い
。

【
註
】

（
１
）
朝
尾
直
弘
「
幕
藩
制
と
畿
内
の
「
か
わ
た
」
農
民
│
河
内
国
更
池
村
を
中
心
に
」

（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
一
六
〇
号
、
一
九
八
〇
年
、
の
ち
に
『
朝
尾
直
弘

著
作
集
第
七
巻　

身
分
制
社
会
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
。

（
２
）
畑
中
敏
之
『
近
世
村
落
社
会
の
身
分
構
造
』
（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九

〇
年
） 

（
３
）
畑
中
敏
之
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
か
も
が
わ
出
版
、
一

九
九
七
年
）
。

（
４
）
畑
中
敏
之
「
第
三
章　

身
分
を
越
え
る
と
き
│
雪
踏
を
め
ぐ
る
人
び
と
│
」

（
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
前
掲
註
3
）
）
に
五
兵
衛
家

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
雪
踏
職
人
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
戸
石
七
生
「
関
東
に
お
け
る
家
の
成
立
過
程
と
村
│
地
縁
的
・
職
業
的
身
分
共
同
体

と
家
」（
比
較
家
族
史
学
会
監
修
『
家
族
研
究
の
最
前
線
①
家
と
共
同
性
』
日
本
経
済

評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
八
五
頁
註
（
1
）
で
は
、
百
姓
身
分
の
家
の
成
立
過
程
に
つ

い
て
、
経
営
の
安
定
を
重
視
し
た
研
究
、
家
族
形
態
に
重
点
を
置
く
研
究
、
家
の
系
譜

の
連
続
性
を
重
視
し
た
研
究
な
ど
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
研
究
潮
流
が
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番

号
18
J
4
0
0
3
1
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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（
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）



　
　
　
は
じ
め
に

　

和
泉
国
泉
郡
南
王
子
村
は
、
か
わ
た
身
分
の
庄
屋
が
支
配
す
る
一
存
立
の
か
わ

た
村
で
あ
り
、
膨
大
な
庄
屋
家
文
書
（
『
奥
田
家
文
書
』
・
『
大
阪
府
南
王
子
村
文

書
』
）
が
残
存
す
る
こ
と
で
も
著
名
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
三
田
智
子
氏
（
以
下
、
著
者
）
が
二
〇
〇
九
年
十
二
月
に
提
出
し
た
博

士
論
文
に
加
筆
・
修
正
を
施
し
た
成
果
で
あ
り
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
詳
細

に
分
析
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
そ
の
も
の
の
あ
り
方
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
　
一
　
本
書
の
概
要

　

ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
示
し
た
い
。

　

序
章

　

第
一
章　

泉
州
泉
郡
平
野
部
地
域
に
お
け
る
近
世
村
の
成
立　

　

第
二
章　

南
王
子
村
の
確
立

　

補
論
1　

王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
の
延
宝
検
地
帳
の
検
討

　

第
三
章　

一
八
世
紀
中
期
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造

　

第
四
章　

泉
州
南
王
子
村
に
お
け
る
村
落
構
造
の
変
化

　

第
五
章　

南
王
子
村
の
村
入
用
と
西
教
寺
「
俗
親
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

│
一
八
世
紀
後
期
か
ら
一
九
世
紀
へ
の
展
望
│

　

第
六
章　

南
王
子
村
の
草
場
と
得
意
場
（
旦
那
場
）
│
一
九
世
紀
を
中
心
に
│

　

補
論
2　

南
王
子
村
に
お
け
る
人
口
増
加
と
出
作
・
小
作

　

終
章

　

つ
ぎ
に
、
本
書
の
概
要
を
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

序
章
で
は
、
本
書
の
問
題
意
識
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
九
七

〇
年
代
、
南
王
子
村
研
究
は
部
落
史
の
視
点
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
基
礎
的
事
実

の
解
明
が
進
ん
だ
一
方
で
、
南
王
子
村
は
差
別
を
受
け
る
側
、
地
域
社
会
は
差
別

を
行
う
側
と
い
う
理
解
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
対
し
、
著

者
は
、
塚
田
孝
氏
が
提
示
し
た
身
分
的
周
縁
論
、
お
よ
び
町
田
哲
氏
に
よ
る
村
落

の
内
部
構
造
分
析
の
手
法
に
学
び
、
村
落
運
営
・
村
政
・
諸
生
業
を
介
し
た
村
人

の
関
係
な
ど
、
村
内
の
諸
要
素
と
そ
の
矛
盾
を
有
機
的
に
連
関
さ
せ
る
こ
と
で
南

王
子
村
の
内
部
構
造
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
上
で
地
域
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の

を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
業
を
通
じ
て
、
著
者
は

差
別
│
被
差
別
と
い
う
部
落
史
的
視
点
か
ら
の
脱
却
を
試
み
た
。

　

つ
づ
け
て
、
第
一
章
、
第
二
章
お
よ
び
補
論
１
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
。
こ
れ
ら
の
章
は
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
と
し
て
成
立
す
る
過
程

を
解
明
し
た
一
連
の
章
で
あ
る
た
め
、
内
容
を
合
わ
せ
て
整
理
す
る
。
こ
こ
で

は
、
次
の
三
点
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
第
一
に
、
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
検
地
を
題
材
に
、
畿
内
か
わ
た
村
の

成
立
過
程
に
関
す
る
通
説
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
。
後
述
す
る
が
、
従
来
、
検
地

以
前
の
か
わ
た
の
存
在
形
態
つ
い
て
は
、
か
わ
た
が
居
住
し
て
い
た
地
域
を
含
め

「
郷
」
の
単
位
で
検
地
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
か
わ
た
は
生
活
面
や
行
政

面
な
ど
で
一
つ
の
村
の
よ
う
な
ま
と
ま
り
を
持
っ
て
い
た
「
郷
」
に
属
す
る
か
わ

た
で
あ
っ
た
と
見
通
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者
は
、
泉
郡
平
野
部
地
域

に
お
け
る
検
地
の
実
施
過
程
を
検
討
し
、
検
地
の
単
位
と
な
っ
て
い
た
「
郷
」

は
、
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
単
位
（
行
政
単
位
）
で
あ
り
、
「
郷
」
が

す
べ
て
郷
村
的
結
合
を
指
し
示
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
「
郷
」
が
集
落
と
村
領
の
形
成
を
規
定
づ
け
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を

論
証
し
た
。

　

第
二
に
、
南
王
子
村
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
出
作
」
の
問
題
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
た
。
出
作
と
は
、
百
姓
が
居
村
外
に
田
畑
を
所
持
す
る
こ
と
で
あ
る
。
先

述
し
た
よ
う
に
、
泉
郡
の
平
野
部
で
は
、
郷
を
単
位
に
検
地
を
行
っ
た
た
め
、
土

地
の
み
で
戸
口
は
な
い
無
人
の
領
域
が
出
作
と
し
て
把
握
さ
れ
、
年
貢
収
納
は
屋

敷
地
が
あ
る
村
の
庄
屋
に
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
捌
き
庄
屋
体
制
と

呼
ぶ
。
そ
の
後
も
捌
き
庄
屋
体
制
が
維
持
さ
れ
て
い
た
が
、
正
保
郷
帳
作
成
を
機

に
、
所
持
実
態
に
応
じ
た
状
態
に
戻
す
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
「
上
泉
郷
出

作
王
子
村
」
と
把
握
さ
れ
た
出
作
村
が
切
り
分
け
ら
れ
、
「
王
子
（
か
わ
た
）
村
」

と
な
り
、
王
子
村
内
に
居
住
す
る
か
わ
た
の
代
表
者
が
年
貢
納
入
の
責
任
を
負
う

村
と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
第
二
の
点
と
併
せ
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
村
と
な
っ
た

過
程
に
つ
い
て
解
明
し
た
。
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
、
こ
れ
ま
で
代
官
支
配
が
異

な
っ
て
い
た
王
子
村
と
王
子
（
か
わ
た
）
村
が
同
領
と
な
っ
た
。
同
領
内
に
王
子
村

が
二
つ
存
在
す
る
と
不
都
合
に
な
る
た
め
、
王
子
（
か
わ
た
）
村
は
南
王
子
村
と
村

名
が
変
更
さ
れ
た
。
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
、
惣
ノ
池
を
め
ぐ
り
、
か
わ
た
か
ら

王
子
（
か
わ
た
）
村
を
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
動
き
に
発
展
し
た
こ
と
を
理
由
に
、

翌
年
、
か
わ
た
が
王
子
村
の
除
地
か
ら
南
王
子
村
の
村
領
へ
移
転
し
た
。
そ
し

て
、
享
保
十
四
年
（
一
七
二
九
）
に
惣
ノ
池
の
樋
元
支
配
権
が
幕
府
の
裁
許
に
よ
り

認
め
ら
れ
、
南
王
子
村
は
再
生
産
可
能
な
一
つ
の
村
と
し
て
完
成
し
た
。

　

つ
づ
く
第
三
章
で
は
、
十
八
世
紀
中
期
に
お
け
る
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
、

村
方
騒
動
の
分
析
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
対
立
構
造
と
い

う
視
点
だ
け
で
な
く
、
村
内
の
「
家
」
に
着
目
し
、
検
討
を
行
っ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
「
家
」
の
あ
り
方
が
非
常
に
特
殊
で
あ
り
、
一
般
に
言
わ
れ
て

い
る
家
名
・
家
職
・
家
産
が
相
続
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
「
家
」
は
成
立
し
て
い
な

か
っ
た
。
こ
れ
は
、
南
王
子
村
に
属
す
る
「
家
」
の
不
安
定
さ
を
示
す
も
の
で
あ

り
、
か
わ
た
村
で
あ
る
が
ゆ
え
の
現
象
で
あ
る
。
そ
し
て
、
南
王
子
村
で
は
人
口

に
比
し
て
村
高
が
非
常
に
少
な
か
っ
た
た
め
、
常
に
何
ら
か
の
経
済
的
基
盤
を
持

つ
必
要
が
あ
り
、
王
子
村
に
出
作
地
を
所
持
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

宗
門
人
別
帳
に
「
無
高
」
と
記
さ
れ
て
い
る
者
た
ち
で
も
、
出
作
地
を
購
入
し
て

安
定
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
層
と
、
日
々
な
ん
と
か
暮
ら
し
て
い
る
最

下
層
に
二
分
化
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
「
家
」
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）
に
起
き
た
村
方

騒
動
の
再
検
討
を
行
っ
た
。
従
来
、
村
方
騒
動
の
対
立
構
図
は
、
高
持
対
小
前
・

無
高
と
思
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
「
家
」
と
い
う
視
点
を
持
ち
込
む
こ
と
に
よ

り
、
実
際
に
は
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋
次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構

図
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
は
連
帯

し
て
「
家
」
を
守
り
、
村
高
の
三
分
の
一
を
保
持
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
利

右
衛
門
家
は
一
軒
・
一
軒
の
家
で
見
る
よ
り
も
、
実
態
的
に
は
よ
り
強
い
村
政
上

の
立
場
を
保
持
し
て
い
た
。

　

第
四
章
で
は
、
十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
南
王
子
村
の
村
落
構
造
に
つ
い
て
、

村
落
内
の
秩
序
を
検
討
す
る
こ
と
で
解
明
し
た
。

　

南
王
子
村
村
内
の
家
数
の
増
加
や
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
起
き
た
千
原
騒

動
に
よ
り
、
村
が
莫
大
な
借
銀
を
負
っ
た
こ
と
な
ど
を
背
景
と
し
て
、
天
明
四
年

に
申
し
渡
さ
れ
た
「
申
渡
事
」
は
、
組
頭
、
借
地
人
・
借
家
人
、
地
主
・
家
主
を

村
政
上
に
位
置
づ
け
る
取
り
決
め
で
あ
っ
た
。
こ
の
取
り
決
め
に
よ
り
高
持
の
組

頭
が
設
定
さ
れ
、
村
政
に
組
頭
を
関
与
さ
せ
る
体
制
に
移
行
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
は
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
り
、
草
場
な
ど

の
斃
牛
馬
処
理
に
関
す
る
側
面
は
村
制
上
完
全
に
捨
象
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

天
明
四
年
以
降
、
南
王
子
村
で
は
、
村
高
の
論
理
が
本
源
的
な
か
わ
た
の
論
理
を

優
越
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の

変
質
で
も
あ
り
、
か
わ
た
村
と
し
て
の
究
極
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。

　

第
五
章
で
は
、
一
九
世
紀
段
階
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
、
具
体
的
に
は
庄
屋

利
右
衛
門
家
台
頭
の
背
景
を
考
察
す
る
た
め
に
、
十
八
世
紀
中
後
期
に
お
け
る

村
・
村
入
用
・
寺
・
利
右
衛
門
家
の
関
係
と
そ
の
変
化
を
検
討
し
た
。
第
三
章
で

分
析
し
た
寛
延
二
年
の
村
方
騒
動
で
は
、
庄
屋
利
右
衛
門
・
年
寄
儀
兵
衛
対
庄
屋

次
兵
衛
と
い
う
対
立
の
構
図
が
あ
っ
た
が
、
騒
動
後
、
対
立
構
造
が
「
捌
」
と
い

う
形
で
固
定
化
さ
れ
、
両
捌
間
の
日
常
的
な
接
触
が
遮
断
さ
れ
て
い
た
。
寛
政
十

二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
は
、
両
者
に
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
、
新
た
な
有
力
者
も
登
場

し
、
村
政
は
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
い
た
が
、
「
捌
」
が
存
続
し
た
こ
と
に
よ

り
、
村
入
用
は
複
雑
な
割
賦
・
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
特
に
、
両
方
の

「
捌
」
に
高
を
所
持
し
て
い
る
村
人
に
と
っ
て
は
不
透
明
性
が
高
か
っ
た
。

　

ま
た
、
同
章
で
は
、
西
教
寺
と
村
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
解
明
し
た
。
十
八
世

紀
後
期
の
西
教
寺
は
、
本
寺
で
あ
る
福
専
寺
の
弱
体
化
の
た
め
、
住
持
を
安
定
し

て
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
住
持
の
請
人
で
あ
る

「
俗
親
」
を
村
内
に
置
き
、
利
右
衛
門
家
の
者
が
「
俗
親
」
に
な
っ
た
。
利
右
衛

門
家
が
西
教
寺
の
維
持
に
尽
力
し
た
こ
と
で
、
一
九
世
紀
前
期
に
は
利
右
衛
門
家

が
村
政
の
中
心
に
位
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
村
に
よ
る
西
教
寺

へ
の
関
与
・
管
理
が
強
ま
っ
た
と
す
る
。

  

第
六
章
で
は
、
十
九
世
紀
を
中
心
と
し
て
、
南
王
子
村
内
部
に
お
け
る
草
場
や
得

意
場
（
旦
那
場
）
の
権
利
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
①
か

わ
た
村
内
部
に
お
い
て
、
草
場
や
旦
那
場
の
権
利
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
た
の
か
、
②
南
王
子
村
の
得
意
場
の
再
検
討
、
③
獣
類
買
仲
間
の
取
り
決
め

と
老
牛
屠
殺
問
題
の
三
点
に
つ
い
て
分
析
し
た
。

　

ま
ず
、
①
に
つ
い
て
、
草
場
は
斃
牛
馬
を
無
償
で
得
る
範
囲
で
あ
り
、
草
場
株

所
有
者
は
村
内
で
「
番
郷
」
と
い
う
集
団
を
形
成
し
た
。
集
団
の
代
表
は
惣
代
と

呼
ば
れ
、
十
九
世
紀
以
降
は
、
ほ
ぼ
特
定
の
四
〜
七
人
程
度
が
惣
代
・
帳
元
（
草
場

株
帳
の
管
理
）
を
担
っ
た
。
惣
代
は
村
の
庄
屋
・
年
寄
と
一
切
重
な
ら
ず
、
村
役
人

の
直
接
的
な
管
理
は
番
郷
内
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
。
庄
屋
・
年
寄
に
つ
い
て

は
、
草
場
株
所
有
を
制
限
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
番
郷
の
中
心
メ
ン
バ
ー

は
村
制
に
お
け
る
組
頭
で
あ
り
、
一
般
の
株
所
有
者
も
半
数
は
高
持
で
あ
っ
た
。

　

一
方
、
得
意
場
は
日
常
的
な
出
入
り
関
係
で
あ
り
、
村
内
の
無
高
者
が
草
場
の

範
囲
を
割
持
に
し
て
い
た
。
も
と
も
と
得
意
場
は
、
村
全
体
に
よ
る
「
惣
請
」
で

あ
っ
た
が
、
十
八
世
紀
中
期
ま
で
に
個
人
が
出
入
す
る
関
係
が
築
か
れ
た
。
得
意

場
の
村
と
場
の
権
利
を
所
有
す
る
者
と
の
関
係
は
、
第
一
義
的
に
定
期
的
な
出
入

り
に
あ
り
、
そ
の
延
長
線
上
に
得
意
場
の
村
人
や
村
役
人
か
ら
借
銀
す
る
よ
う
な

関
係
も
構
築
さ
れ
た
。
得
意
場
所
有
者
の
集
団
は
村
内
に
は
存
在
せ
ず
、
他
の
か

わ
た
村
と
の
交
渉
は
南
王
子
村
の
村
役
人
が
あ
た
り
、
村
役
人
に
よ
る
得
意
場
へ

の
緩
や
か
な
管
理
・
監
督
が
行
わ
れ
て
い
た
。
得
意
場
の
所
有
者
は
三
名
を
の
ぞ

き
無
高
で
あ
っ
た
。

　

つ
ぎ
に
②
に
つ
い
て
、
十
八
世
紀
以
降
、
雪
踏
稼
ぎ
が
新
た
な
生
業
と
し
て
登

場
し
た
こ
と
で
、
村
内
で
雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
者
た
ち
は
草
場
域
を
独
占
的
な
営
業

の
場
と
し
て
確
保
し
よ
う
と
し
た
。
ま
た
、
南
王
子
村
自
体
も
草
場
の
利
益
を
維

持
す
る
た
め
に
、
他
村
か
ら
の
雪
踏
稼
ぎ
の
立
ち
入
り
を
禁
ず
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
た
め
、
得
意
場
は
次
第
に
「
稼
場
」
と
し
て
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
権

利
を
持
つ
場
と
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
だ
が
実
態
は
、
幕
末
に
至
っ
て
も

得
意
場
の
中
心
的
な
性
格
は
出
入
り
関
係
に
あ
り
、
得
意
場
を
持
た
な
い
村
人
が

雪
踏
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
事
態
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
従
来
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
雪
踏
稼
ぎ
の
独
占
的
な
場
は
存
在
し
て
い
な
か

っ
た
と
論
じ
た
。

　

最
後
に
③
に
つ
い
て
、
従
来
、
南
王
子
村
で
は
、
草
場
の
権
益
を
所
有
し
て
い

た
全
員
が
草
場
か
ら
得
ら
れ
た
皮
革
を
加
工
し
、
売
却
し
て
利
益
を
得
て
い
た
。

だ
が
次
第
に
、
特
定
の
者
が
加
工
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
草
場
株
所
有
者

の
な
か
で
死
牛
の
売
買
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
適
正
な
値
付
け
の
た
め
に
獣

類
買
仲
間
が
結
成
さ
れ
た
。
獣
類
買
仲
間
は
、
番
郷
惣
代
を
務
め
る
者
か
ら
博
労

の
よ
う
な
ア
ウ
ト
ロ
ー
的
性
格
を
持
つ
者
ま
で
を
含
ん
で
お
り
、
牛
や
皮
革
の
流

通
は
村
内
で
複
雑
化
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
老
牛
屠
殺
の
取
締
は
困
難
を
極
め

て
い
た
。

　

補
論
2
で
は
、
な
ぜ
、
か
わ
た
村
が
都
市
的
な
場
と
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の

か
、
人
口
増
加
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

南
王
子
村
で
は
、
百
姓
村
の
よ
う
な
家
数
の
制
限
が
基
本
的
に
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
村
内
で
は
人
口
が
増
加
し
、
経
済
的
基
盤
を
外
へ
求
め
る
必
要
が
生

じ
た
。
南
王
子
村
の
人
々
は
、
人
口
が
停
滞
し
て
い
た
周
辺
地
域
の
土
地
を
購
入

し
、
出
作
地
と
し
て
所
持
し
た
り
、
十
九
世
紀
以
降
急
激
に
盛
ん
に
な
っ
た
雪
踏

産
業
な
ど
、
皮
革
や
牛
に
関
わ
る
様
々
な
生
業
を
持
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
従
来
論
じ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
南
王
子
村
に
経
済
的
基
盤

が
先
に
あ
り
人
口
が
増
え
た
の
で
は
な
く
、
人
口
が
増
加
し
た
結
果
、
村
人
が
生

計
を
立
て
る
た
め
に
出
作
を
所
持
し
た
り
、
諸
生
業
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
だ
と
主
張
し
た
。

　

終
章
で
は
、
本
書
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
、
南
王
子
村
に
お
け
る
地

縁
的
な
編
成
原
理
と
身
分
的
編
成
原
理
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
次
章
で
詳
述
す
る
が
、
著
者
は
、
畿
内
か
わ
た
村
の
内
部
構
造
に
お
け
る

二
系
統
の
編
成
原
理
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
畿
内
の
各
か
わ
た
村

に
つ
い
て
、
二
系
統
の
編
成
原
理
の
あ
り
方
以
外
に
も
行
政
的
把
握
、
様
々
な
条

件
面
か
ら
の
動
態
的
な
把
握
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
論
じ
た
。

　
　
二
　
本
書
の
意
義

　

本
章
で
は
、
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

研
究
史
上
、
本
書
が
持
つ
最
も
大
き
な
意
義
は
、
朝
尾
直
弘
氏
に
よ
る
近
世
畿

内
の
か
わ
た
身
分
の
存
立
基
盤
に
つ
い
て
の
研
究
を
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を

丁
寧
に
分
析
す
る
こ
と
で
批
判
的
に
継
承
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
書
評
に
必
要
な
範
囲
で
朝
尾
氏
の
研
究
を
紹
介
す
る
。
朝
尾
氏
は
、

河
内
国
更
池
村
を
題
材
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
が
、
①
地
縁
的
な
編
成
＝
か
わ

た
村
、
②
身
分
編
成
＝
「
頭
村
」
支
配
と
い
う
二
系
統
の
編
成
原
理
の
も
と
に
存

立
し
て
い
た
こ
と
を
立
証
し
た
。

　

ま
ず
、
①
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
。
朝
尾
氏
は
、
文
禄
三
年
の
検

地
の
際
に
作
成
さ
れ
た
更
池
村
の
検
地
帳
の
題
名
が
、
「
河
内
国
丹
北
郡
布
忍
郷

内
更
池
村
御
検
地
帳
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
検
地
以
前
は
更
池
村
を
含
む
布
忍

郡
の
六
ヵ
村
が
一
つ
の
村
（
郷
）
と
な
り
、
生
活
面
で
も
行
政
面
で
も
一
つ
の
ま
と

ま
っ
た
自
治
的
組
織
を
構
成
し
て
い
た
と
見
通
し
た
。
検
地
後
、
旧
来
の
地
域
的

編
成
は
解
体
さ
れ
、
居
住
集
落
の
屋
敷
お
よ
び
零
細
耕
地
へ
の
緊
縛
、
そ
れ
に
と

も
な
い
居
住
集
落
の
属
す
る
村
庄
屋
系
列
へ
編
成
替
え
が
行
わ
れ
た
と
す
る
。

　

つ
ぎ
に
、
②
の
「
頭
村
」
支
配
の
成
立
に
つ
い
て
。
近
世
成
立
以
前
、
大
坂
周

辺
は
か
わ
た
の
領
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
領
は
、
行
政
区
分
と
は
異
な

る
、
独
立
し
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
領
域
の
中
で
、
か
わ
た
は
斃
牛
馬
処
理
や
神

事
雑
役
な
ど
キ
ヨ
メ
の
性
質
に
連
な
る
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
郡

内
で
は
「
郡
中
惣
皮
田
」
の
よ
う
な
組
織
も
形
成
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
幕
府
が
成
立
す
る
と
、
行
刑
の
「
役
」
負
担
を
通
じ
て
、
幕
府
は
か
わ
た

を
編
成
し
た
。
渡
辺
村
な
ど
行
刑
役
を
実
際
に
負
担
す
る
村
に
つ
い
て
は
役
負
担

の
体
系
に
直
接
組
み
込
ん
だ
が
、
下
級
雑
務
の
負
担
に
つ
い
て
は
か
わ
た
身
分
の

仲
間
式
法
に
依
存
し
た
。
幕
府
は
か
わ
た
の
集
団
を
、
「
惣
」
的
な
編
成
の
一
端

（
実
際
に
行
刑
役
を
負
担
し
て
い
た
村
）
を
、
領
主
が
「
役
」
＝
除
地
の
体
系
に
組
み

込
む
こ
と
に
よ
り
「
惣
」
全
体
を
支
配
す
る
「
頭
村
」
に
よ
る
編
成
を
行
っ
た
。

　

朝
尾
氏
の
研
究
に
対
し
、
著
者
は
次
の
よ
う
な
意
義
を
呈
し
て
い
る
。
第
一
章

に
お
い
て
、
文
禄
三
年
に
行
わ
れ
た
検
地
は
「
郷
」
単
位
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
「
郷
」
は
条
里
地
割
に
お
け
る
里
区
に
基
づ
く
行
政
単
位
で
あ
っ
た
と
実
証

し
、
朝
尾
氏
の
か
わ
た
村
の
成
立
過
程
の
見
通
し
に
対
し
て
再
考
を
迫
っ
た
。
そ

し
て
、
終
章
に
お
い
て
も
、
朝
尾
氏
が
提
示
し
た
か
わ
た
身
分
の
二
つ
の
存
立
基

盤
に
つ
い
て
、
そ
の
二
つ
の
視
点
か
ら
だ
け
で
な
く
、
行
政
的
把
握
や
様
々
な
条

件
面
か
ら
、
よ
り
動
態
的
に
か
わ
た
村
を
把
握
す
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　

朝
尾
氏
が
、
か
わ
た
の
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
し
た
こ
と
に

対
し
て
、
著
者
は
か
わ
た
村
を
一
つ
の
「
村
」
と
し
て
捉
え
、
村
の
内
部
構
造
を

詳
細
に
解
明
し
、
村
の
多
様
な
要
素
を
摘
出
し
、
そ
れ
ら
を
連
関
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
か
わ
た
村
の
特
質
を
捉
え
た
。
こ
の
作
業
に
よ
り
、
畿
内
か
わ
た
村
研
究

を
新
た
な
段
階
へ
と
引
き
上
げ
た
こ
と
が
、
本
書
の
最
も
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
第
二
の
意
義
と
し
て
、
畑
中
敏
之
氏
の
研
究
成
果
を
乗
り
越
え
る
こ

と
に
よ
り
、
南
王
子
村
の
実
態
が
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
挙

げ
た
い
。
畑
中
氏
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
南
王
子
村
研
究
を
牽
引
し
た
研
究

者
で
あ
り
、
か
つ
畿
内
の
か
わ
た
村
に
つ
い
て
も
多
く
の
研
究
業
績
を
残
し
て
い

る
。
本
書
に
関
わ
る
畑
中
氏
の
研
究
成
果
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
第
一
に
、

畿
内
か
わ
た
村
に
つ
い
て
三
つ
の
類
型
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
Ⅰ
型
は
村
高
の

公
認
が
な
く
、
本
村
に
完
全
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
か
わ
た
村
、
Ⅱ
型
は
村
高
が
公

認
さ
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
形
で
本
村
に
支
配
を
受
け
る
か
わ
た
村
、
Ⅲ
型
は
村

高
が
公
認
さ
れ
て
お
り
、
本
村
の
支
配
も
受
け
な
い
か
わ
た
村
で
あ
る
。
な
お
、

南
王
子
村
は
Ⅲ
型
に
属
す
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
雪
踏
と
い
う
「
モ
ノ
」
の
生

産
・
流
通
と
い
う
視
点
か
ら
、
南
王
子
村
の
内
部
構
造
を
解
明
し
、
身
分
制
の
本

質
に
迫
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

畑
中
氏
の
研
究
成
果
に
対
し
、
著
者
は
、
次
の
二
点
で
研
究
を
進
展
さ
せ
た
。

　

ま
ず
第
一
に
、
畑
中
氏
が
提
示
し
た
畿
内
か
わ
た
村
の
類
型
は
、
本
村
と
か
わ

た
村
と
の
支
配
関
係
の
あ
り
方
か
ら
構
築
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
な

ぜ
、
南
王
子
村
が
特
殊
な
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な
っ
た
の
か
な
ど
、
村
と
し
て

の
実
態
的
な
側
面
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、

著
者
は
第
一
章
か
ら
補
論
1
に
か
け
て
、
南
王
子
村
が
一
村
立
の
か
わ
た
村
に
な

る
ま
で
の
過
程
を
実
証
的
に
解
明
し
た
。
こ
れ
は
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
著
者
の

研
究
が
、
支
配
と
い
う
側
面
か
ら
か
わ
た
村
を
分
析
す
る
の
で
は
な
く
、
か
わ
た

村
の
村
と
し
て
の
特
質
を
捉
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
特
色
が
あ
る
こ
と
か
ら
導
き

出
さ
れ
た
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
畑
中
氏
は
南
王
子
村
に
お
け
る
雪
踏
の
生
産
・
流
通
な
ど
、
皮
革
加

工
の
側
面
に
強
く
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
そ
の
た
め
、
南
王
子
村
は
皮
革
加
工
の

村
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
著
者

は
、
南
王
子
村
村
内
の
秩
序
（
村
政
・
村
制
）
レ
ベ
ル
で
は
、
高
所
持
の
原
理
が
重

要
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
、
同
村
が
百
姓
村
に
極
め
て
近
い
イ
メ
ー
ジ
を
有
し

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
た
と
え
ば
、
畑
中
氏
の
研
究
に
も
登
場
す
る
雪
踏
商

人
と
し
て
有
名
だ
っ
た
五
兵
衛
が
村
高
を
集
積
し
て
い
た
背
景
に
、
南
王
子
村
の

村
落
秩
序
が
高
所
持
に
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
点
は
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
（
第

四
章
二
四
九
頁
）
。
本
書
で
の
検
討
に
よ
り
、
五
兵
衛
の
雪
踏
商
人
と
し
て
の
側
面

だ
け
で
な
く
、
村
人
と
し
て
の
姿
も
明
ら
か
に
な
り
、
よ
り
五
兵
衛
の
実
態
に
近

づ
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

　

そ
し
て
、
第
三
の
意
義
と
し
て
、
本
書
が
被
差
別
民
の
研
究
史
に
対
し
て
新
た

な
知
見
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
第
三
章
で
検

討
し
た
南
王
子
村
の
「
家
」
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
か
わ
た
身
分
の

「
家
」
の
あ
り
方
を
詳
細
に
分
析
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。
ま

た
、
第
六
章
で
は
南
王
子
村
に
お
け
る
斃
牛
馬
処
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
が
、
こ
の
作
業
に
よ
り
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
斃
牛
馬
処

理
を
取
り
巻
く
環
境
が
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
南
王

子
村
で
は
、
草
場
株
の
所
有
者
集
団
で
あ
る
番
郷
、
番
郷
と
重
複
し
な
が
ら
も
、

死
牛
馬
の
入
札
・
値
付
な
ど
を
行
い
、
皮
革
の
加
工
・
流
通
に
専
門
化
し
つ
つ
あ

る
獣
類
買
仲
間
、
老
牛
馬
屠
殺
の
起
点
と
な
り
得
る
か
わ
た
博
労
の
存
在
な
ど
、

斃
牛
馬
処
理
を
め
ぐ
り
多
様
な
人
々
が
重
層
的
に
介
在
し
て
い
た
様
子
を
窺
う
こ

と
が
で
き
た
。

　
　
三
　
本
書
の
疑
問
点
お
よ
び
要
望

　

本
章
で
は
、
本
書
に
対
す
る
疑
問
点
お
よ
び
要
望
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
第
一
に
、
史
料
が
少
な
い
時
代
で
は
あ
る
が
、
の
ち
に
南
王
子
村
に
居
住

す
る
か
わ
た
の
、
中
世
か
ら
南
王
子
村
へ
移
動
す
る
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
、
よ

り
踏
み
込
ん
で
、
具
体
的
に
論
じ
て
ほ
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
著
者
は
第
四
章
の
お
わ
り
に
で
、
天
明
四
年
の
「
申
渡
事
」
に
よ

り
南
王
子
村
の
村
落
秩
序
が
村
高
所
持
に
依
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
述
べ
、
そ

れ
は
「
本
源
的
に
草
場
所
持
に
基
礎
を
置
く
か
わ
た
集
団
の
変
質
」
だ
と
指
摘
し

た
。
し
た
が
っ
て
、
著
者
は
、
か
わ
た
集
団
が
も
と
も
と
草
場
所
持
に
基
礎
を
置

い
て
い
た
と
想
定
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
二
章
八
五
頁
で
は
、
慶
長
九
年

（
一
六
〇
四
）
段
階
で
の
か
わ
た
の
所
持
高
が
一
六
〇
石
か
ら
一
八
〇
石
あ
っ
た
と

い
う
事
実
も
指
摘
し
て
い
る
。
中
世
段
階
か
ら
南
王
子
村
が
成
立
す
る
ま
で
、
か

わ
た
集
団
は
地
域
で
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
、
実
態

を
よ
り
詳
細
に
知
り
た
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
朝
尾
氏
は
、
渡
辺
村
の
か
わ
た
は
実
際
に
断
罪
役
を
勤
め
、
屋
敷
地
は

除
地
に
な
っ
て
い
た
が
、
更
池
村
の
か
わ
た
は
百
姓
役
か
ら
は
免
除
さ
れ
て
い
た

も
の
の
、
屋
敷
は
除
地
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
行
刑
役
や
皮
役

な
ど
の
役
負
担
を
務
め
て
い
な
か
っ
た
王
子
村
の
か
わ
た
の
居
住
地
が
、
な
ぜ
除

地
と
な
っ
た
の
か
。
本
書
の
問
題
関
心
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
点
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
幕
府
が
畿
内
か
わ
た
村
を
ど
の
よ
う
に
支
配
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
か
が

よ
り
明
確
に
な
る
と
考
え
た
。

　

第
二
に
、
本
書
に
登
場
す
る
百
姓
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
を
、
著
者
が
ど
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
論
じ
て
い
る
の
か
が
断
片
的
に
述
べ
ら
れ
る
に
と
ど

ま
る
た
め
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
と
百
姓
身
分
の
「
家
」
、
か
わ
た
村
と
「
百

姓
村
」
と
の
比
較
が
で
き
ず
、
著
者
が
考
え
る
か
わ
た
の
「
家
」
や
か
わ
た
村
の

特
質
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

　

た
と
え
ば
、
「
家
」
に
つ
い
て
、
第
三
章
一
三
八
頁
で
は
、
「
一
般
に
「
家
の

成
立
」
は
、
家
名
・
家
職
（
家
業
）
・
家
産
の
三
つ
が
セ
ッ
ト
で
跡
を
継
ぐ
息
子
に

相
続
さ
れ
る
体
制
が
整
う
一
七
世
紀
後
半
頃
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
」
と
言
及
し

て
い
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
定
義
は
有
力
な
説
の
一
つ
で
は
あ
る
が
、
百
姓
身
分

の
「
家
」
の
成
立
に
つ
い
て
は
現
在
も
議
論
の
最
中
に
あ
る
。

　

著
者
の
重
要
な
成
果
の
一
つ
は
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
を
一
軒
一
軒
丁
寧
に

分
析
し
、
か
わ
た
身
分
の
「
家
」
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
解
明
し
た
こ
と
に
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
村
に
関
す
る
研
究
史
を
丁
寧
に
整
理
し
、

そ
の
上
で
著
者
が
考
え
る
百
姓
身
分
の
「
家
」
や
「
百
姓
村
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
明

確
に
提
示
し
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
か
わ
た
身
分
が
形
成
す
る
「
家
」
や
か
わ
た

村
と
ど
の
よ
う
な
共
通
点
や
差
異
が
あ
る
の
か
を
比
較
し
、
そ
の
成
果
を
今
度
は

家
研
究
や
村
落
史
研
究
な
ど
に
対
し
て
還
元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
畑
中
敏
之
氏
に
よ
る
南
王
子
村
研
究
と
の
適
切
な
接
合
に
つ

い
て
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
本
書
の
特
筆
す
べ
き
成
果
と
し
て
、
当

時
の
南
王
子
村
の
実
態
が
よ
り
正
確
に
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
前
章

で
挙
げ
た
。
だ
が
、
感
覚
的
な
意
見
に
な
る
が
、
本
書
で
は
南
王
子
村
の
百
姓
村

に
近
い
村
と
し
て
の
性
格
が
、
少
し
強
調
し
て
描
か
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
よ
う

に
感
じ
た
。

　

た
と
え
ば
、
第
三
章
一
八
四
頁
に
お
い
て
、
無
高
の
者
が
出
作
地
を
購
入
す
る

際
に
代
金
が
用
意
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
、
著
者
は
高
持
層
の
下
で
小
作
し
て
い

た
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
皮
革
業
な
ど
、
か
わ
た
身
分
特
有
の
方

法
で
資
金
調
達
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
問
に
感
じ
た
。
有

力
な
雪
踏
商
人
で
あ
っ
た
五
兵
衛
が
高
の
集
積
を
行
う
な
ど
多
様
な
側
面
が
あ
る

よ
う
に
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
は
複
合
的
な
生
業
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
多
面
的

な
部
分
を
統
合
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
近
世
の
か
わ
た
身
分
や
か
わ
た
村

の
実
態
が
よ
り
確
か
に
捉
え
ら
れ
る
と
考
え
る
。　

　

今
後
、
著
者
が
十
九
世
紀
の
南
王
子
村
の
村
落
構
造
を
解
明
し
、
畑
中
氏
に
よ

る
南
王
子
村
の
研
究
を
批
判
的
に
検
証
し
、
適
切
に
接
合
す
る
こ
と
で
、
南
王
子

村
に
居
住
し
て
い
た
一
人
一
人
の
姿
や
村
の
全
体
像
が
鮮
明
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　
　
お
わ
り
に

　

以
上
、
雑
駁
で
は
あ
る
が
評
者
の
関
心
に
基
づ
き
私
見
を
述
べ
て
き
た
。
誤
読

や
的
外
れ
な
指
摘
も
あ
る
と
思
う
が
、
著
者
に
は
ご
海
容
い
た
だ
き
た
い
。
本
書

が
取
り
上
げ
た
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
研
究
史
上
、
大
変
意
義
が
あ
る
も
の
で

あ
る
。
評
者
自
身
も
本
書
に
大
い
に
学
ん
で
い
き
た
い
。

【
註
】

（
１
）
朝
尾
直
弘
「
幕
藩
制
と
畿
内
の
「
か
わ
た
」
農
民
│
河
内
国
更
池
村
を
中
心
に
」

（
『
新
し
い
歴
史
学
の
た
め
に
』
一
六
〇
号
、
一
九
八
〇
年
、
の
ち
に
『
朝
尾
直
弘

著
作
集
第
七
巻　

身
分
制
社
会
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
。

（
２
）
畑
中
敏
之
『
近
世
村
落
社
会
の
身
分
構
造
』
（
部
落
問
題
研
究
所
出
版
部
、
一
九
九

〇
年
） 

（
３
）
畑
中
敏
之
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
か
も
が
わ
出
版
、
一

九
九
七
年
）
。

（
４
）
畑
中
敏
之
「
第
三
章　

身
分
を
越
え
る
と
き
│
雪
踏
を
め
ぐ
る
人
び
と
│
」

（
『
「
か
わ
た
」
と
平
人
│
近
世
身
分
社
会
論
│
』
（
前
掲
註
3
）
）
に
五
兵
衛
家

が
取
り
上
げ
ら
れ
、
雪
踏
職
人
と
し
て
の
側
面
に
つ
い
て
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
５
）
戸
石
七
生
「
関
東
に
お
け
る
家
の
成
立
過
程
と
村
│
地
縁
的
・
職
業
的
身
分
共
同
体

と
家
」（
比
較
家
族
史
学
会
監
修
『
家
族
研
究
の
最
前
線
①
家
と
共
同
性
』
日
本
経
済

評
論
社
、
二
〇
一
六
年
）
八
五
頁
註
（
1
）
で
は
、
百
姓
身
分
の
家
の
成
立
過
程
に
つ

い
て
、
経
営
の
安
定
を
重
視
し
た
研
究
、
家
族
形
態
に
重
点
を
置
く
研
究
、
家
の
系
譜

の
連
続
性
を
重
視
し
た
研
究
な
ど
、
少
な
く
と
も
三
つ
の
研
究
潮
流
が
あ
る
こ
と
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

【
附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
・
課
題
番

号
18
J
4
0
0
3
1
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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